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第一章　婚約者





　クリスマスにまつわる都市伝説めいたジンクスはたくさんある。ぼくが通う僥ぎよう倖こう学園高等部の生徒たちの間にも、この季節になると毎年持ち上がる噂うわさ話ばなしがある。

「今年もホワイトツリーの季節ですね」

　頭を鈍器で殴られたような衝撃。それも完全な奇襲だ。思いもよらなかったその言葉に、ぼくは驚き、思わず椅い子すから滑り落ちた。ぼく、つまり山やま伏ぶし竜たつ弥やは普段からそんなに大きなリアクションをとるようなことはないし、簡単に物事に驚きよう愕がくするほど弱い精神の持ち主でもないと思っている。

　そんなぼくが思わず椅子から滑り落ちたのは、その発言をした生徒に原因がある。

「何をしているんですか？」

　そう言って、腕を組んでぼくを見下ろす女子生徒。彼女の名前は荒あら瀬せはるか。ビー玉みたいな瞳ひとみは生気や感情を感じさせない。その顔は整っているものの、人形みたいに無機質な印象を受ける。無感情、無表情の世界記録に挑戦しているのかと疑いたくもなるけど、勿もち論ろん、そんな大会はない。彼女はごく自然に、不自然なほどに感情の起伏を表に出さずに生きているのだ。

「な、何をって……。はるかが突然ホワイトツリーの話をしだすから……」

　そう。彼女にホワイトツリーのジンクスは似合わない。

　たとえ、彼女がぼくと同じ高校に通う女子高生だったとしても、断固として彼女とホワイトツリーは結びつかない。

　小柄で華きや奢しやだが、短い髪のためか中性的に見えるはるか。彼女は基本的に他人に興味がない。自分の利益のためならどんな手段をも厭いとわないのだが、その悪魔的な頭脳を他人のために使うことはない。そんなはるかは、人間にとって重要な心の大部分が欠落しているのだと思う。

「ここではかなり有名な話です。わたしは中等部の頃ころから耳にしていましたよ」

「いや、それは知っているよ。ぼくは今年初めて聞いたけど……」

　ぼくは椅い子すに座りなおす。

　ここは僥ぎよう倖こう学園の旧校舎。建て替えが計画されており、一般生徒は立ち入りが許されない場所。ここにぼくが所属する部活、『化ばけ物もの部ぶ』の部室があった。化物部というのは、本当は『化学・物理部』が正式名称だけど、学園内の人はほぼ全員が省略して化物部と呼んでいる。今、部室にいるのは部長であるはるかとぼくだけ。本当は、あと二人部員がいるのだが、今は部室にまだいなかった。

「それなら、どうしてわたしがホワイトツリーの話をしたことについて、過剰に反応したんですか？」

「いや、だってさ」

　はるかはニュートラルな顔つきのまま首を傾かしげる。柔らかな髪がふわりと揺れた。

「ほら、はるかってそういうことに興味がなさそうじゃん」

「わたしが興味のない話をしてはいけない、ということですか。ひどい言論の弾圧ですね」

「いけないってことはないよ。でも、ちょっとびっくりしたんだよ」

　ホワイトツリーのジンクス。

「クリスマスの日。高校生の男女が手をつないで、ホワイトツリーの周りを一周すれば、その二人は、必ず結ばれて幸せになれる」

　ぼくは自分で言いながら、少し恥ずかしくなる。はるかは蝋ろう人形みたいに同じ表情のままで腕を組んでいる。

「そういう恋愛系のことで、しかも迷信的なものをはるかの口から聞くことになるとは思わなかったんだよ」

　はるかはジンクスなんか信じない。

　はるかは恋愛なんかに興味ない。

　明日から太陽が西から昇りだしたとしても、その事実は揺らがない。

「そうですか」

　そう言うと、はるかは携帯電話を取り出し、カレンダーを確認した。

「クリスマスまで、あと一週間ですね」

「そうだな」

　街はあちらこちらでクリスマスムード一色。否いやが応でも、クリスマスの接近は意識させられる。

　はるかはぼくを見ると、いつも通り、偉そうな命令口調で言う。

「竜たつ弥や君には、クリスマスの日にホワイトツリーをわたしと一緒に一周してもらいます」

　脳の処理が劇的に遅くなり、すぐに言葉が出てこない。

「……え？」

　何とか、紡いだ言葉の続きを模索するが、出てきたのは悲鳴みたいな驚いた声だけだった。

「えぇぇぇ！」

「うるさいです」

　はるかは両手で耳を塞ふさぎ、僅わずかに眉まゆをひそめる。

　それは、つまりどういうことなんだ？

　え？　そういうことなの？　そういうことなのか？

　自分でも不思議になるくらい体温が上がり、汗が出てきた。鼓動は速まって、それに比例して呼吸も少しだけ速くなる。

「な、なんでいきなりそんなことを言い出すんだよ！」

　混乱して、思わず怒るような口調になってしまう。

「いきなりではありません。前から考えていたことです」

「前って、いつ頃ごろからだよ」

　今年の春、初めてはるかに出会って八か月くらいが過ぎた。二人で解決してきた事件もいくつかあった。その中で、はるかがぼくを……。

「十分くらい前です」

「最近すぎるだろ！　ほとんど思いつきに近いじゃないか」

「何をそんなに興奮しているんですか」

　はるかは平然とそう言うが、ぼくはどうしてはるかが何のためらいや恥じらいもなくそんな提案をしてくるのかが分からない。

「だって、それって、いや、お前さ……」

　ホワイトツリーのジンクスは、カップルの永遠の幸せを約束するものだ。カップルでもないぼくとはるかが行ったところで意味がないじゃないか。いや、もしかして、これはお付き合いをしてくださいというアピールなのか？

　そうなのか？

　そうだとでもいうのか？

　鼓動のスピードはどんどん上がり、まともにはるかを見られなくなって顔を下に向けた。

「それで、どうなんですか？」

　はるかは訝いぶかしげにぼくの顔を覗のぞき込んできた。

「どうって言われても……」

　そんなことをいきなり言われても困る。本当に困る。今まで、はるかをそんな風に意識したことなんてなかった。

「もう少し考えさせてくれないか？」

「そんなに嫌なんですか。まぁ、クリスマスまでまだ時間があるからいいですけど」

「嫌とかそういう問題じゃないだろ。落ち着いて考えたいんだ」

　そうだ。落ち着け。落ち着いて考えるんだ。

　はい、一度深呼吸。

　汗で湿った手も服の裾すそで拭ふき、冷静になれ。

　そもそも、これは何かの陰謀ではないのか？

　はるかがぼくと結ばれて幸せになることを望んで、ホワイトツリーを一周しようと言っているのか？　ぼくが今まで鈍感ではるかの気持ちに気づかなかったとでもいうのか？

　……あり得ない。

　そうだ！　そんなことは絶対にあり得ない！　　今までのはるかの行動から考えれば、そんなことは考えられないじゃないか！

　つまり、これは何かの策略だ。はるかは、他ほかに何かの目的があってぼくを誘っているに違いない。

　その時、部室のドアがノックされた。

「はい」

　返事をすると、ドアが開き、見たことのない中年の女性が部屋に入ってきた。眼鏡めがねをかけた小柄な女性で、はるかと同じように短い髪だった。

「直なお恵えおばさん」

　はるかが驚きの声を上げた。彼女にしては珍しい。

「この時間になら学校にいると思って来たのよ」

　直恵おばさんと呼ばれた女性は、早口に少し怒りを込めた口調で話す。

「もう時間がないのよ」

「分かっています。ここで話すこともないでしょう」

「それもそうね」

　はるかは深いため息をついて、ぼくに言う。

「申し訳ありませんが、用事ができましたので帰ります」

　はるかは立ち上がり、部室を出る前にちらりとこちらを見る。

「それじゃ、ちゃんと考えておいてください」

「ちょっと待って！　訊ききたいことが……」

　はるかはぼくを無視して教室から出ていった。

「おい！　何かを企たくらんでるだろ！」

　はるかの反応はない。取り逃がしてしまった。

「どうかしたの？」

　入れ替わりに教室に一人の女の子と、一つの拷ごう問もん器具が入ってくる。

「いえ、別に」

「それならいいけど……。竜たつ弥や君、顔赤いよ」

　その言葉の通り、ぼくの頬ほおは鉄板みたいに熱くなっていて、色もりんごみたいだった。

「な、何でもないです！　それより、幽実香ゆみかさんはどうしてケーキを持っているんですか？」

　教室に入ってきた少女、彼女は五百蔵いおろい幽実香。少しとぼけた顔をしているけど、大きな瞳ひとみに可愛かわいい鼻や口が並んだ顔は愛らしく、アイドル級の可愛さを持っている。長い髪も美しく、そのプロポーションは普通の高校生とは思えない破壊力だった。事実、彼女は普通の女子高生ではない。二つの意味で変わった女の子だった。

　第一に、彼女はアイドルの卵だった。デビューイベントまで決まっていた。だから、彼女の美しさがアイドル並みだというのは、ある意味で当たり前のことなのである。

「もうすぐ、クリスマスでしょ？　みんなでクリスマスパーティをしようと思って、ケーキをつくる練習してたの。でねでね、さっき砂糖と塩を間違えちゃって、全身に塩を浴びちゃってさ……」

　ほら、と幽実香さんは皿に載せたケーキを持ったままくるっと回った。背中の辺りが、半透明になってぼやけている。

「あやうく成仏するところだったよ。安い塩で助かった！」

　第二に、彼女は幽霊である。以上の二点で、彼女は普通の女子高生とは違う。

「塩の値段は関係あるんですか？　というか、気をつけてくださいよ！」

　幽実香さんは塩に触れると成仏してしまう。幽霊だから。

「大丈夫だって。それで、試作品のケーキを焼いてみたんだ」

　幽実香さんは教室の机にケーキを置いた。

　生クリームとイチゴでデコレーションされた一般的なケーキで、お店で売っているものと、見た目は大差がない。

「上う手まくつくりましたね」

　砂糖と塩を間違えた時点で、味に不安はあるものの、見た目はかなり上手くいっていると言っていいだろう。

「わたしも手伝ったからな」

　アイアンメイデン。かつて、ヨーロッパで考案された拷ごう問もん器具である。金属製の円柱の中に人を入れて閉じ込める。内部の壁面には無数の針がついており、中に入った人間を串くし刺ざしにするおぞましい道具。表面には人体を模したレリーフがあり、その不気味さを際立たせる。

　それが、目の前にある。そして、アイアンメイデンは底から足を生やし、自走していた。勿もち論ろん、アイアンメイデン自体に足が生えているわけではない。中に封印されている者の足だ。

　中身の名前は梶かじ原わら永と遠わ。この化ばけ物もの部ぶのメンバーであり、いつもはアイアンメイデンの中に隠れている恥ずかしがり屋の女の子だ。アイアンメイデンの中に入っていたほうがずっと恥ずかしいなんて無粋なことを言ってはいけない。彼女にとってこれが唯一の正解であり、何というか、これ以外にないのである。

「うん。永遠さんにも手伝ってもらったんだ。永遠さんって生クリームを泡立てるのが超速いんだよ」

「ああ、何となく分かります」

　永遠さんは人間ではない。恥ずかしいからアイアンメイデンの中に入るっていう発想も人間っぽくないけど、本来の意味で彼女は人間ではない。永と遠わさんは吸血鬼なのだ。だから、人間にはとても持ち上げられない金属塊のアイアンメイデンを身につけたまま移動するし、生クリームもあり得ない速度でかき混まぜるのだろう。



    

  
    
      



    

  
    
      　冷酷無慈悲の部長のはるか、幽霊の幽実香ゆみかさん、吸血鬼の永遠さん、そしてぼく。これが化ばけ物もの部ぶのフルメンバーだった。人間以外が二人と、人間らしい感情を感じさせない部長が一人。いかにも化物部という名にふさわしいじゃないか。

「どこで、ケーキをつくっていたんですか？」

「調理室だよ」

「旧校舎の調理室を勝手に使ったんですか？」

　幽実香さんは頷うなずいた。

「だって、他ほかに料理ができるところないもん」

　幽実香さんはこの旧校舎に住んでいる。料理をしようと思ったら、そこしかないか。

「あんまり好き勝手やりすぎると、そのうち本当にばれますよ……」

「大丈夫だって。わたし幽霊だから！」

「幽霊だから、ばれたらまずいんですよ……」

　幽実香さんは自分の置かれている立場とか、状況とかをよく分かっていないんだと思う。

「ねぇ、食べようよ！」

　幽実香さんは一緒に持ってきていた包丁で、机のケーキを切り分ける。

「本当に結構上う手まくつくれていますね」

　少し歪いびつな切り口から見える断面は、綺き麗れいな層になっている。

「えへへ」

　幽実香さんは紙皿にケーキを載せてフォークと一緒にくれた。先ほどの塩の話が脳裏をよぎり、口をつける前に匂においを嗅かいでしまう。

　……別に匂いにおかしいところはない。

「どうしたの？」

　幽実香さんがぼくの一挙手一投足を不安そうにじっと見ている。これはすぐに食べてみなくちゃいけない雰囲気だな。

「い、いや……。いただきます」

　ぼくは心を決めた。フォークでケーキを崩し、口に運ぶ。

　……ん。美お味いしい。

　思ったよりも美味しい。というか、普通にお店に置いてあってもおかしくないくらいのレベルだ。

「美味しいです」

　ぼくは素直にそう言った。そして、すぐに二口目をフォークで刺す。

「本当？」

「本当に美お味いしいです」

　ぼくの言葉を聞くと、幽実香ゆみかさんの表情がぱぁっと明るくなった。

「やったね」

　小さく飛び跳ねてガッツポーズをする幽実香さんを見ていると、自然にこちらまで笑顔になってくる。

「これで、クリスマスも安心だね」

「そうだな」

　アイアンメイデンの中から永と遠わさんが返事をする。クリスマスを祝う吸血鬼というのも変な話だが、そこら辺は変に突っ込むのは止やめておこう。

「それじゃ、わたしもいただきます」

　幽実香さんが永遠さんと自分の分も切り分ける。

「ところで、さっき部長が部室から出ていったけど、何かあったのかな？」

　幽実香さんに尋ねられ、ぼくは思わず俯うつむく。先ほどの言葉を思い出し、恥ずかしくなってきた。

「さ、さぁ……」

「そっかぁ」

「でも、今日はもう戻らないって言っていました」

「えー。じゃあ、今日の部活はお休み？」

　幽実香さんは残念そうに言うものの、別にはるかがいてもいなくても化ばけ物もの部ぶの活動の内容は変わらない。ぼく以外の部員は適当に部室でお喋しやべりをしたり本を読んだりするのが活動内容。そして、ぼくの仕事は部室で『符ふ』とよばれる対化け物用の武器をつくること。毎日そういうことの繰り返しだった。

　化物部の本来の活動は化け物の退治である。ぼくとはるかは退魔師という化け物を倒す仕事をしており、そのために必要な特殊な技術である術式を身につけている。だけど、そういつもいつも化け物が現れるわけじゃない。ぼく以外の他ほかの部員はダラダラするのが仕事なのだ。

「まぁ、はるかがいなくても、いつも通りぼくは仕事をするつもりですけど」

「そっかぁ。まぁ、わたしも他にすることないし、部室にいようかな。永遠さんはどうする？」

　ぼくと幽実香さんは同時に永遠さんの方を見る。

「ふふふふ」

　……誰だれか面白いこと言ったか？

「ふふふふ」

　何か様子がおかしい。

「ふふふふ」

　アイアンメイデンが振動している。そして、ケーキを食べるためにアイアンメイデンの穴から出された手でバンバンと机を叩たたいている。

「ど、どうかしたんですか？」

　ぼくはその異様な光景に動揺する。永と遠わさんが笑いながら震えているのだ。

「何かあったんですか？」

「分からないよ！」

　幽実香ゆみかさんも突然のことに驚いているらしく、ぼくたちはおどおどしながらその様子を見守るしかなかった。

「なんか……」

　アイアンメイデンの中から永遠さんが何か言う。

「なんか……？」

　ぼくと幽実香さんは固唾かたずをのんで言葉の続きを待つ。

「なんか、楽しい！」

　アイアンメイデンが開き、中から永遠さんが現れた。両手をグーにして、口を大きく開いて飛び出してきた。

　長い生糸のような美しい銀髪と、怪力に似つかわしくないスリムな体型。普段は雪みたいに白い肌をしているのだが、今は違う。

「永遠さん、どうしてそんなに顔を赤くして……」

　怒っているのか？　いや、彼女の表情は今まで見たことがないくらい全力の笑顔だ。

　恥ずかしがっているのか？　永遠さんは病的なほどに恥ずかしがり屋だ。だけど、それならばアイアンメイデンの中から出てくるのはおかしい。

「顔赤い？」

　永遠さんは自分で自分の頬ほおをさする。

「本当？　おっかひいなぁ」

　呂ろ律れつが回っていない。

「あ！」

　幽実香さんが口を大きく開いた。

「スポンジケーキにちょっとお酒入れたんだけど……」

　彼女は永遠さんを、まるで珍獣を見るような目でしばらく見つめ、小さく呟つぶやく。

「もしかして酔っぱらった？」

「いや、さすがにそんな少量のアルコールで酔うとは思えませんよ」

「でも、あの様子は……」

　幽実香ゆみかさんは永と遠わさんを指さす。永遠さんはアイアンメイデンの中から出てくると、椅い子すに座り、残ったケーキを食べ始めた。

「これ、おいひいねぇ。幽実香ぁ、もっとつくってぇ」

　これは明らかに酔っぱらいの反応だ。吸血鬼は酒に弱いのか？

「永遠さん、もしかして酔ってるんじゃないんですか？」

「酔う？　何に？　自分に？」

　これは完全に酔っている。

「お酒にです！　完全に酔ってますよ！」

「酔ってないよぉう」

「酔っぱらいはみんなそう言うんです！」

　しかし、ぼくの言葉を無視し、永遠さんは残ったホールケーキにまで手をつけ始めた。

「ちょっと、永遠さん。それ以上食べたら大変なことになりますよ」

　ぼくは既に大変なことになっている永遠さんを止めに入る。

「なんだ、竜たつ弥やぁ」

　そう言って、永遠さんがぼくの肩に手を回してきた。

「まぁ、そう言わずにお前も食べろ。ほれほれ」

　そう言って、永遠さんがフォークに刺したケーキの断片を口の前に持ってくる。



    

  
    
      



    

  
    
      「いや、ぼくはもういいですから」

「なんだとぉ」

　肩に回された手に力が込められる。

　やばい。

　脳が危険を察知する。

「わたしのケーキが食えないっていうのかぁ！」

　そう言うと、永と遠わさんはぼくを軽々持ちあげた。

「ちょ、ちょっと！　下ろしてください！」

　両手両足ともに地面についていないため、体は不安定だが、永遠さんはピクリともせずにぼくを支えている。

「食べる！　食べるから、下ろして！」

「なぁにぃ」

　永遠さんがぼくを睨にらむ。目が据わってるんですけど。

「わたしのケーキを奪う気か！」

　次の瞬間、世界が大きくうねった。ぼくの体は永遠さんの細い腕に投げ飛ばされ、天井と床と壁がぐるぐる回る世界に放ほうり出された。数秒間世界は回転し、ぼくはそのまま背中から壁に激突した。

　理不尽すぎる。

「なぁんてね。冗談、冗談。食べる？　食べるよね、ケーキ。ふひひ。なんでこんなに楽しいんだろう！」

　永遠さんはけたけた笑っている。ぼくは痛みでまともに息をすることすら辛つらいのに。

「幽実香ゆみかぁ、ケーキはもうないのぉ？」

「ひぃぃ」

　永遠さんは涙ぐんでいる幽実香さんに千鳥足で近づく。

「も、もうないよ！」

「それじゃあ、つくってよ。ねぇ、お願い☆」

　永遠さんは両手を合わせて、ウインクをする。どう見ても、いつもの永遠さんじゃない。

「でも、材料ももうないし」

　まるで、悪魔に追い詰められたヒロインのように、幽実香さんは今にも泣き出しそうな声を出して震えていた。

「ようし！　それなら永遠ちゃんが買ってきてしんぜよお！」

　そう言うと、一度しゃっくりをしてから永遠さんはアイアンメイデンを担いでふらふらと部室から出ていった。

「助かったぁ……」

　幽実香ゆみかさんは安あん堵どのため息を漏らす。ぼくは何度かせき込みながら立ち上がった。ああ、肺の辺りが痛い！

「ダメですよ！　あの状態の永と遠わさんを外に出したら大変なことになりますよ！」

　今の永遠さんは何をするか分からない。危険だ。危険すぎる！

「止めてきます！」

　ぼくは永遠さんを追って廊下に飛び出す。

　街中で永遠さんが暴れたら、怪け我が人にんが出るどころじゃすまないかもしれない！

「わっすれっものー♪」

　廊下を出ると、ぼくの目の前に迫ったのは、戻ってきた永遠さんが担いだアイアンメイデンの頭だった。

　自分で、自分の顔の一部が潰つぶれる音を聞いた。

　目の前が真っ暗になり、ぼくは倒れた。本当は倒れたのかどうかも、自分では知覚できていなかった。

　世界が暗くなり、やがて痛みもなくなっていった。

　

　

「たっちゃん」

　暗くら闇やみの中で声が聞こえる。

「ああ、こうやってスキンシップをとるのも久しぶりね」

　この声は聞き覚えがあるぞ。

「意識が戻ったら絶対に嫌がるし、今のうちに……へへへ」

　目を開けると、目の前に見知った顔があった。

「姉さん！」

　姉さんは万力のような力でぼくを締め上げて、もとい抱きしめていた。

「あ、目を覚ましたのね」

　姉さんはふくれっ面をすると、力を緩めてくれた。あのまま続けられていたら、肋ろつ骨こつが折れていたかもしれない。

　場所は自分の部屋だった。窓の外はもう暗い。

「えっと……」

　何からどう訊きいていいのか分からない。ぼくの身に何が起こったんだ。

「たっちゃんが学校で倒れて、病院に連れていかれたんだよ」

　姉さんはぼくの頭を撫なでながら言う。そこで、ぼくは自分の頭に包帯が巻かれ、鼻に巨大なガーゼが当てられていることに気づく。

「まぁ、特に後遺症とかもなさそうだっていうことで、意識不明のまま病院から拉ら致ちしてきたの」

「……それは、お医者さんの判断じゃなくて、姉さんの独断でしょ」

「だって、たっちゃんが入院したら、わたしが淋さびしいじゃない！」

　当たり前のように、とんでもないことを言う。

　姉さん、山やま伏ぶし椛もみじは美人だと思う。弟のぼくが言うのだから、それなりに信しん憑ぴよう性せいがあると思ってもらっていい。黙って大人おとなしくしていれば、良家のお嬢さんと思われてもおかしくない。その部分だけなら自慢の姉かもしれない。だけど、姉さんは変人だ。とても残念なことに変人なんだ。

「だって、意識不明のたっちゃんなら、抱きついたり、あんなことやこんなことをしても……ふふふ」

　姉さんは自分の妄想によだれを垂らしている。つまり、姉さんはこういう人なんだ。とても好意的に解釈すれば弟思いのお姉さん。普通に考えれば病的なブラコンだ。

「早めに意識が回復してよかったよ」

　どうやら、永と遠わさんの出会いがしらの攻撃にノックアウトされたぼくは、病院に運び込まれたらしい。多分、幽実香ゆみかさんが病院に連絡してくれたんだろう。

「でも、どうしていきなり顔に大けがをしたの？」

「えっと……転んだんだよ」

「そう」

　姉さんは少し残念そうな顔をした。

「どうかした？」

「もしかしたら喧けん嘩かとかなのかなって」

「いやいや、ぼくは喧嘩なんかしないよ」

「そっか。そうだよね。たっちゃんは優しいもんね」

　姉さんは微笑ほほえむ。

「もし喧嘩だったら、たっちゃんをこんなにした奴やつを、滅め茶ちや苦く茶ちやに壊さなくちゃいけないところだったね」

　笑顔だから怖い。本気で言っているから、もっと怖い。

「あ、そうだ！」

　姉さんが指を一本立てた。

「今度のクリスマス、一緒にホワイトツリーに行こうよ」

　ホワイトツリー。

　はるかの顔が浮かんだ。

「ん？　どうかした？」

「いや、何でもないよ」

　頭を振ってはるかの姿を頭から追い出す。

「たっちゃんも高校生になったし、一緒にホワイトツリーでクリスマスを過ごすのもいいかなぁって」

　姉さんはぼくの目を見ずに言う。

「姉さん、ホワイトツリーの噂うわさは迷信だよ。しかも、姉弟で行くところじゃないでしょ」

「迷信でもいいじゃない！　わたしたちの姉弟愛を庇ひ護ごしてくれるのが迷信だったとしても、わたしは一向に構わない。邪魔するものは全部爆砕してやるんだから」

「それだけの火力があれば迷信の庇護なんかいらないじゃん……」

「それはそれ。気持ちの問題よ。で、たっちゃんはクリスマスに用事なんかないわよね？」

　これは、つまり用事があっても姉さんを優先せよとの脅迫だ。

　はるかがぼくを睨にらむ様子が浮かんだ。

　どうする？　どちらが先に話をもちかけてきたか、と問われればはるかが先だ。だけど、はるかに一緒に行くと返事をしたわけではない。はるかの性格を考えれば、間違いなく何かを企たくらんでいるはるかと一緒に行くよりも、姉さんと一緒のほうがまだいい気がする。

　はるかの約束は断ろう。あいつの話は怪しい。

「いいよ。別に用事もないし」

　ここではるかの話を出したら、姉さんを選択したにも拘かかわらず、無用ないざこざが起こる危険もある。

「ホント？　やった！」

　姉さんは再びぼくに抱きついた。

「わたしが一生幸せにするからね！」

「痛い、痛い！」

　素敵な旦だん那なさまがいて、ぼくは本当に幸せだよ。

　

　

　顔面アイアンメイデン直撃事件の翌日、ぼくはミイラ男みたいな顔で登校した。クラスでは皆に顔のことを訊きかれたけど、とりあえず姉さんに話したのと同じ理由、階段からの落下を公式の言い訳にすることにしておいた。

「ひどい顔だな」

　そう言って、ぼくに近づいてきたのは片かた山やま庄しよう司じだった。甘いマスクの優男で、悪いやつじゃないんだけど、ぼくに近づいてくるのはいつも不純な目的という人間の罪深さを体現したような男だった。

「ああ、階段から落ちたんだ」

　今はまだ朝礼前の時間。ざわつくクラスの中で、庄司はぼくの前の席に座った。

「相変わらずだな、竜たつ弥やは。おっちょこちょいというか、注意散漫というか」

「うるさい」

「ところで」

　庄しよう司じはぼくの目を真まっ直すぐ見る。

「な、何だよ」

　こいつがこんな真面目まじめな顔をすることは珍しい。

「クリスマスの日、暇か？」

「は？」

　庄司は顔をぐっとこちらに近づける。ぼくは身を引いて、庄司から離れる。

「なぜ逃げる！」

「気持ち悪いからだ、バカ」

「安心しろ、別にキスをしようとしているわけじゃない」

「そんなつもりがあったら、ぼくはお前の半径二〇〇メートルには近づかないようにするよ」

「それで、クリスマスは暇なのか？」

　まさか、こいつまでホワイトツリーの話をするつもりなのか？

「いや、暇じゃないよ」

「何！　お前、まさか……」

　ぼくだって高校生だ。クリスマスに用事があるといえば、恋人と過ごすと想像されてしまっても仕方ない。まさか、姉さんと一緒にデートするとは思うまい。

　弱ったなぁ。変な噂うわさを流されたらどうしよう。

「椛もみじさんと過ごすつもりか！」

「悔しいがまさかの大正解だ。よく分かったな」

「お前に彼女ができるわけがないからな。お前と一緒にいてくれるのは椛さんくらいだろ」

　何だか、悔しい。大筋で合っているところが更に悔しい。

「一応言っておくけど、ぼくだって姉さんじゃない人にクリスマスに一緒にホワイトツリーに行ってくれって言われたんだからな」

　はるかのことだ。あいつはきっと恋愛とは全まつたく無縁の理由からぼくを誘ったのだろうが、別に嘘うそを言っているわけじゃない。

「母親か？　おばあちゃんか？」

「真っ先に親類を疑うのを止やめてもらおうか」

　庄司は顎あごを指で撫なでながら、難しい顔で頭をひねる。

「それじゃあ、どこの園の子だ？　何組さんだ？　どこでハントした？」

「人を幼女ハンター扱いするな！　高校生だよ、高校生！　同い年だ」

　そこで、庄しよう司じははっとした顔をする。

「なるほど、俺おれか！」

　は？

「確かに俺は竜たつ弥やを誘ったな。なかなか面白いトンチ問題だな、それ」

「どうして、純粋に言葉のままに受け取らないんだ……」

　庄司はじっとぼくを見ている。

「本当なのか？」

「本当だよ」

　ぼくははるかみたいに腕を組み、ちょっと自慢げに言う。

「お前」

　庄司は不審そうにぼくを見る。

「それなのに、椛もみじさんと一緒に過ごすのか？」

　鋭い。確かにそれは不自然だ。完全にぼくがシスコンみたいだ。

「いや、えっと、ほら、その女の子とは付き合うつもりとかはないし、変に勘違いをされるよりは姉さんと……」

　必死に言い訳をするが、庄司の表情は疑念に満ちている。

「山やま伏ぶし君」

　そこで、クラスの人がぼくに声をかける。

「廊下で荒あら瀬せさんが待ってるよ。話があるんだって」

　廊下にははるかが立っていた。

「おい、もしかして荒瀬はるかなのか？」

　庄司はぼくの動揺を感じ取ったのか、はるかを指さして言う。

「そういえば、確かマジカルスクエアに行った時も一緒にいたよな」

「そ、そうだっけ？」

「そうだ。お前たち、付き合ってるんだったな。でも、荒瀬とはクリスマスに一緒にいないで、椛さんと一緒にいるのか？　どういうことなんだ？」

「とにかく、ぼくはそういうことに決めたんだ！　だから、クリスマスは暇じゃない！」

　これ以上突っ込まれても話がややこしくなるだけだ。ぼくは立ち上がると、庄司から逃げるように廊下に出た。

「何かあったのか？」

　廊下に出ると、腕を組んで待っていたはるかに尋ねた。

「昨日の事件のこと、聞いていますか？」

「昨日の事件？」

　どきっとするが、はるかは自分の発言について言っているわけではないらしい。

　ぼくが病院送りにされた以外に、何か事件があったのか？

「知らないんですね」

　はるかはため息をつく。

「何があったんだ？」

「人間がいきなり意識不明になる事件」

　そこで、はるかは一度間を置く。

「聞き覚えがありますよね」

　本当は忘れたいような事件だ。死にそうな目に遭っている。

「ああ、何回かね」

　今年の春、ぼくは人間がいきなり意識不明になって倒れるという事件を解決した。その犯人は人間の魂を集める化け物だった。そして夏、同じように人間の魂を集める化け物を倒した。

「同じような事件が、再びこの界かい隈わいで発生しています」

　記憶がフラッシュバックし、体が強こわ張ばる。

「術式を使う化け物が犯人ってわけじゃないだろ？」

　以前の事件では、術式を使う化け物が犯人だった。化け物が術式を使うなんていうことは、普通ならば絶対にあり得ない。しかし、そんなあり得ないことが起こったのが前回の事件だった。

「分かりません。しかし、今までの事件と似たような点が多いのです」

　はるかはそう言うが、同じような事件が何度も起こってもらっては困る。というよりも、一連の事件は異常中の異常事態。現実にはあり得ない事件なのだ。

「術式を使う化け物が何匹もいてたまるかよ」

「確かに、可能性は極めて低いでしょう。でも、霊れい子し濃度を計測したところ、どうやら化け物が事件に関連しているという可能性が高いという結論を得ました」

　人がいきなり意識を失う。化け物が関係している。

　確かに嫌な予感がする。

「それで、どうするんだ？」

「わたしたちは退魔師ですから、やるべきことは決まっています」

　それもそうだ。人々の安全が脅かされているところを、手をこまねいて見ているのが退魔師の仕事じゃない。

「それじゃあ、化け物探しをしなくちゃな」

「主に竜たつ弥や君が」

「何でだよ！」

　はるかは基本的に自分で働くことをしない。今の発言は冗談じゃなくて、本気だ。

「あと」

　ここではっきりと言っておかなくちゃ。

「クリスマスのホワイトツリーの話なんだけど」

「集合時間はまた伝えます」

「いや、実は行けないんだ」

　はるかは目を細める。

「一応、夕方の五時ごろにしようと思っています」

「いや、だから行けないんだって！」

　押し通されるわけにはいかない。

「どうしてですか？」

　ここで遠慮して言葉を濁せば、はるかは引き下がらない。はっきりと、はるかの誘いを断る理由を言ってやろう。

「だって、どうせはるかのことだから、何かぼくを利用して悪いことをしようとしているんだろ？」

「悪いこと？」

　はるかは僅わずかに目を丸くする。

「わたしは悪いことはしませんよ」

「嘘うそつけ」

「あまりしません」

「消極的に訂正をするな」

　はるかは一歩ぼくに近寄る。

「な、何だよ」

「どうせ、クリスマスも暇なんじゃないんですか？」

「そ、そんなことないぞ」

「一緒にいる人だって、椛もみじさん以外いないですよね」

　図星だ。庄しよう司じといい、はるかといい、どうしてぼくはこんなにも簡単に見破られてしまうんだろう……。

「姉弟愛は素晴らしいですが、高校生にもなってクリスマスはお姉ちゃんと過ごしました、ではちょっと悲しくないですか？　それとも、そんな感覚ももう既に死んでしまっているんですか？」

「そんな風に言わなくても……」

　はるかは冷たい目をしながらこっちに近づいてくる。

「健全な高校生とは思えない発想と行動ですよ。そんなにお姉さんが好きですか。お姉さんが好きなのは、向こうが竜たつ弥や君を受け止めてくれるからであって、本当はただ他ほかの人と接するのが怖いだけなんじゃないんですか？　臆おく病びよう者ものもここまでくるとギネス級ですね。そうやって、永遠に人から離れて、優しいお姉さんとべったりくっついているつもりですか？　でも、いつかお姉さんだって……」

「もう分かったから！　もうそれ以上言わないでくれ！」

「嫌です。竜たつ弥や君がノイローゼになって社会復帰できなくなるまで言い続けます」

　こいつ、どれだけ攻撃の手を緩めないつもりなんだ。

「言っておきますが、本気ですよ」

　それは分かる。はるかとの付き合いの中で、こいつが本来なら許されないようなことを躊躇ためらいなく実行しているのを何度となく見てきた。とくに、こいつはぼくに対して容赦がない。

「分かった！　はるかが何を企たくらんでいるか教えてくれ。そうしたら、一度考え直すようにするよ」

　はるかはじっとこちらを睨にらむ。明らかに不満を持っているのだろう。表情は変わらないけど、無言の訴えは伝わってきた。

「それくらいの権利はぼくにだってあるだろ。別にお前は……」

　ぼくを好きなわけじゃないんだろ？

　そう言う前にチャイムが鳴った。

「授業後に部室で話します」

　そう言って、はるかはすたすたと廊下を歩いていった。

　本当に困ったお嬢さんだ。朝から執しつ拗ような精神攻撃を受け、一気に疲れてしまった。

　教室に戻ると、窓際に人垣ができていた。窓際に集まっているのは女の子たちばかりで、彼女たちは窓から身を乗り出すようにして、何か騒いでいる。

「どうしたんだ？」

　ぼくは既に自分の本来の席に戻っていた庄しよう司じに尋ねる。

「有名人がいるらしいぞ」

「有名人？　どこに？」

「校門のところだってさ」

　ぼくは人垣の中を分け入る。遠くに、黒い和装の男性が見えた。

「あれって本物？」

「すっごい！　本物の傅でん法ぽう谷や成なる彦ひこじゃん！」

　傅法谷成彦？　その名前は聞いたことがある。

「かっこよすぎる霊媒師ってやつでしょ？」

「そうそう。何で、こんなところにいるんだろう」

　周りの女の子の話で、完全に記憶がよみがえった。最近、テレビ番組によく登場する、俳優さんみたいにかっこいい男の人だ。霊と会話することが可能で、その能力を駆使して事件の解決をしている、とテレビでは紹介されていた。

　毎日のように幽実香ゆみかさんと会話をしているぼくがいうのもアレだけど、傅でん法ぽう谷やは胡う散さん臭くさい。だって、普通に考えれば幽霊と会話なんてできるわけがないし、仮に傅法谷が退魔師で、本当に霊との接点があったとしたら、化け物の存在を世間に公表するのはタブーのはず。それを守っていない時点で、かなり怪しいのだ。

　遠くの傅法谷は校内を何度か見回すと、黒塗りの車に戻って学校から離れていった。

　何しに来たんだ？

「おい！　早く元気に席に戻るんだ！」

　教室に元げん気き先生が入ってくる。

「朝から元気に始めるぞ！」

　元気先生の、無駄に元気な朝礼が始まった。

　

　お前はぼくのことが好きじゃないんだろ？

　自分が言いかけた言葉を、ぼくは授業中に何度も思い出した。

　もしも、あの問いをちゃんと発していたら、はるかは何と答えていただろう。

　はるかの顔を想像する。いつも見ている、人造物みたいに無機質な、表情のない顔。

　想像の中で、彼女はぼくにむかって口を開く。

　その言葉は？

　嫌いだと答えるか。ありそうだな。何を勘違いしているんですか。わたしは他ほかの目的のために竜たつ弥や君を利用しようとしているだけですよ。そうに決まっているじゃないですか。冗談も休み休み言ってもらわないと、竜弥君の精神異常が疑われますよ。

　腕組みをして、冷たく見下ろすようにするはるか。その姿がありありと目に浮かぶ。

　これがものすごく自然なイメージだ。ぼくは普段、あいつにどれだけひどく言われているんだろう……。

　でも、本当にあいつがぼくのことを好きだとしたら……。

　はるかが頬ほおを染め、小さく呟つぶやくように……。

　好きです。

　いや、そんなことは絶対にない！　もし仮に、奴やつが口では好きだと言ったとしても、それはぼくを惑わすための虚言だろう。はるかがぼくに思いを寄せているなんて絶対にあり得ない。

　あり得ない。考えられない。

　想像の中の荒あら瀬せはるかを掻かき消す。

　恥ずかしそうに自分の思いを伝える？　あのはるかが？



    

  
    
      



    

  
    
      　そんなことは万に一つも、億に一つも、兆に一つもあり得ない！

　ああ、ぼくは何を考えているんだ！

「山やま伏ぶし」

　数学の授業をしていた教師がぼくをいきなり指名する。

「は、はひ！」

　思わず変な返事をしてしまい、周りがくすくすと笑う。

「この問題はどうやって解くんだ？」

　いきなりのことで頭が回らない。

「分かりません」

「はぁ？　お前は何を考えとるんだ！」

「……分かりません」

　ぼくは素直に答えるしかなかった。

　

　

　化ばけ物もの部ぶはいつもと明らかに違っていた。

　そのあまりの異常っぷりに、ぼくは一度あけた部室のドアを閉めてしまったほどだ。

「気にするな、入ってこい」

　中の声に従い、ぼくは部室に入る。

　授業後、ぼくはいつも通り部室にやってきた。部室には永と遠わさんがいた。いや、永遠さんらしきものといった方がいいかもしれない。その声が永遠さんのものでなければ、彼女だとは気づかなかっただろう。

「失礼します」

　ぼくはおどおどと教室に入った。

　教室の女の子はお化けの仮装をしていた。

「えっと……どうしてシーツをかぶっているんですか？」

　これは訊きかないほうが不自然だ。変に気を使っていると思われる方が辛つらいだろう。

　机の前には白いシーツの塊。こんなドッキリは今まで一度もなかったぞ。

「なくなったんだ」

　シーツの中から永遠さんの声が聞こえてくる。

「へ？」

「アイアンメイデンがなくなったんだ！」

　シーツから手が現れ、机を叩たたく。

「え、だって昨日は……」

　確かにアイアンメイデンを持っていた。ぼくはその凶器によって顔面を破壊されたのだ。

「昨日の記憶がないんだよ。ケーキを食べたことまでは覚えているんだが……気づいたら夜中で、河川敷にアイアンメイデンを脱いだ状態で寝転がっていたんだ」

　酔っぱらいがものをなくすことはよくあることだが、まさかアイアンメイデンをなくすなんてあり得るのか。

「周りはかなり探したんだが全まつたく見つからず……」

「でも、あれだけ目立つし大きいものですから、きっと見つかりますよ」

「ネコババされたらどうしよう……」

　それはないだろ。

　シーツの中から消え入りそうな声が漏れる。かなり意気消沈している。

「アイアンメイデンを欲しがっていた人が拾って、自分のものにしたんじゃないのだろうか……。あんなのどこにも売ってないし」

「確かに、あれはどこにも売っていませんけど、アイアンメイデンを欲しがっている人なんか、そうそういませんよ。ましてや、あんなに重いものを簡単には運べませんから、きっと永遠さんが置いた場所にまだありますよ」

　シーツがごそっと動く。隙すき間まから、涙目の永遠さんが見えた。

「本当にそう思うか？」

　潤んだ目で見つめられ、ちょっとドキッとする。

「は、はい」

「……もし、見つからなかったら首を引きちぎるからな」

　潤んだ目で睨にらみながら言われ、かなりドキッとする。

「永と遠わさんが言うととてもリアルなので、冗談でもそんなこと言わないでください」

「大丈夫だ。冗談じゃない」

　大丈夫じゃなくなった。

　これを機に、アイアンメイデンを卒業すればいいんじゃないかな。本人の前では口が裂けてもそんなことは言えないが、シーツの中でもじもじしている永遠さんを見ながらそう思った。

「もともと、あのアイアンメイデンはどうやって手に入れたんですか？」

「あれは部長が用意してくれたものだ」

「へぇ。そうなんですか」

　それは意外だ。

「ああ。あれのお陰で、わたしは自分の姿を隠しながら安全に動くことができるようになった。部長はわたしにとっては恩人でもあるんだ」

　そんなことがあったのか。

「それじゃあ、最悪の場合、はるかに頼んでもう一度用意してもらうしかないですね」

「そうか……。だが、もう一度用意することなんかできるんだろうか」

　その時、部室のドアが開いた。

「こんにちは」

　はるかだ。

「ちょうどいいところに来た」

　ぼくと永遠さんは同時にはるかを見た。

「わたしに何か用ですね」

　そう言いながら、はるかはぼくとシーツの中の永遠さんを見て数秒黙り、言葉を続けた。

「さては、昨日お酒に酔ってアイアンメイデンをどこかになくしてしまい、見つからないから新しいアイアンメイデンをわたしに用意させる気ですね」

「絶対にどこかで話を聞いていただろ！」

　教室に入ってきた瞬間にいきなり全すべてを理解しやがった。

「本当にそうなんですか？　永遠さんがアイアンメイデンの中に入っていなかったので、まさかと思って言ってみたのに。わたしの勘も捨てたものじゃないですね」

　本当かよ。

「そこまで分かっているなら話は早い。勿もち論ろんまだ探すが、もしも見つからなかったら……頼むことはできないか？」

　はるかは腕を組む。

「あれはそう簡単に用意できるものじゃないんですけど」

「そうかもしれないが、何とかできないだろうか？」

　シーツの中で懇こん願がんする永と遠わさんをじっと見つめ、はるかは指を一本立てた。

「条件が一つあります」

　永遠さんがシーツの中から顔を出した。彼女は目を輝かせ、嬉うれしそうに首を伸ばす。

「感謝する！　条件とは何だ？」

　はるかはちらりとぼくを見た。

「竜たつ弥や君がわたしとクリスマスの日にホワイトツリーへ行くことです」

「は？」

　どうして、そこでぼくが出てくるんだ。

「そんなことでいいのか？」

　永遠さんの笑顔が更に輝く。

「ちょ、ちょっと！　ぼくは関係ないだろ」

「わたしがどんな条件を出すかは、わたしの自由です」

「いや、そうかもしれないけど、どうしてぼくを巻き込むんだよ」

「竜弥！」

　永遠さんは立ち上がり、ぼくの両肩を強く握る。小さな手だが、その握力の強さから、彼女の本気が伝わってくる。

「部長と一緒にホワイトツリーへ行け！」

「何でそうなるんですか！」

「どうせクリスマスの日は暇だろ！」

「決めつけないでくださいよ！　何で、みんなぼくに予定がないと思っているんですか！」

「じゃあ、予定があるのか？」

「……一応は」

「すぐキャンセルだ！　わたしのアイアンメイデンがかかっているんだ！」

　そう言って、永遠さんはぼくの体を激しく前後に揺する。

「いやぁ、心強い味方ができました」

　そう言って、はるかは他人事のように脳みそを揺すられているぼくを見ている。

「分かりました。分かりましたから、止やめてくださいぃぃ！」

「分かったということは、行くということだな」

　華やかな笑顔で永遠さんが動きを止めた。

「頭がくらくらする」

　揺れは止まったのに、世界はまだ揺れている気がするよ……。

「はるか、確認だ。今日の朝に言っていたことだが、一体お前は何を企たくらんでいるんだ？　それがはっきりして、ぼくが納得できる理由だったら一緒に行くよ」

「企む、というと聞こえが悪いですね。わたしの清純なイメージからかけ離れています」

「いつから清純派になったんだ。企みとか、陰謀とか、権けん謀ぼう術じゆつ数すうとか、お前にはかなり似合っているだろ」

「心外です。そういうのはわたしが最も苦手とする部類のものです。人生、ストレートが一番です」

　こいつは本当に平気な顔をして嘘うそをつくから危険だ。今も淡々と真面目まじめな顔をして話しているが、その口からは一つも真実が出ていない。

「それじゃあ、ストレートにぼくを誘った理由を教えてくれ」

「単純なことですよ」

　はるかはいつも座っている椅い子すに腰かけた。

「竜たつ弥や君には、わたしの婚約者になってほしいんです」



    

  
    
      
第二章　霊媒師





「わたしの叔母というのが、少し厄介な人なんです」

　ぼくと永と遠わさんは、はるかの向かい側に座り、彼女の顔をじっと見ている。

　婚約者になってほしい。その衝撃的な発言の真意がはるかの口から語られ始める。

「わたしの両親が既に他界していることは知っていると思いますが、やたらとわたしの世話を焼こうとする親しん戚せきがいるんです。それが父の姉の直なお恵えおばさんです。竜弥君は一度見たことがあると思いますよ。昨日、部室に来ていた人です」

「ああ、あの人か」

　世話好きの親戚といっても、はるかの状況から考えれば、親戚の人が心配するのも無理はないだろう。

「直恵おばさんもわたしたちと同じ退魔師を生業なりわいとしている人です。退魔師としてあまり成功しているとは言えない方なんですが、問題は彼女の性格です」

「どんな性格なんだ？」

　はるかはため息交じりに言葉を吐き出す。いつもの嫌味を含んだわざとらしさはなく、本当に辟へき易えきしている様子だ。

「非常に心配性なんです」

「心配性？」

　ぼくは姉さんの顔を思い浮かべる。彼女はぼくに対してはかなりの心配をしてくれているが、あれは病的、しかも末期の重症患者並みの心配っぷりだ。いくらなんでも、あそこまではひどくないだろう。

「米とかを家に送ってくるのか？」

　永と遠わさんが尋ねる。貧乏学生みたいだな。

「違います。直なお恵えおばさんはわたし個人を心配しているというよりも、荒あら瀬せ家の心配をしているといった方が正確ですね」

　はるかは僅わずかに顔をしかめる。長く付き合っていなければ、絶対に読みとれないほどの小さな変化だった。

「直恵おばさんは、わたしを優秀な退魔師と結婚をさせて、退魔師として一族を繁栄させたいと考えているようなのです」

「一族を栄えさせる、か」

　名門の一族。天才以外許されない家系。ぼくの家、山やま伏ぶし家はそういう一族だ。

　落ちこぼれのぼくは、その中で押しつぶされそうなプレッシャーと、背負いきれないほどの責任感と戦ってきた。

「どうしたんですか？　そんな難しい顔をして」

　はるかがぼくの顔を覗のぞき込むようにして見る。

「いや、一族の繁栄とか、そういうのってみんな考えるものなんだなって思ってさ」

「退魔師の能力である、術式を使う力は遺伝します。必然的に、退魔師というものは一族で仕事が引き継がれていくものとなります。そういった意味では、他ほかの世界よりも一族という概念は色濃いかもしれませんね」

「そうだな」

　優秀でなければならない出自。その言葉の重さを、ぼくはよく知っている。

「そこで、直恵おばさんは優秀な退魔師を連れてきた。その人とわたしを結婚させようというのです」

「なるほど。親切なおばさんだな」

　永遠さんは大きく頷うなずいた。

「いやいや、何を言っているんですか、永遠さん！　ぼくたちはまだ高校生ですよ！　結婚なんてまだ早いですよ！」

「だが、日本の法律だと、女性は一六で結婚できるんだろ？　部長はもうその年齢だろ」

「いや、そうかもしれませんけど……」

　法律の問題とぼくの感覚は違う。

「それに、ちょっと前まではそれくらい普通だったぞ」

「永と遠わさんの感覚で言わないでください！」

　当たり前のことのように永遠さんは言うが、彼女は二〇〇歳を超える吸血鬼。この人の言うちょっと前は、教科書で勉強しなかったら想像もできないような大昔である可能性がある。

「直なお恵えおばさんは永遠さんと同じ感覚ですね。結婚できるなら早めに結婚した方がいいと考えているようです」

「でも、はるかはまだ高校生だろ」

　どう考えても結婚は早い。

「まぁ、今の時代の感覚ではそうでしょうね。でも、直恵おばさんは高校生が新妻をする、ドラマ、映画、小説、漫画、アダルトビデオ、そういうものをことごとく送りつけてきて、それが普通のことであると洗脳しようとしています」

「アダルトビデオまで送りつけてくるのか……。どんな親しん戚せきのおばさんだよ」

　その教育が成功すれば、ものすごく歪ゆがんだ価値観の大人おとなになりそうだ。

「はるかはその許嫁いいなずけと会ったことはあるのか？」

「お互いに顔と名前は知っていますが、実際に会ったことはありません」

　お見合い写真のようなものでも見たのだろうか。

「話を戻すぞ」

　はるかの置かれている状況は理解したが、まだ重要な部分が把握できていない。

「それでどうしてぼくが婚約者にならなくちゃいけないんだ？」

「別に本当に竜たつ弥や君がわたしと婚約する必要はありません」

「そりゃそうだ」

　口ではそう言いながらも、心にできた小さな空洞を風が抜けた。

「ただ、直恵おばさんがわたしに婚約者を紹介するのを諦あきらめるように、ちゃちゃっと婚約者のふりをして、ぱぱっとおばさんに知らしめてほしいんです」

　腕を組み、無表情のまま、お使いを頼むような気軽さで言うが、かなり無む茶ちやなことを言っているぞ。

「そんなの、はるかが直接おばさんに言えばいいだろ。嘘うそなんかつかなくたって、今はまだ結婚したくないって言えよ」

　そこではるかは僅わずかに俯うつむき、重いため息をついた。はるかのそんな様子は初めて見た。

「そんなことはもうすでに何万回も言いました」

「大げさな……」

「いえ、本当です。三万を超えたところで、あまりにも不毛なのでカウントを止やめました。それくらいずっと言い続けているのですが、まったく相手にされません」

　はるかも強情だが、叔母さんもかなりの強者らしい。

「竜たつ弥や君は落ちこぼれの恥さらしとはいえ、仮にも名門山やま伏ぶし家の人間。竜弥君がわたしの婚約者のふりをしてくれれば、直なお恵えおばさんも引きさがってくれると思います」

　はるかはぼくをじっと見つめる。隣に座る永と遠わさんもぼくをじっと見ていた。

「それで、どうしてホワイトツリーなんだ？」

「実は、このままいくと、強引にわたしは許嫁いいなずけとホワイトツリーに連行されそうなのです」

「連行って……」

「ですから、ホワイトツリーへは他ほかの人と行く、と言ってしまいました」

「言っちゃったのかよ！」

「おばさんは疑り深いですから、わたしが本当に誰だれかと一緒に行くかを調査するでしょうし、もしも嘘うそだとばれれば更に攻勢を強めてくると考えられます」

　はるかも無む茶ちやをする。つまり、誰か変わり身の人がいなければ、嘘が発覚して、はるかが更に窮地に立たされるということか。

「ですから、わたしはホワイトツリーに行かなければならない。しかも、男の人と一緒に。あの強情なおばさんを納得させるには、名門の息子が婚約者を演じてわたしとホワイトツリーへ行く以外に他に方法はありません」

　はるかは断言する。こいつがここまで言うのだから、きっと本当に他の手は全すべて封じられているのだろう。

　今の話が本当ならば、はるかは本当に困っているようだ。そういうことなら助けてあげなくもないが……。

「お願いできませんか」

　はるかが上目遣いでぼくを見る。

　怪しい。

　何が怪しいと、明確な根拠があるわけじゃない。だけど、今までのはるかとの付き合いの中で培つちかってきた勘の鋭さが、この女の心の底には何か闇やみがあると言っている。

「ほら、部長がこう言っているんだ。一緒にホワイトツリーに行ってやれ！　な！　な！　男なら早く決断しろ！　な！　な！」

「そうですね……」

　多分、はるかが困っているのは本当だろう。それに、今朝はるかに言われた通り、姉さんとホワイトツリーに行くというのは確かに恥ずかしい。

「な！　な！　な！」

　永遠さんが鬱うつ陶とうしい……。

　まぁ、どんな裏があるか分からないがここは人助けをするか。

「分かった。でも、姉さんと約束しているのは本当だから、姉さんも一緒に来るかもしれないけど……大丈夫か？」

「それは困りますね。あのお姉さんだと色々と面倒なことが起こりそうな気がしますね」

　それは間違いないだろう。

「だけど、姉さんともう約束しているんだけど」

「まぁ、それならわたしは構いませんが」

　はるかは顎あごの辺りをこする。

「椛もみじさんには事情を話しておいてくださいね。恐らく、何も知らずにわたしと竜たつ弥や君が一緒にいるところを見られたら、大惨事になりますから」

「分かってるよ。その様子が本当にありありと想像できるからな」

　そんな場面を見られたら、ホワイトツリーの広場が剣林弾雨の戦場になってしまう。

「よし！」

　そう言って、永と遠わさんが元気に立ち上がった。肌は僅わずかに上気し、興奮していることが分かる。

「これで話は決まったな！　部長、新しいアイアンメイデンの用意を頼む！」

「はいはい。でも、あれは実はフルオーダーメイドのものなので、制作に一か月ほどかかりますよ」

　はるかはあっさりと言ったが、その言葉を聞いた永遠さんは一気に顔を真っ青にした。

「一か月だと？」

「はい」

「前はそんなにかからなかったじゃないか！」

「前は用意しておいたんです。永遠さんと初めて会った時から、そういうものがいつか必要になるだろう、と思って準備しておいたんです」

「そうなのか……。一か月か……それは……」

　永遠さんはぶつぶつと小さな声で何かを呟つぶやいている。

「いくら永遠さんがわがままを言っても、これ以上は早くなりませんよ」

「そうなのか……」

　天国から地獄へ。永遠さんはがっくりと肩を落としている。

「一か月も裸で過ごさなくちゃいけないのか」

　永遠さんにとって、人間が着ている布の服ごときでは心休まらないらしい。

「こんちはー」

　部室のドアが勢いよく開けられた。

「ケーキつくってきましたよ！」

　中に入ってきたのは幽実香ゆみかさんだった。彼女は今日も皿に何かを載せている。

「またつくったんですか？」

　はるかは片かた眉まゆを上げる。

「うん。こんどはお酒なしで！　一人でつくったんだ」

　幽実香ゆみかさんはにこにこと笑いながら言う。

　皿には真っ黒いべっとりとしたものが載せられていた。

「……これは？」

「ケーキだよ♪」

　幽実香さんは相変わらずにこにこしている。

　残念ながら、タールの塊にしか見えない。

　昨日は永と遠わさんと一緒につくったから、ちゃんとケーキと分かるものだったが、今目の前にあるものは明らかに違う。

「さ。食べてみて」

　幽実香さんは黒いドロドロしたものにナイフを入れる。中から何かガスが漏れる音がして、それは切り分けられた。中も真っ黒で、心なしか部分的に触手のように動いている気がする。

「ゆ、幽実香さんは味見してみたんですよね」

　ぼくは恐ろしくなって尋ねてみる。幽実香さんは口元に指を当て、微笑ほほえみながら小首を傾かしげる。

「してないよ？」

「まず自分で食べてみてくださいよ！」

　何で、当たり前のことみたいに言うんだ。

「だって、わたしって味音痴だからさ。ちゃんと美お味いしさが分かる人がいいかなと思って」

　つまり、ぼくたちを実験動物に使う、ということか。

　幽実香さんは、食べて、ともう一度催促した。

　震える手で黒い物体の断片の載った小皿を手に取り、鼻を近づける。

　この匂においをどこかで嗅かいだことがある。

　それは小さな頃ころの記憶。ドブ川で捕まえてきたザリガニが死んでしまったあの時……。これはあの時の匂いだ！

「これは食べ物じゃありません！」

　ぼくが思わず叫ぶと、幽実香さんは目を丸くし、すぐに瞳ひとみを潤ませ始めた。

「ひ、ひどいぃ」

　幽実香さんは唇を震わせ、顔を真っ赤にする。目からは涙がこぼれ、大きな口を開けて泣き始めた。

「せっかくみんなに食べてもらおうと一生懸命つくったのにぃぃ」

「いや、でも」

　慌てるぼくの背中に冷たい言葉が突き刺さる。

「竜たつ弥や君は鬼ですね」

「ああやって竜弥は女の子を泣かせるわけか」

　目の前で女の子が泣いていて平気でいられる男はいないだろう。だけど、これはぼくの命に影響するかもしれない問題だ。

「一口だけでいいのにぃぃ」

　幽実香ゆみかさんは大粒の涙をぼろぼろこぼしている。

　ああ、もう！

「分かりましたよ。食べますよ。でも、次からは幽実香さんもまずは味見をしてくださいよ！」

　ぼくは小さな塊を手で掴つかむ。生温かく、ぷにぷにとした感触。食べ物というよりもエイリアンに近いイメージだ。

　幽実香さんは泣き顔でこちらを見ている。

　ぼくは黒い物体を見つめる。ここまで見た目がヤバければ、逆に中身は美お味いしいというパターンかもしれない。実際にはそんなパターンについぞお目にかかったことはないけどな。

　やるか。やるしかないか。

　ぼくの体が緊張と恐怖で強こわ張ばる。

　どうにでもなれ！

　息を止めて、黒い物体を口の中に入れた。

　きっと噛かむのに勇気がいるだろうな、想像していたが、ぼくの予想はすぐに裏切られた。噛むことなんか全まつたくできなかった。

　口に入り、物体が舌の上に乗った瞬間、苦さと酸っぱさが体を突き抜けた。そして、なぜか舌を駆け巡る痛み！　何で、食べ物のくせに痛いんだ！　

　予想をはるかに上回る衝撃に思わず息を吸い込んでしまい、その猛烈な悪臭が体内に入り込んだ。

　結果、ぼくは口に入れた一秒後にはそれを吐き出していた。

「こ、これはひどすぎる！」

　体は物体の成分を少しも体内に残さないようにするためか、ものすごい拒否反応を示し、咳せきが止まらないと同時に、やたらに唾だ液えきが分泌された。

「さすがに、これは……」

　これはもう料理じゃない。兵器だ。新しい毒薬だ。心を鬼にしてそのことを幽実香さんに伝えようとした時、ぼくの心臓が縮みあがった。

　幽実香さんの顔が真っ黒になっていた。ぼくが吐きだしたケーキが顔全体に広がっている。

「あ……。ごめんなさい」

　すぐに出てくる言葉はそれだけだった。

　幽実香ゆみかさんの肩は震えている。

　やばい。

「た、竜たつ弥や君」

　幽実香さんは怒っているわけではなさそうだが、明らかに様子がおかしい。

「何だか、体が……」

　幽実香さんの体が光り輝き始める。

　ん？　この現象を以前にも見たことがあるぞ。確か、夏に幽実香さんが塩の焼き鳥を食べた時に成仏しかけた時と同じだ。

　顔についたケーキがはがれおちると、幽実香さんはとても穏やかな表情をしていた。

「何だか、とっても不思議な気分……。お花畑が見える……」

　幽実香さんは呆ぼう然ぜんと虚こ空くうを眺めている。体が輝き、少しずつ宙に上がっていく。

「幽実香さん、成仏しかけているじゃないですか！　ていうか、また砂糖と塩を間違えたんですね！」

「ああ、おじいちゃんと聖しよう徳とく太たい子しがバドミントンしてるのが見える……」

　幽実香さんが完全に成仏しようとしている！

「はるか！　助けてくれ！」

「大丈夫です。それくらいの量の塩では成仏しません」

　いつも通り、はるかは冷静だ。まぁ、夏の時もそうだったんだけど、こうなるのを見せられたら嫌でも慌ててしまう。

　はるかの言う通り、数分すると幽実香さんの様子はもとに戻り、一時的に気を失ったものの、すぐに回復した。

「うぅ……。永と遠わさんがいないと、わたしはケーキもつくれないのか」

　意識を取り戻した幽実香さんも席に着き、化ばけ物もの部ぶのフルメンバーで机を囲んだ。

　幽実香さんは本当に意気消沈した様子で、かなりショックをうけていることが分かった。幽実香さんの場合、料理云うん々ぬんの問題ではなく、もっと根本的な部分を矯きよう正せいしなくちゃいけないと思うんだけど……。

「どうして、ケーキをつくってみたんですか？」

　はるかに問われて、幽実香さんは元気がないまま答える。

「もうすぐクリスマスだから、みんなでクリスマス会をしようと思って……」

「そうなんですか」

　はるかは腕組みをした。

「そんな優しい気持ちでつくったケーキを竜たつ弥や君は噴き出した、と」

「いや、まぁそうだけど……」

　しゅんとしている幽実香ゆみかさんの前で、あれは仕方ないだろ、とはとても言えなかった。

「そのケーキを食べて、わたしのアイアンメイデンは……」

　永と遠わさんは少し恨みがましく言う。しかし、幽実香さんはその言葉の裏に込められた悪意には気づいてないらしく、不思議そうな顔をして永遠さんのシーツを見る。

「あれ？　永遠さん、いつものは？」

　幽実香さんは今になってようやく永遠さんのアイアンメイデンがないことに気づいたらしい。

「失なくしたんだ、昨日な」

「そうなんだぁ」

　幽実香さんは逡しゆん巡じゆんし、次の言葉を探す。

「でも、今のシーツも可愛かわいいんじゃないかな」

「何だと！」

　最初に嫌味を言ったのは永遠さんだが、幽実香さんの発言にもデリカシーがない。永遠さんが少し大きな声を出したところで、はるかが会話を遮さえぎった。

「幽実香さんは料理の特訓をしたほうがいいかもしれませんね」

「特訓？」

　ぼくと幽実香さん、永遠さんまでも声を揃そろえる。

「はい。料理の特訓です。今後、クリスマス会のようなイベントをしたいと考えているのなら、やっぱり料理はできた方がいいでしょうからね」

　ぼくは目をパチクリさせている幽実香さんを見てみる。この人が特訓によって猛烈に料理が上う手まくなるとは思えなかった。

「特訓……料理……」

　幽実香さんはそう言いながら、どんどんと口角を上げていく。

「わたし、やる！　特訓してパティシエになる！」

「飛躍しすぎですよ！　そもそも、幽実香さんはパティシエを目指しているわけじゃないでしょ！」

　しかし、幽実香さんは何かのスイッチが入ったらしく、興奮して片手を上げて立ち上がった。

「どんな特訓すればいいのかな！」

「とりあえず、この部屋の掃除からじゃないですか。最近、物が増えてきてちょっと狭くなりましたからね。やはり、整理整せい頓とんは料理の基本です」

「そうなんだ！　了解でっす！」

　幽実香ゆみかさんは立ち上がると、てきぱきと片づけを始めた。

「これで一週間くらいは何でも言うことを聞きますよ」

　はるかはにこりともせずに言う。こいつ……。

「別に、これを好きで身につけているわけじゃないからな」

　永と遠わさんが呟つぶやく。彼女の表情は見えなかったが、声の様子から、怒りと悲しみを混まぜ合わせた顔をしていることが想像できた。

　

　

　「いよいよ、これで二学期もおしまいだ！　みんな、この冬を元気に乗り切るんだぞ！

　そして、新年、元気な姿を見せてくれ！」

　終業式の日の終礼。元げん気き先生の元気なお話があり、みんなが帰り始める。ぼくも教室から出ると、玄関に向かうために廊下を進む。

「竜たつ弥や」

　後ろから庄しよう司じが声をかけてくる。

「どうした？」

「いや、クリスマスの話さ。色々考えたんだけど」

　庄司はぐっとぼくの手を握った。

「もう、竜弥も一緒でいいことにした！」

「は？」

「だから、竜弥はクリスマスを椛もみじさんと過ごすんだろ？　本当は俺おれが椛さんと一緒に過ごしたいところだが、それはやはり難しい。だから、竜弥をダシに使い、俺と椛さんと竜弥の三人でクリスマスを過ごそう。竜弥は適当にタイミングを見てフェードアウト。どうだ、完かん璧ぺきな計画だろう」

「ああ、色々と完璧な計画だよ」

　間違いなく失敗するけどな。

「だけど、あれから色々あってな、もう一人メンバーが増えたんだ」

「他ほかにメンバーが？　誰だれだ？」

　少し間を置く。

「荒あら瀬せはるか」

　庄司はいやらしく微笑ほほえむ。

「ああ、お前の彼女か。結局、一緒に行くのか」

「彼女じゃない」

　そこははっきりとさせておかなくちゃ。

「椛さんはあの化ばけ物もの部ぶ長ちようとも仲がいいのか？」

「いや、そういうわけじゃないけど、色々と複雑な事情があるんだよ」

「そうなのか……。そうなると、これはチャンスじゃないか！　椛もみじさんは俺おれと、竜たつ弥やは荒あら瀬せはるかと一緒になればいいわけだろ？」

「どうしてそうなるんだよ」

　こいつが来ると、更に面倒なことになりそうな気がしてきた。

「お前だって姉貴と一緒より、彼女と二人の方がいいだろ？」

「だから彼女じゃないって」

　しかし、庄しよう司じはにやにやとしていて取り合おうとしない。ぼくたちは教室から出て、廊下を歩く。

「ま、そんなに恥ずかしがるなよ。これで、みんなが幸せになれる。ハッピーエンドじゃないか」

「ハッピーエンド？　何かあったのかしら？」

　いきなり声をかけられ、ぼくと庄司は驚いて振り返る。

「猫ねこ洞ほら先輩」

　背がひょろ高く、長い髪に顔が隠れている女性。彼女の名前は猫洞美み鈴すず。ＯＤＣオカルト大好きつ子クラブの部員の一人である。

「今、この辺りでとてもハッピーとは言えないことが起こっているのはご存じかしら？」

「何ですか？　ハッピーじゃないことって」

　庄司が問うと、猫洞先輩がにやりとする。彼女はオカルトな内容の話をする時、とても不気味な笑顔になり、少し早口になる。

「人が次々と意識を失う」

　この前のはるかの話を思い出した。化け物の仕業だ。

「まぁ、これが地球外生命体の仕業だっていうことはもう周知の事実だとして」

「……そうなんですね」

　地球の皆さん、地球外生命体が人間を襲おそうことは周知の事実だそうです。

「これは、本当にまずいわよ。本格的に地球外生命体が地球への侵攻準備を始めたと考えていいでしょうね」

「地球外生命体じゃなくて、俺は異次元人説の方が好きですけどね」

　庄司は真面目まじめな顔で答える。庄司もまたＯＤＣの部員である。

「そういうのは好きとか嫌いとか、そういう問題なのか？」

「あなた」

　猫洞先輩がぼくにぐっと近づく。普段のおどろおどろしい印象のため、ぼくは思わず一歩引いてしまう。

「は、はい」

「あなたの周り、随分と面白いことがたくさん起こってるみたいね」

「そ、そうですか？」

「よく注意してね。宇宙人は本気になっているから」

「なるほど……」

　ぼくはこの人が苦手だ。どういうリアクションをすればいいのか分からない。

「ま、まぁ、頑張ります」

　後ずさりをするようにぼくは猫ねこ洞ほら先輩から離れる。

「あと、廃工場に潜むゴーレムの話は知っている？」

「いやぁ、知りませんね」

　ぼくと猫洞先輩の距離はゆっくり離れていく。庄しよう司じは猫洞先輩とオカルトの話をするのが楽しいらしく、その場に残っている。

「これは割と噂うわさになっているわよ。最近、学校の近くにある廃工場にゴーレムという化け物が出るらしいの。話を聞く限り、誰だれかの悪戯いたずらでしょうけどね」

　この人は、そういう情報をどこで手に入れてくるんだろう。

「廃工場に今までなかったはずの、謎なぞの鉄製の彫刻が置いてあったらしいの。鉄の塊で、とても人間には運べないほどの重さのものなのに、機械で運ぶことができないような建物の中の狭い場所に置かれていたらしいの。だから、その鉄の塊はゴーレムで、夜になると勝手に動きだすんじゃないかって噂よ」

　人間にはとても運べない重さの鉄の物体。

　それはもしかして……。

「それってこういう形で」

　ぼくは体をつかって永と遠わさんのアイアンメイデンの形を説明する。

「何と言うか、ちょっと気持ち悪いレリーフが彫られているやつですか？」

「私が聞いた感じだと、確かにそのような形みたいね。……見たこともないのに、どうして知ってるの？」

　猫洞先輩が目を細める。

「もしかしたら、知り合いのものかもしれません」

　そんなものを持っている知り合いがいること自体奇妙だ。だけど、ここでは上う手まい嘘うそをつくことができなかった。

「知り合い……。本当は透視能力や、相手の思考を読みとる力があるんじゃないの？」

　この人、怖いよ。本当に怖い。

「ないですよ、そんな力。まぁ、この話も信しん憑ぴよう性せいが低いかもしれませんけど、本当に知り合いがそういうものを失なくしたって言っていたんです」

「面白い知り合いがいるみたいね」

「まぁ、面白い……かな」

　恐らくゴーレムとは、永と遠わさんのアイアンメイデンだ。学校の近くの廃工場に永遠さんはアイアンメイデンを置いてきたのか。

「じゃあ、庄しよう司じ。ちょっと用事を思い出したから、ぼくは行くよ」

「え？　ちょっと待て！　クリスマスの日はどうすればいいんだ？」

「だから、お前は来なくていいって！」

　そう言い残し、ぼくは走ってその場を去る。庄司が追ってくる前に、ぼくは生徒玄関を目指す人の波に交ざる。

　新校舎から旧校舎へと移動し、部室に入ると、ぼく以外の部員がみんな揃そろっていた。

「こんにちは。永遠さん、見つかりました！」

　ぼくは部室に入るなりそう言った。

「何が見つかったんだ？」

　相変わらずシーツをかぶっている永遠さんが訊きき返してくる。

「アイアンメイデンですよ」

「なに！」

　永遠さんはシーツから飛び出した。

「どこでだ！」

「学校の近くの廃工場です。そこに、アイアンメイデンが置かれているっていうことが噂うわさになっているらしいですよ」

「そんなところに置いてきたんですか？」

　はるかは少し呆あきれたように言う。

「本当にあの時のことは何も覚えていないんだ……」

　永遠さんは悔しそうだ。

「結構噂になっているみたいですから、早く回収しに行った方がいいですよ」

「そうか。それじゃあ、すぐに取りに行くよ」

「ぼくも手伝います。廃工場の中のどこにあるか探さなくちゃいけないと思うし」

「はーい。わたしも手伝うよ！」

　幽実香ゆみかさんが手を上げる。

「そうしてもらえると助かる」

　そう言いながら、永遠さんははるかを見る。

「何ですか？」

「悪いがはるかも手伝ってもらえないか？」

　はるかはため息をつく。

「わたしがついていっても、そんなに戦力にはなりませんよ」

「一分一秒でも早く手に入れたいんだ」

「仕方ないですね」

　はるかは渋々といった様子で立ち上がる。

「助かる！　それじゃあ、すぐにわたしのアイアンメイデンを取り戻しに行くぞ！」

　こういうのを取り戻す、とは言わない……。そう思ったけど、興奮してシーツも身につけずに部室から飛び出した永と遠わさんにそんなことは言えなかった。

　

　

「なんか不気味ですね」

　街の少し外れにある廃工場。周りに人影はなく、天気はいいのに建物の中はうす暗く、ボロボロになったその建築物は確かに不気味だった。

「酔っぱらってこの中に入ったということですね」

　はるかはずんずんと廃工場の中に入っていく。

「おい、ちょっと！　危ないかもしれないぞ」

　ぼくははるかを追って工場の中に入る。

「いえ」

　はるかに追いつくと、彼女は鋭い目で周りを見回していた。

「先客がいるみたいです」

　そう言うはるかが指した方向には大きなワンボックスの車があった。

「工場の敷地内に誰だれかが入っているみたいですね」

「こんなところに誰が……」

　はるかは首をすくめてみせた。誰かがアイアンメイデンの噂うわさを聞いて、見に来たのか？

「さぁ、早く探そう！」

　永遠さんがぼくたちを追いぬいて中に入っていく。その後に続いて、幽実香ゆみかさんとぼくたちが続いた。

「ここは紡ぼう績せき工場だったみたいですね。いくつか機械がそのまま残っています」

　先に進んだ永遠さんはそのままに、ぼくたちはゆっくりと中を歩いて見て回る。はるかの言う通り、大きな機械がいくつもあった。いずれも埃ほこりをかぶり、まだ使えるのか壊れているのかもよく分からないような状況だった。

　外から見た時に分かった通り、中は暗くて、ほとんど窓ガラスは割れていた。工場内の随所に割れたガラスの破片や金属の部品などが落ちており、足場はよくない。そんな中を、はるかはずんずんと進んでいった。

「足元、気をつけないと危ないぞ」

　ぼくは一応、はるかに声をかける。

「大丈夫です。竜たつ弥や君より注意深く歩いていますから」

　とてもそんな風には見えないのだが、多分本当だから仕方ない。ぼくと幽実香ゆみかさんは下ばかり見ながら、ガラスをよけて歩く。こんな歩き方をしていたら、アイアンメイデンを探すことなんてできないだろう。

「二階もあるみたいですね」

　はるかが階段を指さす。

「永と遠わさんは二階に上がったみたいですよ」

　いつもは歩くのが遅いはるかだが、今はぼくよりも先を進んでいる。

　その時、頭上で大きな音がした。廃工場の中に、音がこだまする。天井から煙みたいな埃ほこりが落ちてきて、音の発生源の衝撃の大きさを伝えた。

「上で何かあったみたいです」

　はるかの言葉を聞き終わる前に、ぼくは走り出す。ガラスの破片を踏みつけながら、一気に階段まで走り抜け、階段を上る。

「助けてくれ！」

　階段を上りきると同時に、二人の男がぼくに飛びつくように走ってきた。

「ど、どうしたんですか？」

「変な女の子が上で暴れているんだ！」

　二人の男はテレビカメラと照明、マイクを持っていた。

「変な女の子？」

「銀色の髪の毛の外国人の女の子だよ。ものすごい怪力で暴れているんだ」

　男は転がるようにして階段を下りていく。

「傅でん法ぽう谷や先生は？」

「知るか！　とりあえず、逃げろ！」

　二人の男はあっという間にいなくなる。銀色の髪の毛。間違いなく永遠さんのことだ。

　続いて、先ほどより大きな音。そして、足元を揺らす振動。

　何かまずいことが起こっていることは間違いない。ぼくは音のする方へと急ぐ。

　いくつかの機械の間を抜けると、まずは永遠さんの姿が目に入った。彼女はアイアンメイデンを肩に担いでいる。次に目に入ったのは黒い和装の男性。彼は永遠さんと対たい峙じしていた。

「君は吸血鬼だね」

　和装の男性が穏やかな口調で言う。

　傅法谷成なる彦ひこ。その男は、最近話題のかっこよすぎる霊媒師、傅法谷成彦だった。少し茶がかった長めの髪をかきあげ、ゆったりと構えている。

「わたしのアイアンメイデンをどうするつもりだったんだ？」

　永と遠わさんの声に余裕はない。ぼくには彼女の表情が見えなかったが、険しい表情をしていることが予想できた。

「テレビ局の連中が、面白おかしく番組をつくりたいということで、その鉄の塊の取材にきただけさ。都市伝説やら心霊現象やら、そういう噂うわさの場所に行って、わたしが適当にコメントするのが面白いらしい」

「これは見世物じゃないぞ」

「拷ごう問もんの道具だろ？　見世物みたいなものさ」

　傅でん法ぽう谷やは袖そでから紙を一枚取り出す。

　符ふだ！

　どうして、傅法谷が？　いや、それは愚問だ。彼が符を取りだしたということは、意味することは一つ。傅法谷も退魔師だ！

「永遠さん！　逃げてください！」

　ぼくが声をかけると、永遠さんが一瞬こちらを振り向く。

　しまった。声をかけたことが仇あだになった。傅法谷は永遠さんから視線を外していない。

　手が動く。符に描かれた陣じんに最後の一画が加えられた。数秒の油断は死に直結する。

　術式が発動。永遠さんに向かって、墨汁のような液体が槍やりみたいに伸びる。遅れて反応した永遠さんはかわそうとするが、液体は蛇のようにうねり、永遠さんの動きを正確に追従した。

「ちッ！」

　液体は永遠さんの体に触れると一気に体に巻きつき、そのままゴムのように固まった。アイアンメイデンはその場に落ち、再び床が大きく揺れる。

「くそ！　なんだ、これは」

　永遠さんは体をひねったり、腕を動かしたりして黒い拘束具をほどこうとしているが、拘束具の形が変わることはなかった。それは、完全に永遠さんの上半身に巻きつき、締め上げている。

　永遠さんの怪力っぷりは知っている。その永遠さんの力で全まつたく歯が立たないということは、あの黒い物体は相当な硬度があるのだろう。

「無駄ですよ、お嬢さん。大人おとなしくお縄につきなさい」

　傅法谷はもう一枚、符を取り出す。とどめを刺す気だ。

「ちょっと待ってください！」

　ぼくは傅法谷の前に出る。すると、彼は鋭い眼光を光らせた。

「一般人は下がっていなさい」

　目が合い、思わず体が竦すくむ。大きな声を出されたわけではない。厳しい内容の言葉を言われたわけではない。ただ、注意されただけなのに、この男の言葉にぼくは何も言えなくなった。

「竜たつ弥や！　危ないから、そこをどけ！」

　後ろからは永と遠わさんの声。振り向くと、永遠さんは体に黒い拘束具をつけたまま走りだしていた。

「逃がしませんよ」

　傅でん法ぽう谷やは符ふに一画描き足す。先ほどと同じ黒い液体が飛び出した。

　このままだと永遠さんがやられる！　反射的に、ぼくは傅法谷に飛びかかった。

「何をするんだ！」

　さすがの傅法谷もこの行動には驚いたらしく、先ほどの落ち着いた態度を崩す。

　彼の手にある符の一部を握り、僅わずかに破った。符に描かれた陣じんは、その一部分でも欠ければ、陣全体の意味が変わってくるために機能しなくなる。

　永遠さんを狙ねらっていた黒い液体はその場に落下し、黒いシミとなって床へと消えていった。

「邪魔をするな！」

　傅法谷はぼくの体を突き飛ばす。想像以上に強い衝撃が体を貫き、ぼくは一メートルほど飛び、更に床を転がった。そうしながらも、周囲に目を走らせ、永遠さんの無事を確認する。彼女は上半身の自由は奪われたままだが、他ほかに外傷はない。今でも力を込めて黒い塊を破壊しようとしているらしく、顔を赤らめて僅かに体を震わせている。

「君は誰だれだい？」

　傅法谷はぼくを睨にらみつけてくる。片方の手を懐へ差し込み、更に符を取り出す。

　次に攻撃されたら、もう妨害はできないかもしれない。

「この人の知り合いです」

　ぼくはよろよろ立ち上がった。幸い、ガラスで怪け我がをしているようなところはないみたいだ。もう一回くらいなら、さっきみたいに飛びついて傅法谷を止められるか？　ぼくは彼との間合いをはかりながら、じりじりと近づく。

「そうか。君は信じないかもしれないが、この子は……」

「吸血鬼です。それは、知っています」

　それを聞くと、傅法谷の顔に驚きの表情が表れた。

「ぼくも退魔師なんです」

「ほう」

　傅法谷は符をしまった。

「とすると、この子は君が追いかけていた獲物というわけか。ここら辺は君たちの縄張りかい？」

　獲物、縄張り……。それまであまり意識したことのないものだ。退魔師同士にもお互いの領分というものがある。だが、それは古い考えで、最近の退魔師はあまり気にしないと聞いていた。

「横取りをするような真ま似ねをしてすまなかった。好きにしたまえ」

　傅でん法ぽう谷やは手を後ろで組み、ぼくを見る。この場で永と遠わさんを始末しろ、ということか。

　永遠さんは体を上下に揺らし、汗をかいている。永遠さんがあれだけ力を振り絞ってもびくともしないなんて、ぞっとするほど強力な術式だ。

「いえ、違うんです」

　ここでぼくが上う手まくやらなければ、永遠さんは倒されてしまう。

「この吸血鬼は永遠さんといって、その、ぼくの仲間なんです」

「仲間？　化け物と人間が？」

　傅法谷はぼくと永遠さんを何度も見比べる。

「それは本当のことです」

　傅法谷を見る。彼の瞳ひとみは黒く、深い。そこから、彼の心の中を覗のぞくことはできなかった。

「退魔師は化け物を倒すことが仕事だ」

「それは十分に分かっています。それでも、永遠さんはぼくたちの仲間なんです」

「同じことを繰り返しても、説明にならないよ」

　傅法谷は再び符ふを取り出す。

「仮に、本当に彼女が君の仲間だったとしよう。そうなると、君は彼女を倒すことはできない。それならば、仲間ではない退魔師のわたしがやらねばならない」

　交渉決裂だ。ぼくは足を踏ん張り、彼にもう一度飛びかかる体勢を構える。

　ガラスの破片を踏みつける音。それと同時に姿を見せたのははるかだった。後ろに幽実香ゆみかさんがくっついている。

「失礼。傅法谷さん、この場は見逃してもらえませんか？」

　はるかは腕を組み、横柄な態度を取っている。

　その後ろで幽実香さんが、そうだそうだ、と小さく付け加えた。

「はるか君」

　傅法谷ははるかを見て、確かに彼女の名前を口にした。

　どういうことだ？　どうして、この男ははるかの名前を知っているんだ？

「どうして、君がここにいるんだい？」

「その吸血鬼はわたしの仲間です。化け物狩りの優秀なパートナーです。ここは退いてもらえませんか？」

「化け物と仲間……。ああ、そういうことか」

　傅法谷が素早くぼくへと視線を移す。

「となると、君が……」

　え？　ぼくのことも知っている？

「そうならそうと早く言ってほしかったものだ」

　傅でん法ぽう谷やは手を後ろに組んだまま、何も言わずに歩きだす。ゆっくりと、永と遠わさんの体を拘束していた黒い物体は溶け始めた。

「フィアンセの言うことだ。ここは退こう」

　フィアンセ？　

　何だ？　一体何がどうなっているんだ？

「それにしても、まさか君たちが……。それが内務省の意向ならば仕方のないことか」

「何を言っているんですか？」

「いや、少し意外だったものでね」

　彼は軽く微笑ほほえむ。その爽さわやかな様子は、確かに格好よすぎた。

「下で待っているから、少し話がしたい」

　傅法谷ははるかとすれ違いざまにそう言った。小さな声で聞き取りづらかったが、確かにそう言った。

「すまない」

　拘束が解けた永遠さんは腕を何度も回す。まだ、体に違和感があるらしい。

「あそこまで強力な術式だとは思わなかった」

「あれでも手加減している方だと思いますよ」

　はるかは溶け残りの黒い物体を手に取り、じっくりと検分していた。

「はるか、あいつと前に会ったことがあるのか？」

「ないですよ。今日、初めて会いました」

「さっき、あいつはお前の名前を知っていたぞ」

「だから、前に言ったじゃないですか。お互いに顔と名前は知っていますが、会ったことはないんです」

　ん？　その説明って……。

　先ほど、傅法谷が口にしていた、フィアンセという言葉がフィードバックする。

「あいつがはるかの婚約者なのか！」

　最近テレビで話題のかっこよすぎる霊媒師。その霊媒師の正体が退魔師であったということも衝撃的だったが、それ以上にあの男がはるかの婚約者だったということも衝撃的だった。

「そうですよ」

　あっさりとはるかは認める。

「年齢が全然違うじゃないか！」

「そうですか？　まだ三〇前らしいですけど」

「でも、二〇代後半だろ。いや、この際年齢はどうだっていい。どうして、傅でん法ぽう谷やが婚約者なんだ」

　はるかはそこでちょっとだけ嫌な顔をする。

「知りませんよ。別にわたしが決めたことじゃないんですから」

「そうかもしれないけど……」

　確かに今回のことは全すべてはるかの叔母が決めたことだ。はるかに訊きいても分からないのだろう。

「この感じだ！」

　不意に大声を出したのは永と遠わさんだった。彼女はもうアイアンメイデンの中に入っている。

「そうだよ、このフィット感！　この閉鎖感！　これが欲しかったんだ」

　永遠さんは本当に嬉うれしそうに、アイアンメイデンの中に入ったままで飛び跳ねている。

　しかし、何だかその様子はおかしい。飛び跳ねる度に、がちゃがちゃと怪しい音がしている。

　そして、

「ん？　わ！　あ！　ぐわ！」

　変な悲鳴と同時に、アイアンメイデンがバラバラに崩壊した。がらがらと瓦が解かいするアイアンメイデンの中から呆ぼう然ぜんとした表情の永遠さんが姿を現した。最後の部品が壊れ、永遠さんの頭に、金属の塊がぶつかる。それでも、永遠さんは放心して立ちつくしていた。

「な、なんてことだ」

　永遠さんは自分の足元に転がっているガラクタとなったアイアンメイデンをじっと見た。

「あり得ない……」

「酔っぱらった時に、何か無理をしたんですかね」

　アイアンメイデンの部品を拾ってみた。しかし、ぼくの目では何が原因でこんなことになってしまったのか分からない。

「どうしよう」

　永遠さんは足元の部品から視線をそらさず、絞り出すように小さな声で言った。かなりのショックを受けているようだった。

「まぁ、仕方ありませんね。これ、多分直りませんよ」

　はるかはあっさり結論を出す。

「根本的に部品が破損していますから、部品を交換しなければいけません。だけど、部品は特注品なので、一般の小売店では購入できません」

「そんな……」

　永遠さんは泣きそうな、というか実際に泣きながら言う。

「これがなかったら、わたしはどうやって暮らせばいいんだ！」

「昔はこれなしで生きていたじゃないですか」

「そんな昔にどうやって生きていたかなんて忘れた！」

「そんな何十年も前の話じゃありません。それに、新しいアイアンメイデンはもう注文してあるので、一か月もすれば新しいものが来ますから大丈夫です」

「一か月！　そんなに待てるか！」

　おずおずと幽実香ゆみかさんが永と遠わさんの前に出る。

「で、でも、シーツも可愛かわいいと思うよ。うん。アイアンメイデンなんかより、ずっと可愛いよ」

「何を言っているんだ！　わたしがどんな気持ちでシーツの中に入っているのか分からないのか！」

「そんなこと言っても、直らないんだから仕方ないし……」

　永遠さんは真っ赤な顔をして声を荒らげる。

「仕方ないだと？　元々は幽実香のケーキが原因だぞ！　幽実香があんなものをつくらなければ、こんなことにはならなかったんだ！」

「そんな言い方しなくてもいいじゃん！」

　そこで、幽実香さんも大きな声を出す。



    

  
    
      



    

  
    
      「そりゃ、わたしのせいかもしれないけど、だけど、だけど……」

「もう、いい！　もう二度と幽実香ゆみかのつくったものは食べないからな！」

　そう言うと、永と遠わさんは走って工場から出ていってしまった。

「永遠さん！」

　追おうとする幽実香さんをはるかが止める。

「今の永遠さんは感情的になっていますから、追っても解決になりませんよ」

「でも」

　幽実香さんまで泣きそうな顔をしている。

　今までこんなことなかった。永遠さんがぼくたちに対してあそこまで怒りを露あらわにすることはなかったし、幽実香さんがこんな風に友人の言葉に傷つくこともなかった。

　ぼくがフォローを入れなきゃ。

「別に、永遠さんだって本当に幽実香さんのせいだとは思っていないですよ。今は、勢いで言ってしまっただけです。はるかだってそう思うだろ？」

「いや、割と本気だったと思いますけど」

　はるかはせっかくのフォローを台無しにする。こいつ、本当にふざけた奴やつだ。

「永遠さんはかなりアイアンメイデンに依存してきましたからね。わたしたちが考えるよりも、永遠さんには重要な問題であるみたいですね」

　ぼくたちの感覚からすればこれを機にアイアンメイデンから出てくればいいのに、と思うが、そう簡単に割り切れるものでもないのだろう。

「何にせよ、永遠さんを追ったところで解決にはなりません。アイアンメイデンも一応見つかったことですし、今日はもう帰りましょう」

　残念ながら、はるかの言う通りだ。永遠さんは全力疾走していったし、追いつくのは難しいだろう。

「そうだな」

　永遠さんにとってはひどいエンディングになってしまったな。いや、幽実香さんやぼくたちにとっても、後味の悪い終わり方だった。

「さて、下で傅でん法ぽう谷やさんが待っているらしいですから、裏口から出ましょうか」

「無視する気か？」

　いくら気に入らない相手だからとはいえ、それは可哀かわいそうだろう。

「面倒ですから」

「いや、面倒っていっても……。話があるみたいだから、少しくらい聞いてやったらどうだ？」

「そうですね。ちょうどいい機会ですから、ここではっきりさせてやりましょうか」

　そう言うと、はるかはいきなりぼくの手を掴つかんだ。

「うわ、何だよ！」

「あの人にはっきりと分からせます。傅でん法ぽう谷やさんの方からも話があれば、直なお恵えおばさんも分かってくれるかもしれません」

「え？　え？　えー！」

　ぼくたちは一階に下りる。そこには先ほどの逃げたテレビクルーと傅法谷が何かを話していた。

　はるかはぼくと手をつないだまま、彼らに近づく。傅法谷はぼくらに気づくと、テレビクルーたちを車の中へと移動させた。

　再び傅法谷と真正面から向かい合う。

「お待たせしました」

　はるかは傅法谷に頭を下げる。

「いや、構わないよ」

　傅法谷はそう言ってから微笑ほほえむ。この爽さわやかさが人気の秘密か。

「直恵おばさんに言っても、全まつたく理解されないので、あなたに言いに来ました」

「言う？」

　はるかはつないだ手を前に出した。別にはるかの体温が特に高いわけじゃないだろうけど、触れている部分は妙に熱く感じた。

「さぁ、ダーリン。わたしたちの関係を言っておやりなさい」

「は？　何を言ってるんだよ」

　いきなりそんなことを言われても、なにをどうしていいのか分からない。

「男なんだから、しっかりしてください」

　そう言いながら、はるかはぼくの手に爪つめをたてる。

「痛い、痛い！」

「さぁ、早くこの黒ずくめ男に教えてやるのです」

「えっと、ぼ、ぼくたちは婚約者同士なんです」

　それを聞くと、傅法谷は乾いた声で笑う。

「いかにも高校生らしいな。そういうのは嫌いじゃない。だけど、これは大人おとなの世界の問題だ」

　そう言うと、傅法谷の視線は鋭くなった。

「彼氏君。君は今いくつだい？」

「えっと、一六です」

「男が結婚できるのは一八からだ」

　確かにそうだ。

「別に今すぐ結婚するつもりはありません。だけど、わたしは彼以外と結婚するつもりはありません。これが、愛の力です」

　そう言うと、はるかはぎゅっとぼくの体にくっついた。はるかは冷たくて機械みたいな人間だが、こうやってくっついてみると、体の柔らかさが伝わる。演技とはいえ、この状況にぼくの心臓はバクバクと仕事量を急激に増やし始める。

「困ったお嬢さんだ」

　傅でん法ぽう谷やは相変わらず笑顔だった。

「その男の子は山やま伏ぶし家の御子息だね」

「はい。名門の山伏家の長男です」

　ぼくのことまで、どうして知っているんだ？

　いや、おかしい。さっき、永と遠わさんの攻撃を止めに入った時は、傅法谷さんはぼくのことを一般人だと思っていた。それなのに、今はぼくが山伏家の人間だということまで知っている。

　どういうことなんだ？

「だが、傅法谷家もまた退魔師としては老舗しにせの名門。これは、負けることのできない勝負だね」

「勝負って……」

　ぼくはこれ以上速くできないというくらい瞬まばたきをして、傅法谷とはるかを何度も見比べる。

「勿もち論ろん、どちらがはるか君にふさわしい男か、という勝負さ」

　そんな勝負をする気は全まつたくない。

「勝負はもうついています」

　はるかはぼくの腕に抱きつく力を強くする。心臓の高鳴りが更にアップ。背中に汗が流れ、落ち着かず視線が上う手まく定まらない。

「それはどうかな？」

　傅法谷はひかない。余裕の表情でぼくたちを見ている。

「竜たつ弥や君」

　はるかに名前を呼ばれ、ぼくは油をさし忘れたロボットみたいにぎくしゃくした動きで、はるかの方に顔を向ける。

「ん」

　はるかの顔が目の前にあった。瞳ひとみを閉じ、唇をこちらの方に出している。

　目を大きく見開いたぼくの目には、彼女の顔が限界まで迫って見えている。

　唇が触れていた。

　柔らかく、少し冷たい感触。

　思わず体を反らそうとするが、はるかは腕をぼくの背中へと回し、ぼくが逃げるのを拒む。

　ぼくは初めてのキスをした。

　一瞬だった。それなのに、触れている瞬間は様々な思考が飛び交い、結局ぼくはほとんど動けないまま、はるかの唇を受け入れていた。

「このように、わたしたちはラブラブです」

　はるかは唇を離すと、そのまま横顔をぼくの胸にくっつけ、傅でん法ぽう谷やに言う。

　はるかに心音が伝わってしまう。だけど、いくら鼓動を抑えようとしても、そんなことができるわけもない。一瞬の間に色々と考えすぎてしまい、逆に今は何も頭に浮かんでこない。

　何だ。何が起こったんだ？

　頭の中で先ほど起こったことを再生する。

　再生しながら、そのあまりに現実離れしたできごとに頭がまた混乱し始める。

　体温は全然下がらない。先ほどのことを思い出すと、むしろ体中を火ほ照てらせる。

「な」

　ぼくはゆっくり口を開く。唇には、まだはるかの感覚が残っていた。

「何をするんだ！」

　訳も分からずぼくは大きな声を出した。そんなぼくをはるかは鋭く睨にらむ。

「彼の方はシャイみたいだね。それにしても、はるか君がそんなに大胆だとは思わなかったよ」

「諦あきらめてもらえましたか？」

「ハードルは高いほど燃えるものさ」

　それだけ言うと、傅法谷はワンボックスカーの方へ向かい、振り返ることなく車に乗り込んだ。

　車が走り去るのを確認した後、はるかは素早くぼくから離れる。心臓の高鳴りと、人肌のぬくもりだけがぼくに残った。

　そして、唇にはまだ何かがくっついているような気がしている。

「はるか……いきなり何をするんだよ……」

　ぼくは唇を撫なでる。

「ああでもすれば、納得するかと思いまして」

「そんな理由で……」

　頭がぼうっとしている。

「これでよかったのか？」

「あまりよくなかったですね。てっきり、傅法谷さんもこの話に乗り気じゃないと思っていたので、これで何とかなると思っていたのですが、予想以上に彼はわたしを気に入っているようですね。正直、彼の愛が重いです」

　はるかは大根役者の棒読みみたいな口調で言う。

「そういうことは、自分で言うとすごく価値が下がるな」

「彼がわたしのことを気に入っているということは事実です」

「まぁ、そうかもしれないけど……」

「これは面倒なことになるかもしれませんね」

　きっと、その面倒なことにぼくも巻き込まれるのだろう。そう直感した。

　もう一度、唇を撫なでる。この不思議な感覚はいつまで続くんだろう。

「初めてだったのに……」

「わたしもそうです」

　そう言って、はるかは廃工場の敷地から出ていった。

　

　

「永と遠わさん、帰ってきませんね」

　廃工場での事件の後、ぼくたちは部室に帰ってきていた。幽実香ゆみかさんは部室の中でずっと落ち着かず、立ったり座ったりを繰り返していた。ぼくだって本当は落ち着かなかったけど、廃工場ではるかとしたことは、必死に忘れようとしていた。

「あれだけ勢いよく文句を言った手前、なかなか帰ってきにくいのかもしれませんね」

　はるかはノートパソコンのキーボードを叩たたきながら喋しやべる。

「ところで、そのノートパソコンって永遠さんのものなんじゃないのか？」

「そうですよ。ばらばらになったアイアンメイデンの中からこれを拾ってきました。幸い、パソコンの方は壊れてないみたいです」

「人のパソコンを勝手に使っていいのかよ」

　こいつに、そういう倫理的な配慮なんて全まつたく期待できないことは分かっているけど、一応訊きいておく。

「今回の事件についての情報がここに入っているんですよ」

「今回の事件？　どれのことだ？」

　幽実香さんのケーキのことか？　永遠さんが戻ってこないことか？　それとも、傅でん法ぽう谷やのことか？

「この辺りで起こっている、いきなり人間が意識を失う事件のことに決まっているじゃないですか」

「ああ、それか」

　この数日で色々なことが起こりすぎて、何が問題で、何が解決されているのか分からなくなってきたよ。

「今回の事件、夏の波は多た野の愛あ海みの事件、四月の死霊食いの事件。これらの事件の共通項って分かりますか？」

　パソコン画面をじっと見つめたままはるかはぼくに質問を浴びせる。

「だから、人がいきなり意識を失うってことだろ？」

「そうです。今回は分かりませんが、前回と前々回は化け物がなぜか術式を使うという共通点がありました」

「そうだな」

　そこで、はるかが眼鏡めがねのつるを持って位置を直し、ぼくの方に顔を向けた。

「それともう一つ。重要な共通点に気づきました」

「重要な共通点？」

「そうです。前回、前々回、そして今回の事件にもあてはまる共通点。分かりますか？」

　なんだろう……。

「事件がこの近辺に集中している？」

「確かに、それも重要な共通点ですが、もっと別のことです」

「何だ？」

　はるかは一呼吸置くと、ゆっくり話す。

「わたしたちが気づき、わたしたちが解決に力を入れているということです」

「いや、まぁ、そうだけど」

　ぼくは頭をひねる。

「ぼくたちは気づいた事件を解決しているだけで、本当は他ほかにも同じような事件が起こっているのかもしれないだろ」

　ぼくたちは自分たちが知っている事件だけを認識している。だから、他に起こった同様の事件のことを知らなければ、まるで一〇〇パーセント自分たちが解決しているような錯覚に陥るだろう。

「いえ、それはありません。どれだけ調べても、同じような事例の事件は世界中のどこにも見られないんです」

「それなら、ただの偶然じゃ……」

　はるかは首を横に振る。

「言い方を変えましょう。あまりにも他の退魔師の動きが悪いため、わたしたちが解決に当たらなければならなくなっている」

「どういうことだ？」

　はるかは腕を組み、ため息一つ。

「少しは自分で考えてくださいよ」

　いいですか、とはるかは説明を始める。

「わたしたちは化け物の情報を独自に手に入れますが、ほとんどの退魔師たちは内務省から提供される情報をもとに動きます」

「つまり、どの事件も内務省が情報を入手するのが遅かったってことか」

「そうですね。いや、あるいは……」

「あの、わたし！」

　不意に幽実香ゆみかさんが立ち上がる。

「どうしたんですか、さっきから立ったり座ったり……」

　はるかが呆あきれたように言う。

「やっぱり、永と遠わさんを探してきます！」

「どこにいるかも分からないんですから、無駄ですよ。頭が冷えたら帰ってくると思います。待っているのが得策です」

　でも、と言って幽実香さんはぎゅっと下唇を噛かんだ。

「やっぱりわたしのせいで、アイアンメイデンが壊れたんだし……」

「別に幽実香さんのせいではありません」

「そうですよ」

　ぼくも幽実香さんに声をかける。

「でもでも！　ここで待っていても落ち着かないし、やっぱり行きます！」

　そう言って、幽実香さんは教室を飛び出した。

「うちの部員は考えなしに動く人が多すぎます」

　幽実香さんの姿が見えなくなった後、はるかは言う。

「まぁ、いいじゃないか。本当に落ち着かなかったんだろうし」

　はるかの言う通り、今回のアイアンメイデンの件で幽実香さんに落ち度はないと思う。それでも、責任を感じてしまうのが彼女らしさなのだが。

「さて、今回の事件に関して、わたしは入念に捜査をする必要があると考えています」

「どうしてだ？」

　はるかは少し間沈黙し、そして、確かに言った。

「勘です」

「珍しいな、お前がそういうのを信じるのって」

「勘というと、少しオカルトっぽいかもしれませんが、正確に言えば何かに違和感があるのです。それが何の違和感なのか、という点は上う手まく説明できませんが……」

「まぁ、はるかがそう言うのなら、何かがあるのかもしれないな」

　はるかは軽く頷うなずき、ノートパソコンを閉じる。

「わたしは先に帰ります。もしも、永遠さんが帰ってきたら、ノートパソコンは持って帰ったと伝えてください」

　そう言うとはるかは帰り支度を始める。

「なぁ、はるか」

「何ですか」

　はるかはこちらをちらりと見る。

「クリスマス、どうする？」

「ホワイトツリーへは行きますよ。直なお恵えおばさんにはしっかりと分かってもらわなくてはいけませんからね」

「だけど、いくら見せつけても……」

「何を言っているんですか。やるしかありません」

「そうか……」

　ぼくの言葉にはるかは目を細める。

「嫌ですか？」

「いや、そうじゃないけどさ」

「言いたいことがあるなら、言ってください」

　ぼくとはるかの視線がぶつかる。

「本当に傅でん法ぽう谷やがはるかのことを気に入っているのなら、それを嘘うその関係で騙だましていいのかなって思ってさ」

　はるかは何も言わない。

　時計の秒針の音が、心音みたいに一定のリズムを刻む音だけが部室に響く。

　ぼくは視線を外した。

「わたしに結婚する気がないと伝えて済むのなら、それで済ませていますよ」

　はるかは席を立つ。

「わたしだって、誰だれと結婚してもいいと思っているわけではありませんから」

　それだけ言い残すと、はるかは教室から出ていった。

　教室にはぼくだけが残った。

「別に、ぼくだってはるかが誰と結婚してもいいと思ってるわけじゃないよ」

　小さな声で言う。勿もち論ろん、その言葉は誰の耳にも届かなかった。

　

　

　地下鉄の駅に向かってぼくは歩く。

　廃工場での事件。そのことが頭から離れない。

　永と遠わさんのこと。傅法谷のこと。はるかのこと。

　それに……。

　思い出すこと自体が恥ずかしい。ぼくは自分の足の先を見ながら歩く。

　はるかが気づいたことも気になる。

　化け物の情報を内務省が掴つかんでいないとはどういうことなんだ。

「竜たつ弥や君」

　はるかの声が聞こえて、ぼくは振り返る。

　夕ゆう陽ひを背にはるかが立っていた。

「先に帰ったんじゃないのか？」

「ええ。用事があったので」

　はるかはぼくの隣に並ぶ。ぼくたちは地下鉄の駅に向かって歩き出した。

「用事は終わったのか？」

「はい。叔母に会ってきました」

「そうなのか」

　はるかは静かに言う。

「やっぱりダメでした。婚約しろの一点張り」

「強情な人なんだな」

「あの人はわたしよりずっと強情です」

　はるかより強情となると、かなりのものだ。

　地下へ下りる階段の一歩目に足をかける直前、はるかがぼくの腕を引っ張った。

　廃工場での接触がフラッシュバックする。

「な、何だよ」

　動揺して声が震える。はるかはいつも通り、マネキンのような無感情さでぼくを見ていた。

「クリスマス前に、クリスマスの練習をする必要があります」

「練習？」

「そうです」

　そう言って、はるかはそのまま腕に抱きついた。

「え、ちょ、何するんだよ！」

「恋人っぽくしてください」

「は？　なに？」

「恋人のように振る舞ってください」

「どうして！」

「だから、練習です」

　練習って、恋人の立ち居振る舞いの？

「あんまりくっつくと歩きにくいだろ」

　ぼくの掌てのひらは汗で湿ってきた。首はぎこちなく動き、はるかを見据えることができない。

「歩きにくそうにしていれば、慣れていないと思われます」

「だからと言って……」

　練習で慣れるようにするもんでもないだろ。

「このまま地下鉄に乗るのか？」

　少し間を置き、はるかが答える。

「いえ、街を歩きましょう」

「恥ずかしいだろ。もしも、クラスの人に見られたら……」

　そこでぼくの手がつねられる。

「痛ッ」

「わたしの方が竜たつ弥や君の何億倍も恥ずかしいんです」

　はるかの様子はいつも通りだ。全まつたく恥ずかしそうにしているようには見えない。

「つべこべ言わずに、歩きなさい」

　そう言われ、ぼくは強引に地下鉄の駅から目的地を変更された。

　学校から少し離れた商店街。本来なら、この時間はお客さんで溢あふれていなければならないはずなのに、その通りは寂れていた。

　点ついたり消えたりを繰り返す街灯。淋さびしげに歩く痩やせた猫。遠くからは車のクラクションと、お寺の鐘かねの音が聞こえてくる。



    

  
    
      



    

  
    
      　そんな道を、ぼくたちは歩く。初めは慣れなかったのでぴったりくっつく歩行法だったけど、だんだんと慣れてきた。一人で歩くよりも温かいし、はるかと足がぶつからないようにさえ気をつければ、難しいものじゃない。

「でも、まさか婚約者があの傅でん法ぽう谷やとはな」

　シャッターばかりが目立つ商店街を歩きながらぼくは言う。日は沈みかかり、東の空は紫がかっていた。

「傅法谷さんというのはそんなに有名なんですか」

「テレビとか見ないのか？」

「ニュースは見るようにしていますが、彼の姿はあまり見ませんね」

「まぁ、ニュースに出るような人は基本的に事件を起こすような人だからな」

　そういえば、はるかは普段どんな生活をしているんだろう。半年以上同じ部活で活動しているのに、はるかの私生活についてぼくはほとんど知識がない。

「はるかって、普段は何をしているんだ？」

「高校生です」

「いや、そうじゃなくて」

「退魔師です」

「そうでもなくて、家で何をしているんだ？」

　はるかは少し固まる。

「主に符ふをつくったり、化け物についての情報集めですかね」

　こいつ、家でも退魔師の仕事しかしていないのか。

「他ほかにすることないのかよ」

「そういう竜たつ弥や君は何をしているんですか」

　逆に問われ、ぼくは普段の自分の生活を見直す。

「漫画読んだり、テレビ見たり……」

「どうやら、竜弥君よりわたしのほうがずっと生産的なことをしているようですね」

　確かに、ぼくの普段の生活はあまり人に自慢できるものじゃない。だけど、それが普通の高校生なんじゃないのか？

「大体、そういう自堕落な生活を送る暇があれば、術式の練習でもすれば……」

「あ！　デートとかはしないのか？　ほら、はるかって彼氏とかつくらないの？」

　ぼくは無理やり笑顔をつくって話題を逸そらす。

　間。

　すぐ横を古びた軽トラックがゆっくりと走り抜け、その音に紛れてしまったが、はるかは言った。

「デートは、今しているじゃないですか」

　心臓が跳ねる。体がくっついた動揺はかなり収まってきたのに、思いがけない言葉に再び体が熱くなり始める。

「こ、これはデートなのか？」

「正確にはデートの練習です」

　デートの練習か。

　変な感じだ。

　山やま伏ぶし竜たつ弥やが、荒あら瀬せはるかとくっついて人のいない商店街を歩く。そんな光景はもう二度と誰だれも見られないのかもしれない。この瞬間は奇跡みたいなものだ。

「はるかは退魔師の仕事以外にすることないのか」

「それくらいしか、わたしはすることありませんから」

「そんなことないだろ」

　はるかと目が合う。

「わたしは退魔師です」

「だからって、退魔師としての活動以外にすることはあるだろう」

　腕にかかる力が弱まる。

「あまり分からないですね」

　分からない？

「今まで退魔師としてしか評価されてきませんでしたから、それ以外に何をすればいいのかよく分からないですね」

「はるかでも分からないことがあるんだな」

　冗談で言ったつもりだったが、はるかはくすりともしなかった。

「そんなのいくらでもありますよ。わたしは退魔師でなければ無価値です。いや、退魔師だったとしても、わたしより優秀な人間はいくらだっている」

　彼女は目をそらす。

　何を思っているのだろう。

　ぼくには分からない。

　どうして、そうやって自分を追い詰めているのだろう。

「わたしには退魔師しかない。だから、他ほかのことはよく分かりません」

　ぼくははるかの方を見たまま続ける。

「そんなに難しいことじゃないと思うけどな」

　腕を握るはるかの手がぴくりと動いた。

　はるかは横目でこちらを見る。

「退魔師としてだけじゃなくて、はるかははるかなんだし」

　ぼくは顔を前に向け、夕ゆう陽ひの方を向く。

　真上を飛ぶカラス。

　僅わずかに聞こえる焼やき芋いも屋の宣伝のアナウンス。

　道のずっと先にはランドセルを背負った子どもたち。

　よく見れば、ここにだって色々な物や人がいる。だけど、この瞬間は、この世界にぼくとはるかだけしかいないと感じた。

「それに化ばけ物もの部ぶの部長だろ」

　荒あら瀬せはるか。彼女はぼくたちの部長だ。

「退魔師っていうだけじゃなくても、はるかは色々なところで評価されているよ」

　そんなことを言うのは恥ずかしかった。

　でも、それは本当のことだ。変わりものだらけの化物部をまとめているのははるかだし、きっとはるかじゃなければ務まらない仕事だ。

「そうですか」

　はるかは素っ気ない。

　頑張って励まそうとしたのに。

「まぁ、一応、ありがとうございます」

　腕にしがみつく力がちょっと強くなった。

　

　

「たーっちゃん」

　姉さんがぼくの部屋に回りながら入ってくる。

「姉さん、ノックぐらいしてよ」

　姉さんは初めて見る、赤いドレスを着ている。その腕には色とりどりの服が抱えられていた。

「いいじゃない、姉弟なんだし」

「姉弟でもダメだって！」

「そんなことより！」

　姉さんはくるっとその場で一回りする。

「どう？」

「一回転した」

「そんなの分かってるって！　そうじゃなくて、この服どうかな？」

「赤い」

「そうじゃないでしょ！　じゃあ、二択ね」

　姉さんは、人間はここまで嬉うれしそうになれるのか、と思うほど満面の笑みをたたえている。

「可愛かわいい？　それとも、すごく可愛い？」

「可愛いことは前提なんだね……。はい、可愛いと思います」

「でしょー！」

　そう言って、姉さんが抱きついてくる。

「まだまだ、色々持ってきてるからたくさん見てね」

「たくさん見るって……」

　まさか、ここから姉さんのファッションショーが始まるのか？

「だって、一年に一回のクリスマス！　たっちゃんと一緒に過ごせるメモリーデー……。それを最高の思い出にしなきゃ！」

　姉さんの鼻息が荒い。相当興奮しているな……。

「じゃあ、次はね」

　そう言って、赤いドレスに手をかける姉さん。

「ちょっと！　着替えるのは別の部屋にしてよ！」

「え？　めんどい」

　この人はどこまで困った人なんだ！

「ぼくが気まずいんだよ。早く出ていってよ」

　そこから、姉さんの様々な服の観賞会が続いた。ぼくはずっと適当に頷うなずくだけだったけど、姉さんはそんな呆あきれたぼくのことなど気にする様子もなく、延々と着替えを続けた。

「やっぱり、これか、こっちだよね」

　後半は勝負服トーナメント。熾し烈れつな予選を勝ち抜いた八強によるトーナメント戦が行われ、最終的な決勝戦にたどり着いた時には、ファッションショー開始からすでに三時間が経過していた。

「もう、どっちでもいいよ」

　ぼくは心底飽きていた。

「どっちもいい？　そうだよね、どっちもいいから迷うよね！」

　姉さんのテンションはこの三時間で少しも落ちていない。その体力も精神力も信じられないものだ。

「あ。そうだ」

　ぼくは着替えに部屋から出ようとする姉さんに話しかける。

「なに？　まだ、何か着てほしい服があるの？」

「いや、服はもういいから」

　ぼくはもう苦笑いしか出てこない。人間は限界を超えた時には笑顔がこぼれるものなのか。

「そうじゃなくて、姉さんはこの辺りで人が意識を失うっていう事件のことは知ってる？」

　姉さんは何かを思い出すように間を置き、軽く頷うなずいた。

「聞いたことある気もするけど、どうして？」

「それ、化け物の仕業の可能性もあるんだ」

　ぼくは単刀直入に言う。

　姉さんは何回か瞬まばたきをして、笑い出した。

「なに言ってるのよ、たっちゃん」

「本当なんだよ」

「それはないって。内務省からもそんな情報はきてないし、あり得ないよ」

　これが普通の反応だ。退魔師なら誰だれでもそう思う。

　今までの事件の事情を知らなければ、普通はそう考えてしまう。

「人が倒れるくらいの事件を化け物が起こしていたら、絶対に内務省から情報が回ってくるの。それがないってことは、つまり化け物が事件に関与していないってこと」

「そうだよね……」

　過去二回の事件も同じだった。内務省はなぜか事件と化け物を結びつけない。実際に犯人は化け物だったのに……。

　なぜだ？

　はるかの言う通り、これは何か裏があることなのかもしれない。

「あと、傅でん法ぽう谷や成なる彦ひこって知ってる？」

「ああ、最近テレビによく出てるよね。かっこよすぎる霊媒師だって？」

「あの人に今日会ったんだよ」

　姉さんは目を丸くする。

「へぇ。どこで会ったの？」

「学校の近くにある廃工場で。なんか、都市伝説の検証番組みたいなののロケに来ていたみたい」

「傅法谷っていったら、退魔師の名門だよね」

「え！　姉さんも傅法谷のことを知ってるの？」

「まぁ、名門だからね。たっちゃんは知らないの？」

「うん。恥ずかしながら……」

　名門か。今まで名門や良家といった言葉からずっと逃げてきたからな。

「お父様の口からもよく出る名前なんだけどな。だから、あの人も退魔師なんじゃないの？」

「実は、その話をしようと思ったんだよ。あの人が化け物と戦っているところを見たからさ」

　姉さんは大きく伸びをする。

「へぇ、そうなんだ。わたしはあんまり傅でん法ぽう谷や家って好きじゃないんだよね」

「どうして？」

「内務省にべったりって感じ。うちも昔から政府付きの退魔師の一族だけど、あっちの方は完全に子分だね」

　そうだったのか。

「ま、大事なことは」

　姉さんは手にしていた服を全すべて床に置く。

「かっこよすぎる霊媒師さんなんかより、うちのたっちゃんの方が何億倍も素敵ってこと！」

　姉さんはぼくに体当たりするように飛んできて、そのまま飛びついた。

「ああ、わたしの可愛かわいすぎる退魔師ちゃん！」

「もう！　離れてよ！」

　ぼくの胸に頭をぐりぐり押しつけてくる姉さんを、ぼくは押しのける。

「それじゃあ、次のやつに着替えてくるね！　いよいよ決勝戦！」

　そう言って、姉さんは部屋から出ていった。

　化け物の事件について情報を掴つかんでいない内務省。内務省に太いパイプを持つ傅法谷家。

　何かが繋つながりそうで、全まつたく繋がらない。ただ、胸が妙にざわつき、落ち着かない気持ちがざわざわと湧わくだけだった。

「あ、そうだ」

　ぼくは部屋の外にいる姉さんに大事なことを伝え忘れていたことに気づいた。

「今度のクリスマスなんだけどさ」

「うん」

　部屋の外から姉さんの声が聞こえてくる。

「他ほかについてくる人がいるんだけど」

　どたどたと激しい足音。ぼくの部屋のドアが破壊されそうな勢いで開かれた。

「どうして！」

「え、いや、一緒に遊ぼうって言われて……」

「二人じゃないの？」

「うん……」

「そんなの嫌！」

「でも、もう約束しちゃったし……」

「それなら」

　姉さんの目が鋭く光る。

「その人が入院とかすれば、クリスマスの日に遊びになんか行けないよね」

　怖い。姉さんが言うと、冗談じゃなくなるから本当に怖い。

「そんなことしたら、もう二度と姉さんと口をきかないからね」

「そんなのいやだぁ！」

　姉さんはわんわんと騒ぐ。結局、姉さんをなだめるためだけに時間を使い、その日は終わった。



    

  
    
      
第三章　ホワイトツリー





　テレビのニュースアナウンサーが凍こごえながら、今日は今年一番の寒さです、と伝えていた。明日はあいにくの曇天だが、雪が降ればホワイトクリスマスも期待できるらしい。　

　ホワイトクリスマス。

　そう。明日はクリスマス。つまり、今日はクリスマスイブ。

「久しぶりにたっちゃんとお出かけだね」

　姉さんはぼくの隣でにこにこしている。

　結局、ぼくはクリスマスの一件を姉さんに納得してもらうため、イブの日に姉さんとデートをすることになった。

　この周辺では最も栄えている繁華街。前に行ったことのあるマジカルスクエアもこの近くだ。学校は冬休みに突入しているし、多くの若者たちで街は賑にぎわっていた。

「クリスマスの日はさ、何かおそろいのものをつけていこうよ」

「嫌だよ、恥ずかしいから」

　機嫌を直してくれた姉さんに対して、ぼくはあまり気が進まない。この状況は、やっぱり恥ずかしい……。

「あ！」

　姉さんは人々の行列を指す。

「あれって、前にテレビでやってたクレープ屋さんだよ」

　まるで小躍りするみたいにはしゃぐ姉さん。

「すっごく美お味いしいんだってさ」

「へぇ」

「すっごく美味しいんだってさ」

「そうなんだ」

「すーっごく美味しいんだよ！」

「分かったよ！　買おう。食べよう。味わおう」

「そうでなくっちゃね」

　姉さんはスキップするみたいな足取りでクレープの列に並ぶ。他ほかに並んでいるのが女の子ばかりだったので、ぼくは少し恥ずかしかった。

「キムチ納豆クレープがお勧めなんだってさ」

　店の壁面にかけられたメニュー表を見ながら、姉さんは言う。

「それは是非ともクレープじゃなくて、ご飯に包んでほしいね」

　姉さんはそれにしようかな、と言っていたが、ぼくは絶対にそんなの食べないぞ。

「えっと……カレークレープ、お茶ちや漬づけクレープ、旬しゆんの野菜のクレープ、シェフの気まぐれサラダ小悪魔風クレープ……って、ここってもう少しまともなクレープはないの？」

　自分が何屋さんに来たのか分からなくなってくるな。

「別にサラダのクレープって普通だよ」

「サラダのクレープは普通でも、ここのは普通じゃないよ」

　それなのにこの行列。ぼくがおかしいのか？　みんな怖いもの見たさで並んでいるんじゃないのか？

「決められないなら、キムチ納豆にしたら？　テレビでもそれを食べてたし」

「それは絶対に嫌だ！」

　そんな罰ゲームみたいな食べ物は断固拒否だ。

「そういう、おかずみたいなクレープじゃなくて、甘いのはないの？」

「甘いのだと……」

　姉さんは人差し指を、メニュー表の上を走らせる。

「お汁粉クレープ」

　餡あん子こと白玉が入っているのかな？　それなら、少し美味しそうだ。

「こぼれるので注意してくださいってさ」

「汁が入っているんだね、汁が」

　スープと具が皮に包まれている。そんな中華料理があったな。だけど、クレープでやられたら食べにくくて仕方ない。

「あ。これは？　クレープインクレープ」

　想像はできる。でも、一応確認しよう。

「それは、何が入ってるの？」

「クレープの中にクレープが入っているみたい」

　やっぱりか。

「オニギリの具が白米みたいな発想だね」

　もうこの店に『普通』とか『定番』を期待するのはやめよう。

「でも、もういいよ、そのクレープインクレープで。クレープの中のクレープは普通のクレープなの？」

「キムチ納豆みたい」

「どれだけキムチ納豆を食べさせたいんだよ、この店は！」

　結局、ぼくはキムチ納豆クレープを食べることになった。

　一五分ほど待たされ、ぼくたちはクレープを手にする。中身は本当に間違いなくキムチと納豆だった。

「……いただきます」

　そう言いながらも、ぼくは姉さんが食べるのを待つ。そのリアクションを見てからじゃないと、とても口にする気にはなれなかった。

「んー……」

　姉さんはかっと目を見開く。

「んまい！」

　本気なのか？

　ぼくは恐る恐る口に入れてみる。

　幽実香ゆみかさんのケーキを思い出す。このクレープは、あそこまで得体のしれないものではない。だけど、こっちははっきりと正体が分かっている分だけ、味の想像がついてしまい、美お味いしくないのが……ん？

　周りでクレープを食べている人たちも、みんな驚嘆の声をもらしていた。

　これは意外だ。驚異的なほどに意外な結果だ。

　美味しい。

　これ、本当に美味しいよ。お菓子としてじゃなくて、おかずとして。

「美味しいね」

　姉さんは満面の笑みで何度も言う。

「本当だよ。美味しいよ、これ。クレープのくせにご飯が欲しくなるね！」



    

  
    
      



    

  
    
      　ぼくたちは夢中でそれを食べた。いやぁ、クレープ屋さん。偏見であなたのところのクレープを嫌ってしまって本当にごめんなさい。そう心の中で謝りながらも、ぼくは自然と笑顔になっていた。

「たっちゃん、笑った」

　姉さんが嬉うれしそうに言う。

　

　

　朝から色々な店を回り、クリスマスの準備を着々と終えていき、なんだかんだしているうちに、辺りはすっかり暗くなる時間となった。

「いやぁ、今日は充実した一日だったね」

「ぼくは本当に疲れた一日だったよ」

　姉さんは終始笑顔だったから充実していただろうけど、両手いっぱいに荷物を持って、ほとんど全力疾走なんじゃないか、と思うくらいのスピードであちこちを駆け回る姉さんを追いまわしていたぼくは既にぐったりとしていた。

　喫茶店の中で、ぼくと姉さんは温かいコーヒーを飲んでいる。これが、今日一日の中で二回目の休憩だ。一回目がクレープ屋さん、二回目がここ。それにしても、本当にパワフルなお姉さんだ。

「たっちゃんと二人だけでお出かけなんて、本当に久しぶりだね」

「そうだね」

　姉さんと二人か。何年振りだろうか。

　姉さんがこんな風だから、ぼくは意識的に姉さんを避けるようにしてきた。だけど、改めてこうして一緒に過ごしてみると、体力は使うけど、別に悪い気はしない。確かに鬱うつ陶とうしいことが多いけど、別にぼくだって姉さんが嫌いなわけじゃない。

「疲れた？」

「かなり疲れたよ」

　ぼくは苦笑いをする。

「体力ないなぁ」

　そう言うと姉さんは、テーブルの下のぼくの足を蹴けった。

「ぼくは優秀な姉さんと違って、落ちこぼれですから」

　冗談のつもりで言ったのだが、姉さんは一瞬だけ真顔になった。

「いや、冗談だよ冗談」

　ぼくは慌てて言う。

「別に劣等感があるわけじゃないよ。いや、ないって言ったら嘘うそになるかもしれないけど、今は本当に気にしてないから」

「それならいいけどさ」

　姉さんは伝票を持って立ち上がる。

「そろそろ出ようか」

　空には重い雲がかかり、夕焼けも星空も見えない。そんな中、ぼくたちは帰りの電車に乗るために繁華街の終点近くを歩いた。

「ねえ、たっちゃん」

　ぼくの前をスキップするように歩く姉さんがいきなり振り返った。

「なに？」

「たっちゃん、わたしの後ろを歩くのって嫌？」

　突然、何を言い出すんだ？

「いや、姉さんの方が歩くのが速いんだから、先に歩いていていいんじゃないかな」

「そっか。ついてくるの、辛つらくない？」

「ついてこなきゃ怒るでしょ？」

　ぼくは笑った。だけど、姉さんは笑っていない。

「怒らないよ」

　雑踏の音が聞こえなくなる。その一瞬だけ、ぼくらの周りから全すべてがなくなった。

「もしも、たっちゃんがわたしの後についてくるのが辛いんなら、歩くの止やめてもいいよ」

「どうして、今更そんなこと」

「この道を歩くか決めるのはたっちゃんだと思う。もしも、歩きたくないなら……」

「ぼくは」

　真まっ直すぐと姉さんを見る。

「自分の意思で歩いているよ」

　昔はそう思っていた。どうして自分が化け物と戦わなくちゃいけないのか分からなくて、名門の家系を継がなくちゃいけないのか分からなくて、ただ言われるがままやる気もなく退魔師をやっていた。

「昔は歩かされていると思っていた。だけど、今は違う」

　退魔師の仕事は大切な人を守ること。はるかに言われた言葉は今でもまだ覚えている。

　ぼくにだってその仕事をすることができる。ぼくだって守りたい大切な人がいる。

「ぼくにだって歩く理由があるんだ」

　後悔はない。迷いもない。これがぼくの選んだ人生なんだ。

「そうか」

　姉さんはふわっと微笑ほほえむ。

　ぼくらは帰路についた。地下鉄の駅に向かう途中。ふとした違和感。

　世界が歪ゆがむような妙な感じ。

　永と遠わさんや幽実香ゆみかさんと付き合うようになって、だいぶ慣れてきたが、この体の内部に広がるような不快感は間違いない。

　ぼくは辺りを見回す。

　ここは繁華街。こんなところに化け物がいるのか？

「どうしたの？」

　足を止めたぼくを不審がり、姉さんが首を傾かしげる。

「近くに化け物がいる」

　姉さんはすぐに真顔になる。

「この感覚は近くに化け物がいる時のものだ」

「どこ？」

　そこまでは分からない。だけど、近くにいることは間違いない。人はどんどん流れていくけど、感覚は薄れない。つまり、そいつはこの流れの中で一つの場所に留とどまっている。

「同じ場所にずっといる」

　ぼくも姉さんも周囲を見回しているが、道の真ん中で止まっているのは、ぼくたちくらいしかいない。

　建物の中か？

「あれ！」

　薄暗い路地を姉さんが指さす。それと同時に姉さんは動いていた。

「そこで待っていて！」

　そう言われて大人おとなしくしていられるほど聞き分けはよくない。荷物を放ほうり、ぼくも姉さんと同じ方に走り出す。路地の先には二人の人間。だが、ほどなく一人は倒れた。

「何をやってるの！」

　姉さんが立っている方に叫び声をぶつける。

　気持ち悪さはひどくなる。間違いない。あいつは化け物だ。

「気をつけて！　化け物だ！」

　ぼくは言うが、姉さんは何も言わない。完全に仕事モードに入っている。

「もう一度問います。正直に答えなければ攻撃します」

　姉さんは指で印いんを組む。発動指式を組み、術式を使うつもりだ。

　路地の薄暗い中で立つ人間は何も言わない。暗いために細かいところまでは判別できない。ただ、人型のシルエットが見えるだけだ。恰かつ幅ぷくのいい体格で、口の周りにはたくさんの髭ひげが生えているらしい。

「沈黙は反抗。反抗者には制裁を」

　姉さんの発動指式が組み終わる。目の前の空間が青く歪ゆがみ、赤い炎の矢が飛び出した。

　近くに倒れている人がいるため、威力をかなり落とした攻撃だろう。だが、速度は弾丸並みだ。矢が出現したと思った次の瞬間には、敵の体を貫いていた。

　炎に照らされた姿。それは、赤い服と白いラインの入った……。

「サンタクロース？」

　ぼくと姉さんは同時に言う。あまりにも意外な敵の姿に動揺した。

「ヴォオオオ！」

　だが、そのサンタクロースは明らかに人間では出せないような雄お叫たけびを上げると、ビルの壁に張りつき、飛び跳ねるようにそこを登っていく。肩には大きな白い袋を担いでいる。その行動の異常さから、とてもメルヘンチックな幻想を見ることはできないが、あれは確かにサンタだった。

「逃がすか！」

　姉さんが走り出す。いくら姉さんでも、壁をよじ登ることはできない。サンタの逃げるルートを地上から追う。ぼくも姉さんの後についていこうとするが、すぐに姉さんの厳しい言葉が飛んできた。

「一緒に来てどうするの！　たっちゃんは被害者の保護！」

　そう言われ、ぼくは慌てて倒れている人のところに駆け寄った。

　まだ若い男性だ。まるで眠るように倒れている。呼吸はしているが、かなり弱々しい。

　魂を抜かれた時の人間の様子とよく似ている。

　そうなると、もしかしたらこれは！

「姉さん、相手は……」

　術式を使える化け物かもしれない。そう言おうと思ったが、既に姉さんの姿はなかった。

「君の姉さんなら、もうかなり遠くへ行ってしまったよ」

　路地の更に奥。暗がりの中から人間がゆっくりと現れた。

　黒い和装の男。出てきたのは傅でん法ぽう谷や成なる彦ひこだった。

「傅法谷さん……？」　

「さすがは名門の山やま伏ぶし家だ。術式の精度はぞっとするほど高いね」

　彼は笑みをたたえている。どうして笑っているんだ？

「どうして、ここに……。いや、それより先に」

「救急車なら呼んだ。すぐに来るよ。それでいいんだろう？」

　人が倒れているのを見て、あたふたするぼくも器が小さいのかもしれないけど、傅法谷の落ち着きは少し異常だ。まるで、こうなることを初めから知っていたみたいだ。

「……それならいいんですけど」

　遠くからサイレンの音が聞こえる。

「悪いけど、今日は君たち姉弟を尾行させてもらったんだ」

「尾行？」

　こんな目立つ格好の人に後をつけられていて気づかなかったのか……。

「そして、先ほどの一連の流れも見させてもらった」

「どうして、尾行なんかしていたんですか」

「君と話がしたかったからさ」

「ぼくと？」

「そうだ。さて、救急車が到着したようだ」

　もう到着したのか。いくらなんでも早すぎじゃないのか？

「そちらの男性はプロに任せよう。色々と話をするのも面倒だ。どれだけ状況を話したところでその人がよくなることはない」

　傅法谷は歩きだす。

「ちょっと、放ほうっておくのかよ！」

「魂が抜けているんだよ。放っておいても何も変わらないさ」

　魂が抜けている。

　この男は何かを知っている。

　ぼくは倒れた男の人を残し、現場を去る傅法谷を追った。

「そこでいいだろう」

　路地の先には小さな神社があった。ぼくたちはそこに入り、立ったまま向かい合う。

「ぼくに話って何ですか？」

　何なんだ、この人は。ぼくが知っている傅でん法ぽう谷や成なる彦ひこはテレビに出てくるかっこよすぎる霊媒師だ。だけど、ぼくの目の前にいる傅法谷成彦はそんなメディアがつくり上げたアイドルなんかじゃない。

　どうして、ぼくたちを尾行した？

　この男には何か裏がある。彼とは少し話したことがあるくらいだけど、それは十分に感じた。気を抜けば何をされるか分からない。ぼくは先に切り出した。

「姉さんが化け物を追っています。ぼくも早く加勢に行かなきゃ」

「君ははるか君のことをどう思っているんだ？」

　そうきたか。この人は、本当にはるかのことを気に入っているのか。

「えっと……」

　はるかに合わせるべきか否か。

　はるかはあんな奴やつだが、好きでもない人と無理やり結婚させられるのも可哀かわいそうだ。

　そう。これは、別にぼくがはるかに好意を持っているからやっていることじゃなくて、はるかが可哀そうだからっていうだけのことなんだ。

「すごく素敵な女の子だと……思います」

　恥ずかしくてかなり小さな声になってしまう。

「そういうことじゃないだろ」

　傅法谷は不思議そうな顔をする。

　え？　そういうことじゃないの？

「彼女の価値をどれだけ利用できるか、ということだ」

「はるかの価値？」

　ぼくが不審そうな顔をすると、傅法谷は呆あきれたように口を開いた。

「まさか、彼女のことが単純に好きだから、婚約者だと名乗っているのかい？」

「どういうことですか」

　軽くバカにされたような気がして、少しむっとする。

「そのままの意味さ。君は荒あら瀬せ氏の話を聞いているわけじゃないのかい？」

　荒瀬氏というのは、はるかの叔母さんのことだろう。

「何も聞いていません」

「はるか君はね、非常に稀け有うな存在なんだ」

「何が稀有なんですか」

　彼はまるで困った子どもに物事を説明するように、侮ぶ蔑べつを含んだ苦笑をしながら話す。

「彼女の両親は、これは両名ともすでに亡くなっているんだが、両名ともに残念ながら退魔師としては優秀とは言い難い人物たちだった。はるか君がどう思っているかは知らないが、世間的な評価は低い。さて、退魔師の才能は、つまり術式を使う才能が遺伝することは知っていると思うが、どれほど強力な術式が使えるか、というのも遺伝で決まるといわれている」

　つまり、ぼくは遺伝的に見れば異端児ということか。ごめんなさい。せっかくいい遺伝子をもらったはずなのに……。

「遺伝的に見て、強力な能力を持っているはずなのに、少しの力しか発揮できないことはあるが、それはほとんどの場合が術者の努力不足が原因だ。または、先天的に身体に機能的な障害がある場合も力が発揮できない要因になる。しかし、その逆はない。つまり、遺伝的に劣っている人間が本来の力を超えることはあり得ない。そういったケースは極めて稀まれで、一〇〇年に一度ともいわれている」

「そのレアケースがはるか？」

　ぼくにも話が見えてきた。

「そう。はるか君がまさにそれにあたる。彼女は退魔師として、非常に優秀な能力を持っている。繰り返すが、これはかなり珍しい例外だ」

「はるかが努力で能力を向上させたってことでしょう」

「努力や根性でどうにかなるものじゃないよ。そう簡単に術式の才能は開花しない。才能というのは人間の限界を決める。どれだけ努力しても人間が空を飛ぶことができないように、人には生まれ持つ限界があるんだ」

「だけど、はるかが努力したことは間違いないと思います」

「今の話にそんなことはどうでもいいことだ」

　何だか腹が立つ。遺伝とか才能とか、そんなもので何もかもが決められてたまるか。

「何にせよ、彼女は非常に珍しい。そして、このケースの場合、はるか君の遺伝子は、より強力な退魔師を生む可能性が高い」

　遺伝子の限界を超えた遺伝子。一〇〇年に一度のレアケース。

「まさか、はるかと結婚したい理由っていうのはそれだけなんですか？」

「それ以上の理由が必要か？」

　傅でん法ぽう谷やは当たり前のことを言うように、さらさらと言葉を紡ぐ。むしろ、ぼくの言うことの方が間違っているとでも言いたそうな顔だった。

「好きとか、愛しているとか、守りたいとか……」

　言っていて自分が恥ずかしくなるが、間違ったことを言ってはいないと思う！

「そういうのが理由じゃないんですか？」

「ははは。まぁ、好きだよ。なかなか可愛かわいい子じゃないか。わたしのファンの子にああいう子は少ないから新鮮かもしれないね」

　先ほどとは違い、すごくバカにされた気がする。いや、間違いなくバカにされている。

　ぼくだけじゃない。はるかもバカにされている。そのことに、ぼくはむっとして傅でん法ぽう谷やを睨にらみつける。

「彼女は非常に価値のある存在だ」

「遺伝子の話じゃなく、はるかには十分に価値があります」

「いや、それだけだ。彼女が遺伝子的に稀け有うな存在である以外に、彼女に取り立てて重要なものは見当たらない」

「そんなことない！」

　ぼくは思わず大きな声を出す。

「彼女は人間的に素晴らしい……ところは少ないけど……そこまで言われる筋合いはないはずだ！」

　うん。多分、ない！

「これは、ますます君なんかに負けるわけはいかないな」

　傅法谷はぼくの頭を撫なでる。ぼくはすぐにその手を払った。

「バカにするな！」

「そう怒らないでくれよ。君のことも少し調べたんだけど……君も逆の意味で珍しいタイプのようだね。トンビが産んだ鷹たかに、名門の落ちこぼれの組み合わせか。面白い題材だが、それで優秀な退魔師が生まれなければ、そんなひどい喜劇はない」

「別にはるかは優秀な退魔師を生むために生きているわけじゃない！」

「今のところ、彼女の価値はそれだけだ」

　ぼくと傅法谷は睨み合う。

　はるかは、自分は退魔師としてしか評価されていないと言った。だけど、はるかにはそれ以外にもいくらだって存在価値がある。

「その話は、はるかも知っているんですか？」

「勿もち論ろんだ。この話は、元々そういう流れできている。彼女も了承済みだ」

「その話をはるかにしたんですね？」

「そうだろうね。わたしではなく、荒あら瀬せ氏がしたんだろうけど」

　よく分からない、とはるかは言っていた。

　はるかは自分の価値は退魔師として、優秀な子どもを残すことだけだと言われたのか。

　周りの人間がこんな奴やつらばかりだったら、いくらはるかだって分からなくなる。

「あなたはそれを聞いて何も思わなかったのか」

「意味が分からない。自分が稀有な存在だと知って、喜んだんじゃないのかな？」

　思わず手が出そうになるのを抑える。

「彼女はぼくが守る」

「守る？　何からだい？」

　傅でん法ぽう谷やはまた笑う。次は衝動を抑えきれなかった。

　体が動き、彼の胸倉を掴つかむ。

「あなたからも、化け物からも、彼女のことをバカにする全部から、ぼくは彼女を守ります！」

「ふん」

　傅法谷はぼくの手を取ると、簡単にねじあげる。関節が軋きしみ、腕が悲鳴を上げる。

「痛いぃぃ！　ギブ、ギブ！　折れる！　折れるっていうか、もげる！」

「こんな細い腕で、守れるといいんだけどね」

　ぼくは目にいっぱい涙を溜ためて、体をよじるがどうにもならない。そんなぼくを憐あわれむように傅法谷は見下ろす。

「わたしは格闘技の経験があってね。まぁ、全国大会には出場したけど、優勝はできなかった程度のレベルなんだけど」

　そこで、ようやく傅法谷は手を離した。これだけ見た目がいいくせに、全国大会出場クラスの格闘技のスキルもあるのか。そんなの反則だ！

　ぼくは自分の腕を撫なでながら傅法谷を睨にらみつけるが、我ながら情けない泣き顔に迫力はないだろう。

「まだやるか？」

　傅法谷はうすら笑いを浮かべながら言う。

　腕がずきずきと痛み、ぼくに教える。この人と喧けん嘩かしても絶対に勝てない。

　勝てないことは分かってる。

「やります！」

　勝てないから、やらない。そんなバカな話があるものか！

　はるかをこいつとなんか結婚させない！

　数秒間、ぼくたちは睨み合う。そして、傅法谷は視線を外した。

「若いな」

「なんだと！」

「だが、君みたいな少年は嫌いじゃないよ」

　傅法谷は鼻で軽く笑い、歩き始めた。

「どこへ行くんだ」

「帰るんだよ。わたしはこう見えても忙しい。君と決闘をしているだけの時間がない」

　最後の最後まで人を小こ馬ば鹿かにしている。

「わたしがどうしてテレビに出るようになったか教えようか」

　彼はこちらを見ずに、歩きながら喋しやべる。

「この世界を変えるためさ。そういう意味では、君たちと似ているかもしれないな。わたしたちの目指す先は同じだ。君だって分かるだろう」

　世界を変える？　それがぼくたちと似ている？

「何を言っているんだ？」

　彼は何も言わずに神社を去っていった。

　

　

　いやぁ、いよいよクリスマスですね！　昨日より寒くなりそうですが、恋人たちの熱で何とか乗り越えてほしいですね。ホント、そういう方がいる人は羨うらやましいですね。

　頭の中で今朝のニュースキャスターの言っていた言葉がリピートされる。

　羨ましいか。まぁ、思い合う人がいれば楽しいかもしれないな。

「そろそろ行こうよ」

　姉さんが玄関の方から大きな声を出してきた。ぼくは同じように大きな声で返事をする。

　昨晩、姉さんは結局化け物を取り逃がして帰ってきた。手負いの化け物を取り逃がしたということで、かなり悔しそうにしていたが、あれだけすばしっこい化け物だ。この結果は仕方ないだろう。

　ぼくは荷物をまとめて玄関に急ぐ。

「遅いよ。早く行こうよ」

　小学生みたいにはしゃぐ姉さんと一緒にぼくは家を出る。電車に乗り、ホワイトツリーがある街へと向かう。はるかとはそこで待ち合わせをしていた。

「昨日の化け物、まだこの辺りにいるかな」

　ぼくは電車の車窓から外を見ながら言う。

「それなりにダメージを与えておいたから、すぐにまた人間を襲おそうようなことはないと思うけど……」

　姉さんも心配そうに窓の外を見る。

「内務省に連絡はしておいたから、きっとすぐに見つかるよ」

「内務省、か……」

　いつも通りの人で溢あふれた街。でも、この中にあの化け物サンタがいる。

「父さんには話したんだよね」

「うん。だけど、父さんは内務省の報告を待つってさ」

　それが正しい手続きだ。普通は内務省から処理依頼が来る。現場でいきなり化け物を見つけるなんていうことはほとんどない。ほとんどないけど、ぼくはそんな異例を何度も体験している。

　ぼくらは駅に着くと、集合場所へと向かう。往来の激しいターミナル駅近くの集合場所。そんなどこを見ても人ばかりの場所に、遠くから見てもすぐ存在が分かる予想外の人物が待っていた。

「こんにちは」

　頭を下げるはるか。その隣には、

「椛もみじさん、あなたの恋の奴隷、片かた山やま庄しよう司じです」

　白いタキシードを着た庄司がいた。

「おい、ちょっと来い！」

　ぼくは庄司の胸元を捕まえて、彼をみんなと離れた場所に連れ出す。

「引っ張るな、服が伸びる！」

「こんな服、破れてしまえ！」

　ぼくは庄司を睨にらみつける。

「どうしてここにいるんだ！」

「勿もち論ろん、椛さんとデートするためだ」

「どうして、集合場所と集合時間が分かったんだ」

「荒あら瀬せはるかが教えてくれたんだ」

　庄司はにやりと笑う。

「交換条件さ。俺おれたちは同盟を結んだんだ」

「同盟？」



    

  
    
      



    

  
    
      「荒あら瀬せは竜たつ弥やと一緒にホワイトツリーへ向かう。俺おれは椛もみじさんとホワイトツリーへ。お互いが協力し合い、目的を達成するのさ」

　はるかめ、騒がしい奴やつを連れてきやがって。

「あと、一緒にいるのは俺だけじゃないぞ」

「他ほかにもまだいるのか？」

　集合場所に目を向けると、はるかと姉さんの他に、もう二人いた。

　一人は幽実香ゆみかさんだ。そして、その隣、若干のスペースを空けてサンタさんがいた。

「サンタクロース！」

　昨日の戦闘を思い出し、ぼくは思わず大きな声を出してしまう。だが、そのサンタは昨日見たものより小さいし、細かった。

　状況から考えれば答えは一つである。永と遠わさんが恥ずかしくてサンタの格好をして姿を隠しているのだろう。サンタのコスプレをしている方が、何十倍も恥ずかしいと思うんだけどな……。まぁ、そういう常識が通用しないのはいつも通りか。

「それじゃあ、六人でホワイトツリーに行くのか」

「まぁ、そうなるな」

　まさか、そんな大所帯になるとは思わなかった。

　ぼくたちは一団の中に戻る。

「竜弥のお友達は個性的な人が多いのね」

　姉さんもさすがに引き気味だ。永遠さんは髭ひげまでつけて顔を隠しているので、姉さんには夏に戦った吸血鬼が近くにいると気づかれていない。

「そうなんです！　個性的なんです！」

　そう言いながら庄しよう司じは姉さんに抱きつこうとするが、それを姉さんは片腕で止める。普通の人間の腕力では、姉さんには絶対敵かなわない。

「個性的な男性は嫌いですかぁぁ」

「というか、あんたが嫌い」

「そんなぁ……」

　姉さんも容赦ないな。

「さぁ、行きましょう」

　はるかが満面の笑顔で言う。

「ん？」

　姉さんははるかをじっと見つめる。

「あなた、確か夏に海で……」

　そういえば、姉さんとはるかは夏の段階で面識があった。その時は、ぼくの友達の彼女だという風に紹介していた。

「あ。覚えていてくれたんですね」

　はるかはにこっと笑う。

「竜たつ弥や君の友達の彼女のはるかです」

　どうやら、はるかは夏と同じ作戦で乗り切るつもりのようだ。

「で、あんたの彼氏は？」

　姉さんは周りを見る。

「どこにいるの？」

　まずい。どうやって回避すればいい！　ぼくは必死で頭を働かせるが、全まつたくいいアイディアは浮かんでこなかった。

「彼氏なら、家で寝込んでいます。インフルエンザにやられてしまって……」

　はるかはいつも通り、何の抵抗もなく、呼吸するのと同じくらいの自然さですらすらと嘘うそをつく。

「彼氏が寝込みながら、ホワイトツリーの写真を撮ってきてくれと……」

「なんで写真なんかが欲しいのよ」

　姉さんの尋問は続く。さすがに、姉さんもはるかのことを怪しんでいる。

「写真と動画を加工して、映像だけでもわたしと回っているものをつくりたいみたいなんです」

「……ちょっと、変わった彼氏ね」

「ええ。少し頭がおかしいんです」

　はるかはにっこり微笑ほほえんだ。なんだ、この会話は。

「さぁ、行こうか」

　絶妙のタイミングでサンタの格好をした永と遠わさんが言う。

「……うん」

　その隣で幽実香ゆみかさんが小さく頷うなずいた。いつもなら、一番ノリノリに反応しそうなのに、少しおかしな反応だ。永遠さんと幽実香さんの立ち位置もいつもより離れている。

　もしかして、まだ二人の関係はぎくしゃくしているのか。

「ちなみに、その格好はどうしたんですか？」

　ぼくが質問すると、永遠さんは赤い服の裾すそを持ち上げる。

「借りてきた」

「……誰だれに？」

「ケーキ屋さんの前でチラシ配りをしていた男だ」

　どういう手段で借りたのかは、怖くて訊きけなかった。

「行きましょう。ダーリンのために写真と動画を撮らなくちゃ！」

　はるかを先頭に、ぼくたちは歩き始めた。

　電飾に彩られた街は華やかで、行きかう人々の表情も明るい。

　クリスマスをこんな風に過ごすのは初めてだった。初めてはるかと会った時、まさかこいつと一緒にクリスマスの街を歩くことになるなんて絶対に思わなかった。

　そう考えると、なんだか少し笑えてくる。

　思えば、はるかに殺されかけたこともあった。騙だまされたことも、利用されたこともあった。なんだか、はるかとはいい思い出なんて一つもないように思えてくるが、そうでもない。

「あ！　あのクレープ屋さん！」

　幽実香ゆみかさんがクレープ屋さんを指で示した。

「どうかしたんですか？」

　先頭のはるかが足を止め、全体の進行が停止する。

「結構有名なお店なんだよ。ねぇ、ちょっと寄っていこうよ！」

　それは、キムチ納豆のクレープ屋だった。周りには数名のお客さんがいる。

「おお。キムチ納豆のお店ね」

　ぼくはそう言いながら、あの忘れられない味を思い出し、無性にまたあのキムチ納豆クレープが食べたくなった。

「キムチ納豆？」

　庄しよう司じが顔をしかめる。

「あれ、クレープ屋だぞ」

「いや、あるんだよ。キムチ納豆クレープっていうのが」

　それを聞いて、庄司だけでなく、はるかも眉まゆをひそめた。

「なんだよ、それ」

「気持ち悪いです」

「いや、美お味いしいんだよ、これが！」

　二人は昨日のぼくのリアクションだ。

　君たちの気持ちは分かる。とてもよく分かる！　だけど、どうかキムチ納豆クレープを食べもせずに想像だけで判断しないであげてほしいんだ！

　二人にぼくはキムチ納豆クレープの素晴らしさを熱弁した。

「嘘うそをつけ」

「信じられません」

　二人の信頼を得るためには、食べさせるしかない。かなり嫌がる二人を無理やり連れて、ぼくはクレープ屋さんへと向かった。

　ぼくを一向に信じない二人のために、まずはぼくが身を挺ていしてその美味しさを証明する。ぼくが食べるのを見て、ようやく二人もキムチ納豆クレープを購入し、口にした。

「嘘うそだろ……」

「信じられません」

　二人のリアクションは、完全に昨日のぼくと完全に同じだった。うん、うん。そうなるよね！

　姉さんや幽実香ゆみかさんたちもクレープを食べてから、ぼくたちはホワイトツリーのある場所へと歩いて向かう。

　歩行者天国になっている大通りを歩きながら、ぼくは横にいるはるかを見た。

「楽しそうだな」

　いつもより、はるかの表情は明るい気がする。ほんのちょっとだけだけど。

「そうですか？」

　はるかは無味乾燥な言い方でぼくに言葉を返す。

「楽しくないのか？」

　ほんの少し時間をとって、はるかは口を開いた。

「楽しいですよ」

　僅わずかに微笑ほほえむ。

「こういうのも悪くないと思います」

　

　ホワイトツリーとはビルに囲まれた広場の中央に立てられた巨大なクリスマスツリーのことである。外国から運ばれてきた本物のもみの木に白い綿をたっぷりとくっつけ、電飾やキラキラの飾りをぐるぐる巻きにした派手なツリーで、高さは三〇メートル以上あり、日本最大のツリーということだった。一種の観光資源になっていて、このシーズンは多くの人たちが見に来る。今日はクリスマス本番ということもあり、いつもより更に多くの人々が集まっていた。

「すごい数の人だな」

　ホワイトツリーの近くにたどり着くと、庄しよう司じが周りを見回す。この中では彼の背が一番高いので、彼が監視塔の役割を担う。

　庄司の言う通り、周りはとにかく人だらけだった。ホワイトツリーのジンクスは有名なので、たくさんの人たちが順番待ちをしてホワイトツリーの周りを囲んでいる。

「こりゃ結構かかりそうだな」

　ぼくたちはお互いに顔を見合わせた。今日はホワイトツリーを一周しに来たのだ。待ち時間が長いからといって帰ってしまったら、元も子もない。

「待とうか」

　ぼくは仕方なく、ポケットに手を突っ込んで順番に並んだ。

　どれくらい時間がかかるか見当もつかない。手をつないで一周すれば終わりなのだから、ひと組ずつはそんなに時間がかからないと思うのだが、とにかく人の数が多い。もしかして、一時間くらい待たされるかもしれないな……。

「寒いですね」

　はるかが言い出す。まさか、こいつのわがままがここで炸さく裂れつするのか？

「わたし、温かい飲み物買ってきましょうか？」

　はるかのセリフにぼくは耳を疑った。

「みんな並んでるし、わたしだけ行ってきます」

　こんな献身的なはるかは初めてだ。

　うん。ぼくだって分かっているよ。勿もち論ろんこんなのは嘘うそだ。はるかは本当にぼくたちのことを心配してるわけがない。こいつ、何か企たくらんでいる！

「あ。でも、一人じゃ持てないかも……。竜たつ弥や君、一緒に来てくれるかな？」

　はるかが気持ち悪いくらい可愛かわいく笑う。はるかの作戦を即座に理解する。

「ああ、いいよ」

「ダメ！」

　血ち眼まなこの目でぼくの肩を掴つかんだのは姉さんだった。

「え？　姉さん？」

　その形相に、ぼくは体の内側から確かに恐怖が湧わいてくるのを感じた。

「もしも迷子になったらどうするの？」

「いや、さすがに迷子には……。はるかもいるし」

「二人で迷子になったら困るでしょ！　色んな意味でもっと困るでしょ！」

　この状況で姉さんを説得するのは困難か。その時、はるかが僅わずかに庄しよう司じに目配せをする。庄司は軽く頷うなずくと、姉さんのコートを指して大きな声を出した。

「椛もみじさん！　ポケットから竜弥の隠し撮り写真がこぼれ落ちていますよ！」

「え！　本当？」

　姉さんがぼくの肩を掴む力が弱まる。

　というか、そんなのいつも持ち歩いていたのか！

「今です！」

　はるかに引っ張られ、ぼくたちは人ごみに紛れた。

「落ちてないじゃない！　ちょ、ちょっと！　もう！」

　姉さんは何か騒いでいるが、庄司が必死にコートを引っ張っている。かなり強引だが、二人のコンビプレーにより、ぼくとはるかは一団から離れた。こいつらの同盟の結束力は一朝一夕のものとは思えないぞ。

　しばらく、人ごみの中を歩いて姉さんたちと距離をとる。姉さんはかなりしつこく追跡してきたけど、身を低くして逃げ回ったため、完全に姉さんの追撃を回避することに成功した。この状況なら、さすがの姉さんでもぼくたちを簡単に見つけ出すことはできないだろう。

「姉さんからは離れたけど、これからどうするんだ？」

　ぼくは前を歩くはるかに尋ねる。

「少し時間をつぶしましょう。約束の時間まで、まだありますから」

「約束の時間？」

「はい。直なお恵えおばさんと傅でん法ぽう谷やさんを呼んでいるんです。この前の練習の成果を発揮しますよ」

「向こうは二人で来るのか？」

「おばさんには何度も本当に来るのか確認されましたよ。ここ数日間、直恵おばさんを避けていましたからね。おばさんからすれば、わたしは完全に行方不明になったと思われたでしょうね」

　はるかが本気を出せば、きっと探偵でも見つけられないほど完かん璧ぺきに行方をくらますことができそうだ。

「傅法谷さんも今日を楽しみにしているそうです。何が楽しいのか知りませんけど」

　傅法谷が来る。

　昨日のことを思い出せば、あんな奴やつとはるかを結婚させるべきじゃないと思えてくる。

　ぼくたちはホワイトツリーを見ることができるビルに入り、エントランスのソファに腰掛けた。

「昨日、傅法谷さんに会った」

　これから傅法谷に会うのなら、あの男がはるかのことをどう考えているかは伝えておくべきだ。もしかしたら、もう知っているのかもしれないが、これは確認しておかなくちゃいけない。

「そうですか」

「そこで、傅法谷さんがはるかをどう思っているか聞いた」

「そうですか」

「傅法谷さんは……」

　伝えるのは辛つらい。だけど、やっぱり言わなくちゃ。

「はるかを優秀な退魔師を生むための道具くらいにしか思っていない」

　ぼくははるかを見る。その表情は一ミクロンも変化していないように見える。

「そうですか」

「そうですかって、それだけかよ」

　あまりに薄いリアクションに逆に拍子抜けになる。

「まぁ、そんなようなことだと思っていました」

「やっぱり、知っていたのか」

　ぼくはちょっとほっとした。だけど、それと同時に淋さびしくなった。

「そんなこと言われて、結婚するわけないよな。今日会ったら、絶対に言い返してやろう」

　きっと、はるかなら全力の悪口で傅でん法ぽう谷やを黙らせるだろう。

「言い返すことはできないですよ。全すべて事実ですから」

「は？」

　はるかは相変わらずガラスみたいに無感情な目で真まっ直すぐ前を見ている。

「退魔師全体の利益から考えれば、直なお恵えおばさんや傅法谷さんの言うことを聞いた方がいいことは決まっています。わたしにはその価値がある。というよりも、他ほかに価値がないから、みんなわたしを結婚させようとしているんでしょうね」

「なんでそんなこと言うんだよ」

　いつもの自信満々の荒あら瀬せはるかはどこにいった？

「竜たつ弥やくんは名門の出身だから分からないかもしれませんが、わたしみたいな底辺の退魔師の出身はいくらでも替えのきく雑兵みたいなものです」

「でも努力して、今は十分な力があるじゃないか」

「はい。実力がついたお陰で、周りに奇異の目で見られ、今では自動的に婚約者を決めてもらえる身分になりました」

　はるかは淡々と言う。

　自分のことなのに。自分の人生なのに。どうして、そんなに無関心な話し方ができるんだ。

「竜弥君はわたしに退魔師以外の仕事以外のことをするのは簡単だと言いましたね。でも、やっぱりわたしにはそれしかないんです」

「そんなことない！　優秀な退魔師を生むことも大事かもしれないけど、はるかにははるかにしかできないことが他にもあるだろ」

「例えば？」

「……意地の悪い悪戯いたずらとか」

　それしか出てこない。

「それは素敵なわたしの存在価値ですね」

　はるかはにこりともせずに言う。

「この結婚への反対は、わたしのエゴです。冷静に考えれば、わたしのやっていることは愚かなことだと思います。傅法谷と縁故が生まれれば、荒瀬家にとっても大きなメリットとなります」

「はるかは間違っていない。それは、エゴなんかじゃない」

　絶対に間違っていない。

「いいえ、わたしは間違っています。ただ、きっと意味もなく反抗しているだけなんです」

「意味もなく？　そんなことないじゃないか！　はるかのことをそんな風に言う男と結婚しろなんて、そんなの絶対に言う通りにする必要はない！」

　はるかは冷めた目でぼくを見ている。

「どうして、竜たつ弥や君がそんなに興奮しているんですか？」

「そんなの、分からない！」

　僅わずかに、本当に少しだけ、はるかが微笑ほほえんだ気がした。

　ぼくは興奮して肩で息をしている。周りのお客さんたちも、大きな声で話すぼくたちを不思議そうに見ていた。

「はるかは、いつもの強気でいろよ。そうしないと、ぼくがなんだか拍子抜けだ」

「いつもの強気とは心外ですね。わたしは常に謙けん虚きよですよ」

「よく言うよ」

　その調子だ。そういうはるかでいればいい。はるか自身が何と言おうとも、傅でん法ぽう谷やや叔母が何と言おうとも、はるかははるかであって、はるか自身に価値がある。どんな価値があるかと訊きかれたら困る。困るけど、絶対になんかあるはずなんだ。

「おばさん」

　はるかが遠くを見ながら言う。

「おばさんが来たのか？」

　ぼくもはるかの視線の先を追うが、人が多すぎてすぐにははるかのおばさんの位置を把握できない。

「手招きをしていますね」

　はるかはそう言いながら立ち上がった。

　呼ばれています。そう呟つぶやいて、はるかは建物の出口へ向かった。そのタイミングでぼくはようやく手招きをしていた直なお恵えおばさんを発見した。彼女ははるかが外に出ると人ごみの中に紛れてしまった。

「傅法谷さんも来ているのか？」

　ぼくははるかに追いつき、隣に並んだ。

「分かりません。だけど、何だかおばさんの様子が少し変だったように思います……」

　変だった？　確かに、はるかを呼んでおきながら、すぐに隠れるみたいに姿を消してしまった。変だといえば変だ。ぼくたちはおばさんがいた場所を目指す。

「うわぁぁ」

　男の人の叫び声。それに続いて、何人かの女性の悲鳴が続いた。ぼくたちの周りから連鎖的に金切り声が上がる。ホワイトツリーの近く。人の流れと声の発生地点から考えて、そこが混乱の発信源だ。

　はるかが人の波とは逆方向に走り出す。ぼくもほとんど同時にホワイトツリーの方へと走った。

　人々が逃げ惑い、ホワイトツリーの周りの人が一いつ掃そうされた。人垣の中から現れたのは、サンタの格好をした男が三人。

　いや、あれは人間じゃない。武骨なその体つきと、白いつけ髭ひげの隙すき間まから見える黒々とした毛並みは、明らかに人間以外がサンタの格好をしていることを伝える。サンタの化け物たちの足元には何人かの人間が倒れていた。

「化け物だ」

　ぼくは周りを見回す。こんなところで化け物が人間の魂を奪うことなんて信じられない。化け物たちは今までずっと一部の人間に知られるだけで、ほとんどその正体を知られない生き方をしてきた。それが、こんな場所で人を襲おそうなんて……。

「困りましたね」

　はるかが左右を見ると、たくさんの人の姿。

　ぼくたち退魔師も社会には知られてはならない存在。ここで化け物たちと一戦交えれば多くの人たちの目に映ることになる。

　逃げていく人たちの中で、ぼくたちはその場に立ち、化け物から目を背けない。その時、化け物たちが一斉にはるかを睨にらみつけた。

「おい、なんか睨まれてるぞ」

「本当ですね。人気者になった気分です」

　化け物たちは牙きばをむきだしにし、爪つめを光らせて明らかに戦闘態勢に入る。

　くそ。ここでは戦うことができないのに。

「たっちゃん」

　ぼくの名前を叫びながら、人ごみの中から姉さんが飛び出した。ホワイトツリーを挟んでちょうど向かい側だ。いつもだったら先手必勝が信条の姉さんだったが、やはり手を出していない。

　野人のようなサンタたちは低いうなり声を上げて、今にも飛びかかってきそうだ。

　どうする？　被害者が出ている以上、このまま放ほうっておくわけにはいかないが、手詰まりだ。

「現れたな悪党ども！」

　よく通る声。次に黒い鞭むちがしなり、サンタたちを切り裂く。周りの人たちから悲鳴が聞こえるが、青い光を出して一匹目のサンタが消え去ると、全員が信じられないものを見るようにそれに見入った。

　サンタたちはバラバラに逃げ回るが、黒い鞭はしなり、ホワイトツリーにぶつかりながらも正確にサンタたちを貫く。次々にサンタたちは引き裂かれ、ついに全滅した。

　黒い鞭むちは役目を終えると、溶け始め、墨汁のような液体となり、地面に落ちて広がった。

「袋がない」

　ぼくは広場を見回す。しかし、前に姉さんが傷を負わせたサンタの持っていた袋のようなものは、その場に残されていなかった。

「袋がどうかしたんですか？」

「いや、前にあの化け物を見た時は、袋を持っていたんだけど……」

　あの袋は何だったんだろう。

「みなさん、ご協力ありがとうございました」

　そう言って、ホワイトツリーの前に傅でん法ぽう谷やが歩いて出てきた。女性の黄色い歓声が飛ぶ。

　ぼくとはるかは睨にらみつけるように、傅法谷を見た。

「新しい映画の撮影でした。ご協力感謝します！」

　傅法谷はそうやって状況を説明する。これは映画のゲリラ撮影。最新の映画技術を使い、化け物とその消滅シーンを行った。映画の公開はまだ先だから、ここでの出来事はできるだけ他言しないこと。かなり無理のある説明だが、化け物が現れてそれを退魔師という魔法使いが倒しました、という説明よりはずっと説得力があっただろう。やがて、人々はホワイトツリーのもとに戻り始め、傅法谷の周りを囲んだ。

「傅法谷さん、映画にも出るんですね！」

「握手してください！」

「写真撮っていいですか？」

　傅法谷の周りにはたくさんの人が溢あふれる。

「人気者ですね」

　はるかはつまらなさそうに言う。

「今回は人気者の傅法谷さんに助けられたね」

　自分で言いながら悔しくなる。

　人ごみをかき分けて、姉さんがぼくの方に突進してきた。

「たっちゃん！」

　何人かの女性が宙を舞い、ちょっとした地獄絵図が展開されたが、姉さんはぼくのもとにたどり着いた。

「ジュースを買うのに随分と時間がかかったみたいね」

　姉さんは息を少し荒くして、ぼくの両肩を掴つかむ。その顔は笑っている。こういう時の姉さんの笑顔ほど、心の底から恐怖を生み出すものはない。

「いや、あの……。あれ？　はるか？」

　はるかに助けを求めようとしたが、はるかの姿がない。

　あいつ、危険を察知して逃げたな！

「あの女の子はどこなの？」

「えっと……どこかに行きました」

　すると、姉さんはにやりと笑う。

「それなら逆にオッケーね。大願成就！」

　姉さんはぼくをホワイトツリーへと引っ張る。周りの人たちは先ほどの姉さんの行動を見ているので、自然と道をあけてくれた。

「さぁ、回るわよ！」

「え？　でも、順番が……」

「傅でん法ぽう谷やを囲んでいるのか、ホワイトツリーに並んでいるのか、誰だれが何をしているのか分からなくなってるでしょ。こういう時は早いもの勝ちなの！」

　姉さんは手をつないだぼくを引きずるようにホワイトツリーの周りを歩きはじめる。その時、ホワイトツリーの幹からみしみしという音が聞こえ始めた。

「あれ？」

　ツリーの幹にはいくつもの傷跡がある。深いものは幹の半分ほどまでに食いこんでいる。

「これって……」

　ホワイトツリーはゆっくりと動いて見える。

「逃げて！」

　姉さんが叫ぶ。周りの人たちが悲鳴を上げながらホワイトツリーから離れる。ぼくも必死に駆けだす。ホワイトツリーは大きな音を立て倒れ、ビルにぶつかり、一部のガラスを破壊しそのまま寄りかかる形で止まった。

　最悪だ。

　恋人たちの素敵なジンクスが根元から破壊されてしまった。

「これはやりすぎたな」

　そう言いながら、傅法谷は自分を囲む人の山をかき分け始める。あいつ、逃げる気だ！

「たっちゃん、平気？」

　姉さんが心配そうにぼくのもとにやってくる。

「ぼくは大丈夫」

　逃げる人たちの体以外にぶつかったものはない。怪け我がなどはしていない。

　警察や救急車が到着し始める。辺りが再び騒然となる。この混乱に巻き込まれると厄介だ。

「一度、ここから離れよう」

　ぼくの言葉に姉さんが頷うなずく。ぼくたちはできるだけ目立たないように、ホワイトツリー跡地を去った。

　庄しよう司じや永と遠わさんや幽実香ゆみかさん、それにはるかと離れ離れになってしまった。傅法谷もいなくなり、ホワイトツリーが崩壊し、今回の作戦は完全に大失敗だ。

「さっきのサンタの格好をした化け物は……」

　姉さんは早歩きで進みながら、小さな声で言う。ぼくは庄しよう司じにメールをしていた。ホワイトツリーが倒壊したので、先に帰ります。そう送信した。非常に冷たい奴やつだと思われるかもしれないが仕方ない。庄司だって、いつまでもここにいれば危険があるかもしれない。

「昨日の奴は交ざっていなかったみたいだね」

　サンタの中に、怪け我がをしていた奴はいなかった。

「あんな風に群れをつくって白昼堂々人間を襲おそうなんて信じられない」

　それは完全に同意だ。何かがおかしい。

「あんな化け物がいるなんて、内務省からの報告にはなかったのに」

　姉さんは俯うつむき、顔をしかめる。

「これからどうする？」

「わたしはこの辺りを調べる」

　姉さんはそう言って止まる。

「まだ、仲間がいるかもしれない」

「そうだね」

　化ばけ物もの部ぶのメンバーには、ぼくと姉さんでこの辺りを調べるとメールしてある。ぼくも初めからそのつもりだった。

「それじゃあ、わたしはこっちから探し始めるから……」

　とんだクリスマスになってしまった。

　化け物、退魔師、謎なぞの事件。とても消化できないような料理が出され、どれも消化できないうちに次々と新たな問題が積み重なっていく。

　結局、ぼくたちはそれ以上のバケモノを見つけることができなかった。

　

　ホワイトツリーからの帰り道。ぼくは姉さんと別の道で帰った。先ほどのサンタの残党がいないか、少しでも広い区域を探しながら帰るためだった。

「あれ？　幽実香ゆみかさん？」

　既に暗くなった通り。繁華街から少し外れた場所に幽実香さんがいた。彼女は下を向きながらとぼとぼと歩いている。

「竜たつ弥や君」

　力なくそう言う彼女の表情は暗い。

「どうしたんですか？」

　いつも底抜けに明るい幽実香さんがここまで落ち込んでいるのは珍しい。ぼくは心配になって尋ねた。

「部長に……聞いたの……」

　幽実香ゆみかさんは目から大粒の涙をこぼし始めた。

「え？　何をですか？」

　幽実香さんはえぐえぐと泣き始める。このまま立ち話という雰囲気でもなさそうだ。ぼくたちは近くの公園に入った。ちかちかと点滅する古びた街灯の下のベンチに座った。

「永と遠わさんがあまりにもアイアンメイデンのことを気にしているから、なんでそんなにアイアンメイデンが大事なのかって、ホワイトツリーが倒れた後で訊きいてみたの」

　ベンチに座ると、幽実香さんが泣き声で話し始める。

「はるかにですか？」

「永遠さんには訊けないよ……。なんか、今は永遠さんとそんな話ができる雰囲気じゃないし」

　まぁ、そうだろうな。

「そうしたらね、あのアイアンメイデンは部長が永遠さんに贈ったプレゼントらしいの」

「そうみたいですね」

「しかも、元々あれは仲直りの印いんだったんだって」

「仲直り？」

　どういうことだ？

　幽実香さんは上を向く。曇った空に星は見えなかった。瞬いているのは街灯の明かりだけだ。

「よく分かんないんだけど、部長は最初、永遠さんを倒そうとしたらしいのね」

「まぁ、化け物と退魔師ですからね」

　本来ならば、今の状況のほうがおかしいはずだ。

「だけど、永遠さんは話せば協力してもらえる吸血鬼だと思ったらしくて、喧けん嘩かをやめる印に、永遠さんにアイアンメイデンをあげたんだって。これをあげる代わりに、一緒に化ばけ物もの部ぶをやってくれって」

　それって、つまり物で釣ったってことでは……。

「だから、永遠さんはすごく大事にしているんだよ、あのアイアンメイデンを」

「そうだったんですか」

　たとえ、はるかが物で釣るつもりで永遠さんにアイアンメイデンをあげたのだとしても、永遠さんにとってそれがはるかからの贈り物で、大事なものであることには変わりないだろう。

「それなのに、わたしは壊れたんだから仕方ないとか、シーツも可愛かわいいとか……」

　幽実香さんは再び泣き始める。

「そりゃ、永遠さんも怒るよね。わたし、本当に何であんなこと言ったんだろ。でも、永遠さんだってあんな言い方ないじゃない！　ああ、もう……自分が悲しんでるのか、怒ってるのか分かんない……」

「幽実香ゆみかさん……」

　ぼくは彼女に何て言えばいいんだろうか。

　気にするな、と言えばあまりにも軽薄すぎる。しかし、これ以上彼女を責めることもできない。ましてや、一緒に永と遠わさんを非難することが正しいわけがない。

　ぼくはそのままずっとそこにいた。

　三十分くらいずっと黙りっぱなしで、幽実香さんは静かに泣いていた。ぼくはそこにいることくらいしかできなくて、寒空の下で自分の無力さを感じながら黙っていた。

　ぼくのくしゃみが合図になった。

「ごめんね。生きている人は寒いよね。わたし、寒さとか分かんないから、気づかなかった」

　幽実香さんはまた泣きながら謝る。

「いいです、気にしないで……っくしょん！」

　ぼくの鼻から鼻水が垂れる。

「今日はもう帰るね。一緒にいてくれてありがとう」

　幽実香さんはそう言うと、立ち上がり、下を向きながらとぼとぼと歩き始めた。結局、ぼくは何もできなかった。

　帰宅すると、姉さんに猛烈な勢いで叱しかられた。一人で勝手に長く巡回して、化け物に襲おそわれたらどうするの、とさんざん言われた。幽実香さんと話していたことは伏せ、ずっと化け物を探していたと話したからよかったものの、幽実香さんのことを正直に話していたら、女の子とこんな時間まで一緒にいたのか、と説教の時間が二倍ほどに延びていただろう。

　その晩のニュースでは、ホワイトツリーの事件はなぜかそれほど大事にならず、ホワイトツリーの転倒は事故であると紹介された。

　内務省から退魔師への発表もない。

　サンタの格好をした化け物のことよりも、そっちのほうがずっと不気味だった。
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「ということで、やっぱり内務省からの情報に、今回の事件の化け物についての記述はない」

　クリスマスの翌日、ぼくたちは部室に集まっていた。話題は勿もち論ろん、クリスマスに現れた化け物たちのことである。冬休み中のため、新校舎は閉まっており、一部の部活が活動しているだけ。学校はとても静かだった。

「こうなると考えられる可能性は二つですね」

　はるかは指を二本立てた。

「一つは内務省が意図的に情報を流していない、ということ。二つ目は何者かによって情報が遮断されているということ」

　どちらもにわかに信じられない。

「現実的に考えれば、一度発表された内務省のデータを完全に漏ろう洩えいしないようにするのは不可能だ。そもそも、そんなことをすれば内務省が何らかの対策を講じるだろう」

　永と遠わさんが言う。ちなみに、彼女は今もサンタの格好をしている。

「そうなると、内務省がわざとあの化け物たちの情報を流していないということになりますね」

「そんなことあり得るのか？」

　いくらはるかの言うことでも、そう簡単に信じられるものではない。

「実際にあり得ている」

　はるかはいつも通り腕組みをし、じっと目の前の資料に目を落とした。

「何かが起こっています」

　何かが起こっている、か……。

「ちょっといいかな」

　ぼくはずっと気になっていたことを口にする。

「傅でん法ぽう谷やさんのことなんだけど、あの人はサンタの格好をした化け物が現れた場所に、二回とも居合わせていたんだ」

　はるかは目を細める。

「この前のクリスマスと、クリスマスイブの日」

「それを言うなら、竜たつ弥や君や椛もみじさんも同じじゃないですか」

「いや、そうなんだけど、まだおかしいところがあるんだ。クリスマスもクリスマスイブも、化け物が現れてから救急車や警察が来るまでの時間が短すぎる気がするんだよ」

　はるかと永遠さんが目を合わせる。

「傅でん法ぽう谷やさんは事件が起こることを知っていたから、事前に連絡をしていた……。そう考えることはできないか？」

「考えとしては面白いですが、根拠が薄弱ですね。仮に、傅法谷さんが事件のことを知っていたとして、どうして、救急車や警察を呼んだのですか？」

「それは……」

「被害者を助けようと思うのなら、彼自身が戦えばいいじゃないですか。彼は退魔師です。実力的にもかなり高い。あのサンタ程度の化け物なら造作もなく倒せるでしょう」

「人の目があったから倒せなかった？　警察に頼るしかなかったんじゃないのか？」

　永と遠わさんが口をはさむ。

「それもおかしな話です。実際、クリスマスの日はあれだけたくさんの人の前で大暴れしていたじゃないですか」

　確かにはるかの言う通りだ。

「しかし、傅法谷さんに何か裏があるのは確実でしょうね。一度、敵の懐に飛び込んでみる必要があるかもしれませんね」

「懐に飛び込む？　どうするつもりなんだ？」

　はるかは立ち上がる。

「傅法谷さんと婚約することにします」

　自分の耳を疑うが、確かにそう聞こえた。おかしいのは耳じゃなくて、はるかの方だ。

「何を言ってるんだよ！」

「婚約すると言っているんです」

　婚約する？　はるかのことを優秀な退魔師をつくるための道具くらいにしか思っていない男とか？

　ぼくも思わず立ち上がる。

「そんなのおかしいだろ！」

「何がですか」

　はるかは腕を組み、横柄に質問してくる。

「そんなの分かるだろ！　今まで婚約をなしにするためにこれだけやってきて、いきなり婚約するっておかしい！」

「内務省からも情報がなく、手がかりも掴つかめないわけですからそうするしかないと思います」

　そんなことで婚約？

　今までのできごとが色々とよみがえる。

　廃工場でのキス。夕方の商店街でのデートの練習。傅法谷の言葉。ホワイトツリーの前での会話。

　頬ほおと耳が熱くなってきたが、その熱を言葉に乗せる。

「情報のためだけに婚約なんかすることない！」

「情報は貴重ですよ。退魔師として、わたしは仕事を完遂する義務があります。仕事を完遂するためには情報が必要です」

　退魔師として？

「それがどうした！」

　はるかがそこで目を丸くする。

「いくら退魔師だからって、好きでもない男と結婚するなんておかしいよ」

「結婚ではなく、婚約です」

　はるかは鋭く返すが、ぼくだって引き下がらない。

「それで、結婚まですることになったらどうするんだ」

「まぁ、その時はその時ですね」

　はるかはいつも通り、さらりと言う。

「そんな風に簡単に決めることじゃないだろ！」

「竜たつ弥や君は何がそんなに気に入らないんですか？　わたしが誰だれと婚約しようと、わたしの勝手じゃないですか」

　わたしの勝手。

　その言葉を聞き、少しだけ淋さびしさを感じる。はるかとぼくは他人だ。だけど、彼女のことをここまで心配するのは間違っていることなのか。

「それはそうかもしれないけど……」

　いや、間違っていない。はるかのことを少しも好きじゃない男と、はるかは結婚して幸せになれるのか。しかも、そのきっかけだって化け物のことだ。

　そんなのはやっぱりおかしい。

　ぼくがはるかを守ります。

　自分で言った言葉が、もう一度胸に湧わきあがってくる。

「やっぱり、そんなの認められない！」

「強情な人ですね」

　はるかは呆あきれたように、腕組みしたままため息をついた。

「それなら、他ほかにサンタの化け物の事件を解決する手段を見つけてください」

「分かった」

　別に婚約なんかしなくていい。ぼくが直接傅でん法ぽう谷やと話して、重要な情報を手に入れてやる。

「あの、盛り上がっているところ悪いんだが」

　永と遠わさんもゆっくりと立ち上がった。

　サンタさんは不安げに周りを見回し、口くち髭ひげを撫なでながら言った。

「幽実香ゆみかはどこにいるんだ？」

　ぼくとはるかは目を合わせる。確かに、彼女は今日の部会に参加していない。

「幽実香さんはこの旧校舎に住んでいるわけですから、その辺りにいると思いますが」

　はるかはそう言うが、部室にはいない。

「もしかして、わたしを避けているんだろうか……」

　永と遠わさんは、再び椅い子すに腰かける。顔を下げ、指を膝ひざの上で組んでじっとしている。

「どうしよう……。この前、勢いでひどく言ったことを、まだ気にしているのだろうか」

　永遠さんと幽実香さん。こっちはこっちでちょっとした問題を抱えているのか。

　昨日、幽実香さんはかなり思い悩んでいた。そのことを永遠さんに伝えるべきだろうか。

　……いや、ここでそのことを言ったところで、永遠さんが更に落ち込むだけだろう。

「謝ればいいじゃないですか」

　ぼくは代わりに思いついたことを口にした。だが、永遠さんに睨にらまれる。

「それができたら苦労しない！」

「え……どういうことでしょうか……」

「こういうことで謝ったことがないから、その……」

　サンタの格好をした永遠さんはもじもじとしてはっきり喋しやべらない。

「……恥ずかしいんだ」

　思春期の乙女みたいな人だ。

「でも、こればっかりは永遠さんが謝らないと解決しないと思いますよ。幽実香さん自身も、別に永遠さんのことを嫌いになったわけじゃないと思うし」

　永遠さんは小さくなり、悲しそうに顔を赤くしている。精神的に弱っている時の永遠さんは可愛かわいい。本来の破壊力を忘れさせ、保護欲をくすぐられるしぐさを見せたりする。

「それなら、部長と竜たつ弥やも協力してくれないか？」

「協力？」

「わたしが幽実香に謝罪することの協力だ」

　そんなのに協力がいるのか？

「頼む！」

　ぼくとはるかが明らかに嫌がっていることに気づいたのか、永遠さんは頭を下げた。

「ふむ」

　はるかは腕を組み、ちらりとぼくを見る。

「じゃあ、竜弥君。お願いします」

「え？　ぼく？」

　そんなのどうやっていいのか分からないぞ。

「わたしは傅でん法ぽう谷やさんとの婚約で忙しいのです」

「だから、そんなことをする必要ないんだって！」

「頼む、竜たつ弥や！　手伝ってくれ！」

　ああ、もう！

「永と遠わさんの仲直りは手伝います！　はるかの婚約には反対だ。ぼくが他ほかの手段を考える！　これで、どうだ！」

「ありがとう！」

　永遠さんがぼくに飛びついてくる。

「はるかは？」

　問われたはるかはわざとらしくため息をつく。

「好きにしてください」

「よし」

　はるかはやれやれといったようにもったいぶって椅い子すに腰かけた。だけど、その表情はいつもより少し明るく見えた。

「それじゃあ、悪いけど傅法谷さんと会う約束をしてくれないか？」

「どうしてですか？」

「ぼくが傅法谷さんと直接話す。そこで、今回の事件のことを訊きいてみる」

「彼を拷ごう問もんにかけるつもりですか？」

　なんで、すぐにそういう発想になるんだ。

「平和的に訊いてみるよ」

「平和的に訊いて、ちゃんと答えてくれる相手だったら、きっと今いま頃ごろわたしたちはもっと多くの情報を手に入れていますよ」

　う……。

「いや、そこはさ。何と言うか、言葉巧みに……」

「竜弥君のたどたどしい日本語が上う手まく伝わればいいんですけどね」

　うぅ……。

「こっちが誠実に訊けば、きっと教えてくれるよ！」

「誠実な態度が伝わるのは誠実な相手だけです。まぁ、優秀な退魔師を育てるために女子高生と結婚しようとしているくらい誠実な男性ですから、大丈夫だとは思いますけど」

　うぅぅぅぅ！

「やってみなくちゃ分かんないだろ！」

　はるかは口をへの字にした。

「分かりますよ。竜弥君は相手の言葉に翻ほん弄ろうされ、偽にせの情報を掴つかまされるか、あるいは適当に誤ご魔ま化かされて終わり。場合によっては、身の危険にさらされます」

　今のはるかの話を聞いていれば、その可能性が十分にあり得ることが分かる。

「それじゃあ、どうしろっていうんだよ！」

「どうして、竜たつ弥や君が怒っているんですか。自分でやると言い出したことですよ」

「はるかが文句ばっかり言うからだろ！」

「一つだけ方法があります」

　はるかは指を一本立て、ぼくの目の前に突き出す。

「わたしも同席します」

「そっちの方がもっと危険だ！　今回はぼくだけでやる」

「それなら、わたしは近くで待機しています」

　しばらく、ぼくとはるかは睨にらみ合う。

　それが、お互いの譲歩の限界だった。

「あの……。わたしと幽実香ゆみかの件は」

「分かってますよ」

　永と遠わさんは顔色を青くしている。本当に友達と喧けん嘩かや仲直りをしたことがないんだろうな。

「だけど、まずは幽実香さんの居場所を探さないと」

「それもそうだな」

「探しますか？」

　はるかはいかにも面倒だ、という様子で提案する。

「探そう！」

「わたしもですか？」

「そんな顔するなよ」

　ぼくたちは、先まずは旧校舎の中をくまなく探した。だが、校舎の中に幽実香さんの姿はなかった。

「校舎の外に出ているみたいですね」

　外は少しずつ暗くなってきている。校舎の外を手掛かりもなく、探すのは無謀だ。何か手掛かりがあればいいのだが、そんなものは勿もち論ろんない。ぼくたちは途方に暮れて、部室へと帰ってきた。

「幽実香さんはバカ正直ですから、永遠さんの言葉をそのまま受け取っているんでしょう」

　はるかがぽつりと言う。

　幽実香さんはアイアンメイデンが壊れたことを、自分のせいだと思っている。確かに、昨日の様子でもそんな感じだった。

「そんな……」

　永遠さんは頭を抱える。サンタクロースがやっているのだから、とても滑こつ稽けいに見えるが、彼女の苦悩は本物だ。

「別に、わたしだって本気で言ったわけじゃないんだ」

「それは分かります。わたしたちなら分かりますが、幽実香ゆみかさんがどう思うかは別問題です」

「……そうだな」

　永と遠わさんはかつてないほど深く沈んでいる。

「わたしが浅はかだった」

「でも、今は反省しているんですよね」

　ぼくは永遠さんの肩を叩たたく。

「幽実香さんは素直な人ですから、きっと、永遠さんが本気で謝れば絶対に許してくれますよ」

　永遠さんは何も言わずに、一度頷うなずく。

「しかし、幽実香さんの居場所が分からなければ、謝ることもできませんよ」

　空気を読まないはるかは、無情にも現状の最大の問題を言い放った。

「まぁ、幽実香さんは単純で無計画ですから、きっと自分一人で上う手まくこの問題を解決しようとしているんでしょうね」

　一人でこの問題を解決？

　確かに、昨日の幽実香さんの追い詰められ方だと、何か突飛な行動でも起こしそうだ。

「もしかして！」

　脳裏に一つの可能性が走る。

「幽実香さんは廃工場にいるんじゃないですか？」

「廃工場に？」

　憔しよう悴すいした表情の永遠さんが僅わずかに顔をこちらに向ける。

「幽実香さん、もしかしたら壊れたアイアンメイデンを直そうとしているのかも」

　普通ならそんな発想は出てこないだろう。だけど、幽実香さんなら十分にあり得ることだ。

　その言葉を聞き終わらないうちに、永遠さんが飛び出した。ぼくたちではとても追いつくことのできない速さで、旧校舎から飛び出し、正門を抜けた。ぼくたちは急いで永遠さんを追って廃工場を目指す。

　永遠さんよりもかなり遅れて、廃工場に入り、二階へと上る。

　二階には永遠さんの姿があった。彼女の目の前にはアイアンメイデン。それは、ガムテープや針金で何とか原形をとどめている、非常にみすぼらしいものだった。

　それでも、確かにそれは立っていた。ぎりぎりアイアンメイデンの形を維持し、それはそこにあった。

　表面はピンクに着色され、何とかペンキで壊れた部分を隠そうとしているのが分かる。残念なことに、全まつたく隠れていないのだが。

　そのアイアンメイデンががたがたと動きだす。

「狭いぃ！」

　中から幽実香ゆみかさんが出てきた。

「幽実香」

　永と遠わさんが泣きそうな声で幽実香さんの名前を呼ぶ。

「と、永遠さん！」

　幽実香さんは慌ててまた中に戻ろうとする。混乱して、訳が分からなくなっているようだ。普段から、訳の分かんない人だけど。

　アイアンメイデンの蓋ふたが閉められ、幽実香さんは中に引きこもった。

「ごめんなさい！」

　中から幽実香さんの声が聞こえる。

「わたしが壊したみたいなものだよね……」

「違う。よく覚えていないが、壊したのは間違いなくわたしだ。わたしの責任だ」

「でも、永遠さんをおかしくしたのは、わたしのケーキだし……。永遠さん怒ってるでしょ……？」

　アイアンメイデンの中からすすり泣く声が聞こえてきた。

「怒ってなんかいない」

「嘘うそ！　この前は怒鳴ったくせに！」

　永遠さんは何も言わず、アイアンメイデンの前で立ち尽くすだけだった。

　ここは冷静な第三者である、ぼくが介入すべきだろうが、何をどうしていいのか分からない。

「幽実香、出てきてくれないか？」

「嫌だ。わたしがアイアンメイデンを直す」

　幽実香さんはそう言っているが、どうみてもアイアンメイデンがよい方向に向かっているとは思えない。

　幽実香さんには頑固な一面がある。それがここでよく分かった。もしかしたら、怒られたことによって幽実香さん自身も意固地になっている部分があるのかもしれない。

「どうしたんですか？」

　階段の方から声が聞こえる。

「幽実香さんはいたんですか？」

　はるかが階段を上ってきた。その手には大きな袋が二つ抱えられている。

「あぁ、重たい。腕が取れそうです。竜たつ弥や君、運んでください」

　そう言われ、ぼくははるかから荷物を受け取る。確かに重い。紙袋に、何か金属の塊がたくさん入っている。

「なんだ、これは？」

　永と遠わさんが不審そうに紙袋の中身を覗のぞいた。

「アイアンメイデンの部品です」

「部品？」

「永遠さんが、あまりにも急げというものですから、組み立てはこちらでするので、部品だけ送ってくれと業者に頼んだのです」

　はるかは手のしびれを取るように、ひらひらと振る。

「全部の部品を運ぶことはとてもできなかったので、運べそうな部品だけ持ってきたんですが……」

　はるかはそう言いながら、ピンクに着色されたアイアンメイデンを見る。

「そのファンキーなアイアンメイデン、持ってきた新しい部品を使えば、元の形になりそうですね。これなら、部品を一通り新しいもので揃そろえる必要はなかった。お金の無駄遣いをしました」

　そこで、アイアンメイデンの蓋ふたが少し開く。

「部品があるの？」

　涙目の幽実香ゆみかさんが顔を出した。

「あります。でも、設計図はありません」

「それはないのかよ！」

　ぼくは思わず横から口を出す。

「設計図をつけると、値段が高くなるんです」

「あこぎな商売だな、それ」

　本当ならば、とんでもない話だ。

「でも、大丈夫ですよ。永遠さんなら設計図などなくても組み立てられます」

　はるかが目配せすると、永遠さんは頷うなずいた。

「まぁ、普段からよくいじっていたしな」

「いや、さすがに設計図なしじゃ……」

　あ。

　自分の頭の回転の遅さを呪のろう。

　ようやく、ぼくははるかの真意に気づいた。

「まぁ、できるかな」

　ぼくはすぐに自分の発言を撤回した。

「でも……わたし一人じゃ……」

　幽実香ゆみかさんは少しずつアイアンメイデンの中に戻っていく。

「幽実香」

　永と遠わさんが、閉まりかかったアイアンメイデンの蓋ふたに手をかけた。

「頼みがある」

　幽実香さんが少しだけ顔を出す。

「手伝ってくれ！」

　永遠さんは頭を下げた。

「今までのことは全部謝る。そのうえでこんなお願いをするのも気が引けるが、幽実香の力を借りたい」

「……手伝っていいの？」

「わたし一人では不安だ。人手が欲しい。できれば、幽実香に協力してほしい」

　永遠さんは恥ずかしそうに言う。

　中から、幽実香さんが出てきた。

「その……」

　幽実香さんは目を潤ませて頭を下げた。

「わたしのせいでアイアンメイデンが壊れてごめんなさい」

「いや、幽実香のせいなんかじゃない。わたしこそ、勢いで心にもないことを言ってしまった。本当にすまなかった」



    

  
    
      



    

  
    
      　永と遠わさんはもう一度頭を下げた。

「さて、わたしは手がしびれたので工作に不向きです。帰りますので、後は好きにしてください」

　はるかはくるりと向きを変えると、再び階段の方に戻っていった。ぼくもはるかの後を追う。

　最後に一度だけ振り返ると、永遠さんと幽実香ゆみかさんはアイアンメイデンの部品を取り出していた。

「やっぱり、はるかは部長だな」

「言われなくても部長です」

　二階から大きな音と、幽実香さんの悲鳴がする。きっと、何かを壊したのか、落としたかしたのだろう。

　どなり声、笑い声、泣き声、そういった声が次々に聞こえてくる。いずれも、根底には楽しさが窺うかがえる声色だった。

「二人だけで大丈夫か？」

「大丈夫ですよ。アイアンメイデンより直りにくいものが直ったわけですから」

　上う手まいことを言う。でも、はるかがこんなことを言うのは珍しい。

「なぁ、はるか」

「なんですか？」

「はるかは部長だよ」

「健忘症ですか？　さっき同じことを言っていますよ」

「いや、何度でも言うさ。はるかは部長だ」

　誰だれが何と言おうと、はるかはこの化ばけ物もの部ぶに必要な部長なんだ。

「あるじゃないか、はるかの価値。ここにだってある。優秀な退魔師を生む以外にも、いくらだってあるよ」

　はるかは何も言わない。ぼくたちは並んで廃工場を出た。

「さて、これでもう一つの問題の方に集中できますね」

　部室に帰ってくると、はるかはそう言って、携帯電話を取り出した。

「直なお恵えおばさんに連絡して、傅でん法ぽう谷やさんにアポを取ります。わたしと二人で会うということにしますが、いいですね」

「ああ。ただし、実際に会うのはぼくだけだ」

　はるかは軽く頷うなずく。そして、ふん、と鼻で笑った。

「なんだよ」

「いえ」

　はるかはいつもの無表情で携帯電話を操作する。

「なんでもありません」

　そう言いながら、はるかは顔を伏せる。彼女が一瞬見せた表情は、今まで一度も見たことのない、はにかんだようなものに見えた。

　……はるかがそんな顔をするわけないか。多分、気のせいだろう。

「傅でん法ぽう谷やさんと直接会う。これには覚悟が要りますよ」

「覚悟ならあるよ」

　本当に決闘になったとしても構わない。生半可の気持ちで彼に会うわけじゃないんだ。

「本当に覚悟はできていますか？　場合によっては、とんでもないものを敵にまわすことになりますよ？」

　

　

　一二月二七日。クリスマスが過ぎ去り、人々は年の瀬の準備に追われている。

　ぼくはホワイトツリー跡地から近い喫茶店にいた。

　傅法谷成なる彦ひことの会談。はるかが言うには、かなり多忙なスケジュールの中で時間を割いたと恩着せがましく言われたらしい。まぁ、実際にテレビでもよく見るような霊媒師だ。本当に忙しいんだろう。

　待ち合わせ時間は正午。ぼくは三〇分も前に到着し、喫茶店の中で待っていた。はるかと永と遠わさんと幽実香ゆみかさんは近くにある別の喫茶店で待機している。何かあれば、すぐに駆けつけるとの約束もしてある。

　落ち着かない。ぼくは何度も時計を確認し、何度もトイレに立った。

　もしも、本当に化け物と傅法谷との間に何らかの関係があった場合、ぼくはどういう風に対応すればいい？

　それは、昨日からずっと頭の中でシミュレーションしていたが、一番いい答えは未いまだに出ていない。

　こうなったら出たとこ勝負だ、と喫茶店に来たが、やっぱり頭の中に色々なことが浮かび上がってきて、じっと席についたままコーヒーを味わうなんてことはできっこない。

　約束の時間の一分前に傅法谷は現れた。いつもの黒の和装ではなく、カジュアルな洋装だった。前回のように、人々に騒がれたくはないのだろう。サングラスに帽子という、いかにも有名人の変装姿で彼はぼくのところにやってきた。

「お待たせしました」

　穏やかな雰囲気で彼はぼくの対面に腰かける。

「まさか、君からご指名が受けられるとはね。まぁ、はるか君が会いたいと言っていると聞いた時点で、この可能性を一番に考えたけどね」

「訊ききたいことがあるんです」

「ちょうどいい。わたしも訊きたいことがあると思っていたんだ」

　訊きたいこと？

「どうぞ、君からお先に」

　傅でん法ぽう谷やはウェイトレスにホットコーヒーを頼み、テーブルに肘ひじをついた。

「何を訊きたいんだ？」

　一呼吸置き、ぼくは彼の表情の変化に注目する。

　嘘うそをつかれても見破らなくちゃいけない。表情のほんの小さな変化や動揺。そういったものを見落とすわけにはいかない。

「サンタの格好をした化け物たちのことです」

　傅法谷の表情は変わらない。リラックスした表情でぼくの話を聞いている。

「正直に答えてください。傅法谷さんは、あの化け物たちのことを知っていますか？」

　妙な間。

「知っている、とはどういうことだ？　見たことはある。だけど、それは君とお姉さんがあいつらと一緒にいた時が最初だ」

「つまり、あの化け物たちが何ものかは知らない、ということですか？」

「恐らく、悪鬼系中型種の黒鬼か何かだと思うが、それにしては本来の習性から少しずれた行動をしていたね。わたしが分かるのはそれくらいだ」

　傅法谷がここまで嘘をついたようには見えない。ぼくは上う手まくこいつの演技に欺あざむかれているのか？

「クリスマスイブの日。あの日、ぼくと姉さんが化け物を追い払った時、あなたは救急車に連絡をしたと思いますが、ぼくたちが到着するよりも先に、救急車への連絡をしていたんじゃないですか？」

　傅法谷は眉まゆひとつ動かさない。

「その通りだよ」

　その答えが示す事実は一つ。傅法谷は、化け物が人を襲おそっているのを見殺しにした。

「どうしてですか。あなたも退魔師なら、あの化け物を倒せばいいじゃないですか。あなたならできたはずだ」

　傅法谷は化け物を倒せたはずなのに、倒さなかった。その理由は何だ？

「もう、そんな芝居はよしたらどうだ？」

　ここで、初めて彼の表情が変わる。それまでの穏やかな様子から一変し、厳しい目つきと低い声のトーンになる。

「君たちがあの化け物を使役して、人間を襲わせているんだろ」

「は？」

「君たちは、化け物に人間の魂を集めさせている。それは分かっている。わたしは君たちの後処理を手伝うために、最初から救急車を呼んでいたんだ。クリスマイブの日、わたしは君を尾行していた。それは、はるか君のことがあったからじゃない。君たちが化け物に関係するアクションを起こすと思ったからだ。そして、君たちは案の定行動を起こした」

「何を言っているんですか？」

「だから、芝居をする必要はない。君たちはわたしがいたから、化け物を攻撃するふりをして逃がしたんだろう。だが、この前のクリスマスはやりすぎだ。わたしがいなかったら、あの場を収めることなんてできなかったんじゃないか？　いや、本来ならわたしでも無理だったはずだ。それを何事もなかったようにしている。さすがは、山やま伏ぶし家といったところか」

　何だ？　何だ？　何なのだ？

　この男の言っていることと、ぼくの考えていることは何もかもが大きくずれている。

「てっきり警察や消防みたいな公共の組織だけを取り込んでいると思っていたが、どうやら、マスコミにも息がかかっているみたいだね。本当に感服するよ」

「ちょっと待ってください。ぼくはものすごく大きな勘違いをされている気がします」

　傅でん法ぽう谷やは鋭くぼくを睨にらむ。嘘うそをつくな、と言いたいのだろう。だけど、ここで真実を明らかにしなければ、きっとぼくに事件の謎なぞは解けない。

「正直に言います。ぼくは傅法谷さんがあの化け物たちを操っていたんじゃないかと疑っています」

「それはこちらのセリフだ。君たち山伏家とはるか君があの化け物たちを操っているんだろう」

「どうしてそうなるんですか！」

「君たちは化け物と一緒にクラブ活動をしているそうだね。それは、化け物たちを手て駒ごまにするための一種の実験なんだろ？　わたしは君たちの学校に何度か足を運び、その様子を見させてもらっている」

　学校に傅法谷が来ていたことを思い出す。この人は何度も学校に来ていたのか。

「そんなわけないじゃないですか。確かに、ぼくたちの仲間に化け物はいますけど、それは純粋な仲間です。手駒なんかじゃない！」

「それじゃあ、どうして黒鬼がいる場所に、君たちはいたんだ？」

「それは完全に偶然です」

「偶然？」

　傅法谷は鼻で笑う。

「そんな言葉を信じられるか。わたしだって荒あら瀬せ氏から君たちの話を聞いた時は信じられなかったよ」

「何のことですか」

「君たち山やま伏ぶし家が内務省と組んで、人間の魂集めをしているという話だ。クリスマスイブの尾行も、彼女のアドバイスだよ」

　山伏家が人間の魂集め？

　内務省と組んで？

「わたしも以前から、内務省から下りてくる情報に、何かのフィルターがかかっているのではないかという疑問を感じていた。明らかに化け物が原因の事件であるにも拘かかわらず、なぜか内務省は情報をよこさないことが何度かあった。やがて、その事件の共通点に気がついた」

「人間の魂が抜かれ、いきなり倒れる事件」

　傅でん法ぽう谷やは嘘うそをついているのか？　彼はぼくを騙だまそうとしているのか？

　ぼくは心理戦なんかしたことがない。交渉のプロでもない。だけど、彼が嘘を言っているようには思えなかった。

「そうだ。全まつたく恐ろしいと思ったよ。君たちの企たくらみは本当に歴史に残る恐ろしさだ。だが、それが内務省の意向ならば仕方ない。その仕事がわたしたち傅法谷家ではなく、君たち山伏家に回されたことは悔しいが、君たちの仕事を邪魔するつもりはない。クリスマスの時に、黒鬼を倒してしまったことは謝罪する。だがあの状況では、わたしにはああするしかなかった。人間の魂も集められたし、君たちとしては目的を達成できたはずだ」

「今の話、全部はるかの叔母さんから聞いたんですか？」

「そうだ。これは、傅法谷家の危機だ、と忠告までいただいたよ」

　おぼろげながら、だんだんと筋道が通ってくる。

「そこで、はるか君を紹介された。より優秀な退魔師が必要だと言われてね」

　ここで、ホットコーヒーが運ばれてきた。傅法谷はミルクを出し、それをぼくの方に見せる。

「今まで、化け物と人間は完全に隔離されてきた。化け物の存在はひたすら隠され、隠いん匿とくされてきた。それは一部の権力者の醜い感情だ。人々の不安を煽あおらないようにする、などというのは方便に過ぎない。多くの化け物は権力者によって暗殺の道具として使われてきた。普通の人間には知覚されにくいため、化け物は暗殺の道具に適していた。そして、権力者たちはその道具を自分たちだけのものにするためにひた隠しにしてきた。世界中のどの文化でも、どの政権でも同じようなことが行われてきた」

　話しながら、傅法谷はコーヒーにミルクを混まぜた。

「だが、そんな時代に限界が来ている。化け物もこの世界の住人だ。いつまでも隠しておくことなんかできはしない。だから、わたしはテレビに出て、少しずつでも化け物の存在を世に広めていくことにした。今はくだらないバラエティ番組しか、わたしのことを取り上げないけどね」

　傅でん法ぽう谷やは自じ嘲ちよう気味に笑う。

「そんなことを考えていたんですか」

「だから、化け物の軍事利用の話も、君たちが進めている対化け物用の化け物兵器のことも賛成なんだよ」

　化け物の軍事利用？　対化け物用兵器？　ぼくの知らないところで何が進められているんだ？

「そうすることで、化け物が世界の目にさらされることになる。時代が大きく転換するんだ。そうすれば、退魔師ももっと世間的に評価されるようになる」

「世間に認められたいから退魔師をやっているんじゃないでしょ！」

「我々は命がけで化け物どもと殺し合いをしてきた。もっと多くの賞賛と報酬を得てもいいはずだ」

「ぼくたち退魔師の目的は、大切なものを守ることです！」

　傅法谷とぼくは睨にらみ合う。

「大切なものを守るときたか。無実の人間の魂を集めて、化け物に術式を覚えさせている一族の言葉とは思えないな」

「その話は全部嘘うそです」

　この話を傅法谷に信じさせ、得するのは誰だれだ？

　ぼくは完全に誤解をしていた。傅法谷はこの事件の黒幕なんかじゃない。

「山やま伏ぶし家は内務省とそのような行動をしていません」

　内務省が事件に関与していることは間違いない。

　だけど、それを荒あら瀬せ直なお恵えはなぜ知っているんだ？　彼女も内務省を疑い、自ら推理したのか？

「クリスマスイブの日、ぼくたちを尾行するように言ったのははるかの叔母さんなんですよね？」

「そうだ」

　その日、ぼくたちと化け物が遭遇した。それを見たことで荒瀬直恵の話は真実味を増した。

　これが仕組まれたことだったとすれば、誰がシナリオをつくる？

　それは、傅法谷に尾行をさせ、化け物の出現場所を指定できる人物。

　頭がはっきりし、全すべての線が繋つながった。

「犯人が分かりました」

「何だと？　どういうことだ？」

　傅法谷は訝いぶかしげにぼくを見るが、それに答えている暇はない。

　ぼくは急いで喫茶店から飛び出す。そして、はるかたちが待っている喫茶店へと入った。中には幽実香ゆみかさんしかいない。

「はるかは？」

　ぼくは震える声で尋ねる。

「さっき、親しん戚せきのおばさんから連絡があったと言って出ていったけど……」

　直なお恵えおばさんだ。

「永と遠わさんは？」

「あそこ」

　喫茶店の外にピンクのアイアンメイデンが置かれている。どうやら、入店拒否されたらしい。

「どうしたんだ、一体！」

　傅でん法ぽう谷やが後ろからついてくる。彼もぼくの突然の行動に驚いたらしい。

「はるかの叔母さんの話は全部嘘うそなんです！　多分、傅法谷さんとはるかを結婚させるためにそんな話をしたんですよ」

　クリスマスの日、化け物たちはホワイトツリーで暴れた。化け物があれだけ目立つことをすることはあり得ない。

　あれは人間の指示だった。あの場にいた人間のうちの誰だれかが指示をした。

　なぜ暴れさせた？　一つは傅法谷に山やま伏ぶし家と内務省の関係を信じさせるため。だけど、もしかしてそれ以外に理由があったかもしれない。

　ぼくたちを襲おそわせるため。

　あの時、化け物たちは確かにはるかを見て攻撃態勢に入った。

　化け物を操っている人物は、はるかを狙ねらっている？

「どっちのほうに行きましたか？」

「すぐに帰ってくるって言っていたから、そんなに遠くには行っていないと思うけど……」

　それを聞くとぼくは再び店から飛び出す。

　嫌な予感がする。

　人の間を抜け、とにかく周りを見回す。

　はるかはどこにいる？

　足元が不安定になり、揺らぐ。この感覚は化け物のもの。

　近い。

　このタイミングで、この状況は嫌でも最悪の状況を想像させる。

　感覚が強くなる方へと体を進ませる。ビルの間から広い公園に入る。昼の公園だが、人の姿は見えない。

　妙だ。

　気持ち悪さも高まり、明らかにこの辺りに化け物がいることを感じさせる。

　はるかはここにいる。

　ぼくは公園の中を進み、広場へと入った。歪ゆがんだ空間を風が走り、砂が舞う。

　はるかがいた。その周りにはサンタの姿をした化け物たち。そして、もう一人中年の女性。荒あら瀬せ直なお恵えだ。

「はるか！」

　ぼくははるかに向かって叫ぶ。

「竜たつ弥や君、何しに来たんですか」

　はるかはこちらを少しも見ない。

「すぐに逃げたほうがいいですよ」

　はるかの言葉は冷たい。だけど、その言葉を真に受けて逃げるほどぼくは素直じゃないぞ。

「助けにきた」

　ぼくははるかの方に歩いて向かう。はるかを囲むサンタの化け物たちが、ぼくに爪つめを向けた。それでも、ぼくは真まっ直すぐにはるかのもとへと進む。

「来なくていいです。足手まといになるだけです」

「楯たてくらいにはなるだろ」

　そこで、はるかがこちらを見た。悲しそうに、少し微笑ほほえんだ。

「これはわたしの問題です」

「はるかの問題ってことは、ぼくの問題だ」

　はるかの目が大きくなる。

　そうだ。はるかが一人で問題を抱え込む必要はない。

「はるかは部長だろ。ぼくたち化ばけ物もの部ぶの部長だ」

　化け物と退魔師が一緒にいる不思議なグループ。そのリーダーがはるかだ。

「化物部は部長がいなきゃ始まらない」

「でも、この問題は化物部とは関係ない……」

「それに、退魔師としても、ぼくはここにいなきゃいけない。大切なものを守ることが退魔師の仕事だってぼくに教えてくれたのははるかだぞ」

　はるかの口が僅わずかに動く。ほとんど聞こえないが確かに彼女は、大切なもの、と呟つぶやいた。

「分かったか？」

「分かりません。何度も言いますが、これはわたしの問題で、竜弥君が手出しをすることではありません」

「分かるまで何度だって言うぞ！　はるかの問題ってことは、化物部の問題で、ぼくの問題なんだ！」

　サンタの化け物たちが同時に襲おそいかかってくる。ぼくは体勢を低くし、詠えいの発動文言を口にする。

　一匹目の化け物の攻撃をかわし、二匹目の化け物に炎の術式をぶつける。三匹目は上から飛びかかってきた。

「うぐッ！」

　背中に上から飛び乗られ、ぼくはそのまま地面に体を押しつけられた。

　サンタは爪つめと牙きばを光らせ、尻しりに敷いたぼくの体を引き裂こうとする。

　体を反転させ、手には砂を掴つかみ、化け物が爪を振り下ろすよりも先に、相手の顔に砂をぶつけた。

　短く低い悲鳴。僅わずかに生まれた隙すきを突き、化け物の下から滑り出した。

「無む茶ちやをしますね」

「この状況、デパートの上で死霊食いと戦った時と似ているな」

　ぼくははるかの横に並んだ。腹から胸にかけて、内側からずきずきと痛む。こういう痛みもあの時の死闘を思い出させる。

　周りには十匹以上の敵。完全に囲まれている。

　はるかは落ち着いて腕組みをし、ぼくは落ち着かない様子で周りを見ている。

「あの時よりは、少しくらい成長しているんじゃないですか？」

「ぼくがか？」

　少し間を置き、はるかは頷うなずいた。

「二人ともです」

　はるかは自分の叔母を睨にらむ。

「そっちの男の子が、あんたの婚約者？」

「建前上は、その通りです」

　ふん、と女性はつまらなそうに笑う。

「それで、あんたはいつまでわたしを困らせるつもりなの？」

「直なお恵えおばさんを困らせるつもりはありません。ただし、わたしはわたしの好きなようにさせてもらいます」

「傅でん法ぽう谷や家に嫁ぐのも嫌だ、魂を差し出すのも嫌だ……本当に困った子ね」

　直恵おばさんは一歩ずつぼくたちから離れていく。

「魂を差し出す？」

「退魔師の魂が欲しいらしいんです」

　はるかは自然に言うが、それはそんな簡単に流していいことじゃないぞ。

　そんな話は聞いていない。

「人間の魂を集めて、化け物に術式を覚えさせる。これは、内務省とわたしたちが協力して行ってきた研究なの」

　直なお恵えおばさんとの距離はどんどん離れていく。なにをするつもりなんだ？

「ある国では、化け物の軍事利用の技術が確立しているのよ。そうなれば、化け物が戦争に投入されるようになる。通常兵器では倒せない、恐ろしい兵器よ。そうなる前に、わたしたちは化け物を倒せる化け物の兵器をつくらなくちゃいけない。この国を守るためにね」

「輸出して莫ばく大だいな利益を得るため、の間違いでは？」

「わたしの愛国心を軽く見られては困るわね。お金儲もうけは国防の基礎ができた後。まぁ、一族を栄えさせるためには資金が必要なのは確かだけどね」

「それで、人間の魂を集めて、それを利用して化け物に術式を覚えさせていたのか」

　今まで、倒してきた術式を使う化け物たちも、そういう経緯でつくられてきたのだろう。

「ガイアという言葉を聞いたことがあるか？」

　波は多た野の愛あ海みが言っていた言葉を思い出す。直恵おばさんは片かた眉まゆを上げた。

「ガイアはわたしたちのプロジェクトチームの名前だよ。将来、この国の防衛の要かなめとなる組織だ。どうして、その名前を？」

「波多野愛海という亀かめの化け物から聞いたんだ。それに、死霊食いの事件もあんたたちガイアが関係しているんだな？」

「ああ、あいつか」

　直恵おばさんは乾いた声で笑う。

「理想だの、仲間だの、化け物の分際でつまらない信念を持つ奴やつだった。どうやら、あんたたちはかなり前からわたしたちの邪魔をしてくれていたみたいだね。化け物たちにとってもこのプロジェクトは大きな意味を持つ。兵器として登用されれば、退魔師に殺されることもないからね。化け物たちにとっても非常に有用なことなんだよ」

「その代わり、化け物同士が殺し合いをすることになるんだろ！」

　ぼくは拳こぶしを握りしめて、はるかの叔母さんに言葉をぶつける。波多野愛海が今際いまわの時に遺した、仲間たちとつくろうとしている新しい世界とは、このことだったのか。

「化け物がいくら死のうが知ったことではないさ。わたしたちは退魔師だよ？　人間を守って化け物を殺すのが生業なりわいだ」

　人間の魂を使ってつくった化け物で、人間を守る。

　それは正しいことなのか？　そんなものは疑問を持つまでもない。絶対におかしいに決まっている！

「わたしだって、自分の姪めいの命なんか使いたくないのよ。だけど、このままじゃ荒あら瀬せ家の立場はどんどん悪くなるだけ。あなたが傅でん法ぽう谷や家に嫁がないのなら、せめて魂を提供しなさい。一族のためよ」

　距離にして二〇メートル。離れた場所に立つ直恵おばさんが言う。

　ホワイトツリーで化け物たちが突然暴れ出した理由が分かった。あれは、はるかを襲おそわせるためだったのか。はるかは直なお恵えおばさんを避けていたから、直恵おばさんからすればはるかの居場所を確実に把握できたのはあのタイミングしかなかったから、人前であるにも拘かかわらず、化け物を暴れさせたというわけだ。

「周囲は特殊な術式で、退魔師以外の出入りができないようにしてあるわ。抵抗するのなら、それも結構。思う存分暴れなさい」

　地面が揺れる。

「おい、これはどういうことなんだよ」

「だから、逃げろと言ったじゃないですか。どうやら、退魔師の魂というのが、最終的に必要になるそうなんです。竜たつ弥や君もとられますよ」

　魂をとられる、か。

「それなら、はるかを守らなくちゃいけないな」

「わたしを守る？　面白くない冗談ですね」

　地面から岩が生えてくる。

　岩じゃない！　角だ。

「それじゃあ、はるかがぼくを守るか？」

「その冗談なら面白いです」

　地面の中から角の生えた巨大なトカゲが出てきた。

「ドラゴンですね」

　はるかが言う。

「巨竜系大型種のブラッディドラゴン。ドラゴン系の中では最強種と評判の種族です」

　身長十メートルはあろうかという巨体が完全に土の中から出てくる。

「どう？　わたしたちのとっておきよ！」

　直恵おばさんは笑っている。

「さぁ、魂を差し出しなさい！　あなたにはもうその価値しかないんだから！」

　はるかが軽く飛び、肩を回す。

　目の前にいるのは最強種と名高いブラッディドラゴン。

　まともに考えれば勝ち目はない相手だ。

「失礼なおばさんですね」

「はるかにはもっと他ほかの価値がある。あの人が見つけられなくても、ぼくたちは知ってるよ、はるかの価値」

　はるかが首をすくめた。

「恥ずかしいこと言わないでください」

　ドラゴンは咆ほう哮こうとともに、炎を吐きだした。

「危ないです」

　はるかに言われ、ぼくはありったけの力でその場から横に飛び出す。かなり余裕を持ってかわしたつもりだったが、遠くを通りすぎた炎の熱は、ぼくの髪を焦がした。

　伝わってくる熱だけでもかなりのエネルギーだ。直撃しなくても、もう少し近くを炎が通るだけで大やけどするだろう。

「ちゃんと注意しておいてください。まだ楯たてに燃えてもらっては困ります」

「やっぱり、ぼくは楯の役か」

　自分で言い出したこととはいえ、いつも通りの役回りに、逆に安心感すら覚える。

　周りのサンタたちが悲鳴を上げて燃えている。

　何匹かは青い光とともに消えていった。あのドラゴンには敵味方の判断はないらしい。

「化け物が倒せているってことは、あの炎は術式か？」

　本当にとんでもない化け物を生み出しているな。

　ドラゴンは更に大きく息を吸うと、それを吐き出す。その息は炎の渦とともにぼくたちに襲おそいかかる。

「チッ」

　はるかが小さく舌打ちをして、符ふを発動させた。

「よし！」

　タイミングよく術式が発動したため、ぼくは思わず声を上げる。

　目の前で大きな氷の壁がせり上がった。しかし、その氷山は炎が僅わずかに触れると、あっという間に蒸発してしまった。

　炎の勢いは少しも衰えず、ぼくらは地面を転がるようにして炎から逃れる。炎には触れていないものの、放射される熱はぼくの皮膚をぴりぴりとさせた。

「嘘うそだろ」

「本当みたいです」

　目の前で起こったのだから、信じるしかないのは分かっている。はるかは冷静に言うが、とてもぼくには信じられなかった。

「少し距離をとりましょう」

「だけど！」

　はるかの言う通り、ドラゴンから離れなければ、炎で焼かれる危険がある。だけど、離れてしまえば、こちらが攻撃する機会も減ってしまう！

「ここで踏ん張って何とか攻略法を……」

「周りを見てください」

　はるかに言われ周りを見る。

　サンタの化け物たちが次々と燃え尽き、青い光とともに消えていくところだった。それでも、まだ半分以上残っている。

　今はドラゴンが見境なく攻撃し、ぼくたちとサンタの化け物たちは同じように逃げ回っているだけだけど、もしもドラゴンとサンタの化け物たちが協力を始めたら……。

「分かった」

　熱くなって冷静な判断力を失っていた。

　はるかは軽く頷うなずくと、ドラゴンとは反対方向に走り出す。

　こんなピンチの状況でも、冷静な判断を下している。頼もしい部長様だよ、本当に。

「負けちゃいられない」

　ぼくも走り出す。

　ドラゴンは炎をまき散らし、ぼくたちを黒焦げにしようとする。ぼくらはそれをギリギリのところでかわし続け、その代わりに炎はサンタの化け物たちを次々と焼きつくした。

「もう！　味方ばかり焼き殺して！　あの化け物を一体つくるのにも国民の血税がつぎ込まれてるのよ！」

　はるかのおばさんは顔を真っ赤にして怒っている。

「そろそろ反撃か？」

　全すべてのサンタの化け物が青い光に包まれたのを確認し、ぼくははるかと並んで走りながら訊きく。

「ええ。そろそろです」

　ぼくは発動文言を唱え、術式を発動する。

　ドラゴンはなかなか焼き殺せない標的に腹を立てているのか、天に向かって大きく咆ほう哮こうを上げた。

　今がチャンス！

　ぼくの手の先から炎の矢が飛び出し、ドラゴンの体に突き刺さった。

　ぼくの最大火力だ！　これで、かなりのダメージを……ってあれ？

「ヴォオオオ！」

　ドラゴンは少し興奮した様子だが、全まつたく傷ついていない。

「無駄ですよ。あの皮膚はいわば鎧よろいです。我々の術式ではとうてい撃ちぬけません」

「分かってるなら、先に言えよ！」

　ぼくたちは並んで立ち止まり、怒りのボルテージを更に高めるドラゴンを睨にらみつける。

「竜たつ弥や君が反撃するとか、空気を読まずに言うから、何かもっと秘策があるのかと思ったんです。ブラッディドラゴンの皮膚が驚異的に硬いのは常識です。知らない竜弥君がおかしいのです」

　感情のない顔でばしばし遠慮なく言われ、その点については反論できない。

「おい、それってつまり倒せないってことじゃないか！」

「勢いで誤ご魔ま化かしましたね。でも、その通りです」

　はるかは腕を組み、無表情のまま首を傾かしげる。

「かなりピンチです」

「それなら、ピンチっぽい顔をしろ！」

　ドラゴンが今までよりも巨大な炎を吐く。その熱風によって、直接は炎に触れなくても、髪は焦げ、皮膚は焙あぶられる。

「このままじゃ、いつかやられるぞ」

「分かっています」

　はるかは冷静だ。でも、いくら冷静に対応できても、打開策がないんじゃどうしようもない。

「何かないのか！」

「少し黙っていてください。というか、竜たつ弥や君も考えてください」

　はるかに睨にらまれ、いつも通りはるかに頼りすぎていたことを反省。

　ドラゴンは更に炎を吐く。周囲は燃え、逃げ道が奪われる。

　ドラゴンの後ろでは、直なお恵えおばさんが狂気に満ちた笑みを浮かべていた。

「さぁ、魂を奪え！」

　あの人は自分の姪めいを、魂を差し出すしか価値がないと言った。一族のためならそれも仕方ないと言った。

「そう簡単にさし上げられるほど、わたしはいい人じゃないですよ」

　無表情で続けるが、その瞳ひとみには僅わずかに悲しみの色が浮かんでいる。

　はるかは冷酷で残忍で人情のかけらもない奴やつだけど、だからといって無価値なんかじゃない。

「ああ。絶対に魂を差し出す必要なんかない」

「分かっていますよ」

「何といってもはるかは……」

　ぼくよりも先にはるかの声が出る。

「化ばけ物もの部ぶの部長ですから」

　はるかは横目でちらりとぼくを見た。

「部員だけ残して、部長のわたしが天国で悠々自適の生活では、申し訳ないですからね」

　まったくだ。まったくその通りだよ！

「はるか、天国に行くつもりなのか？」

「無論です。わたしが天国に行かないとしたら、閻えん魔ま大王を告訴してやりますよ」

　彼女なら本当にやりそうだ。

「それで、打開策は？」

　ドラゴンは大きく息を吸い、次の炎の準備をしている。はるかは静かに口を結び真剣な顔をしていた。一発逆転の秘策を考え出しているに違いない。

　こいつはうちの勝利の女神だ。化ばけ物もの部ぶにとっても、ぼくにとっても大事な存在なんだ。

　だから、ぼくはこんなところではるかを失うわけにはいかない。

「ありません。考えつくまで楯たてになってください」

「そんな役はごめんだな。だけど」

　退魔師の仕事は大切なものを守ること。

「ぼくが絶対に守ってみせる」

　どんな攻撃をも弾はじく鎧よろい。そんなものを攻略する方法は……。

「はるか」

　ぼくは沸ふつ騰とうしそうな頭で必死に思考する。

「物体っていうのは基本的に熱すれば膨張するんだよな？」

「は？　何を言っているんですか」

「頼むから答えてくれ」

　はるかは少しむっとした表情をしたが、確かに頷うなずく。

「基本的にはそうですね」

「逆に冷やせば収縮する」

「まぁ、基本的には。それがどうかしたんですか？」

「ドラゴンの皮膚でも同じだよな」

　はるかの目が細くなる。

「なるほど。試してみる価値はありそうですね」

　はるかにぼくの考えはすぐに伝わった。

　やってみるしかない。ぼくは発動指式を組む。

　はるかも発動文言を詠唱し始める。はるかはその歌のような抑揚のあるリズムに合わせて、手をくねらせ、足は地面を舞う。既に、はるかの足の先にはペンキが塗られており、彼女が動くたびに床に複雑な模様が描かれていった。

　はるかは器用な奴やつだ。口では詠えいを、手では印いんを、足では陣じんを同時に発動させている。こんなことをする退魔師をぼくは見たことがない。

　ぼくは指をドラゴンの方に真まっ直すぐ向ける。

　体がぐらつき、体勢が揺らぐ。さっき、サンタの化け物に潰つぶされた時、内臓が傷ついたのかもしれない。

　ほんの僅わずかなタイムラグ。

　その一瞬で、ドラゴンは自らへの攻撃に気づき、一気にぼくとの距離を詰めた。

「危ない！」

　いきなり言われ、ぼくが顔を上げると、ドラゴンが目の前に迫っていた。

　体が竦すくむ。明確な殺意が全身を貫く。

　何かしなければならない、という意思はあるが、恐怖で体が言うことをきかない。

　鋭い爪つめ。

　鋭利な牙きば。

　刺される！

　痛みを覚悟。

　信じられないほど長い時間を感じる刹せつ那な。

　その時、体が誰だれかに押された。

　鮮血。

　一瞬、何が起こったのか全まつたく理解できなかった。

　目の前に赤い世界が広がり、体は恐れていた痛覚を感じることはなかった。

　はるかがぼくを抱きかかえるようにして、体当たりしてきた。

　違う。

　ぼくははるかに助けられた。

　ドラゴンの爪がはるかの背中をえぐっている。

　世界が赤い。

　飛び散ったはるかの血が、ぼくの頬ほおを伝う。

　どうして？

　はるかがぼくをかばった？

　ぼくたちはそのまま地面へと倒れる。

「はるかぁ！」

　ぼくはすぐにはるかを抱え起こして、ドラゴンから離れる。

「早く手当てをするから……」

「何をしているんですか、すぐに術式を」

　はるかは自分の力で立ち上がり、ドラゴンに向かう。血が彼女の服を赤黒く染め、足を伝って地面にも染みる。

「ドラゴンは攻撃をしてきますよ」

　ドラゴンは口の中に炎を溜ため、既に追撃の準備を進めている。

「竜たつ弥や君が死ねば、奴やつを倒すことはできません」

「だからって、そんな怪け我がを……」

　自分の身を挺ていして誰かを助ける。はるかがそんなことをするとは思ってもいなかった。

「先に止血だけでも」

　はるかはぼくの方をちらりと見る。その目は今まで見たどの目よりも厳しかった。

「わたしが血を流してまで勝とうとしているんです、いつまでもとぼけたことを言っていないでください！」

　はるかが真剣に戦っている。

　それならば、ぼくだってそれに応こたえなくちゃいけない。

「分かった」

　ぼくはすぐに発動指式の続きを組み始める。

　ドラゴンは口から炎を吐きだそうとする。

　こっちのほうが速い！

　術式が発動した。放たれた紅の槍やりは真まっ直すぐにドラゴンの方へ飛び、炎が舞い上がる。

　熱することを目的とした術式。ドラゴンは炎の中で叫び声を上げるが、それほど苦しがっている様子ではない。

　まだだ。この熱ではドラゴンを倒せない。

「……か弱き罪人に　冥めい府ふの慈悲を！」

　はるかの発動文言の詠唱が終わり、彼女の周りに青い光が満ちる。その光はドラゴンを包み、一瞬でその炎を全すべて消し去った。

　ドラゴンの体からは白い煙が上がり、熱で膨張した体が空気にさらされる。

　はるかのおばさんはぼくたちの行動に勘づいたのか、青い顔をし始めた。

「もう一つ」

　はるかの足元の陣じんが青く輝きだす。先ほどと同じように、その光はドラゴンを包み、その周りの水蒸気を凍らせた。

　ドラゴンは赤い体を真っ白にしながらも、その霜を破り、こちらへと向かってくる。表皮の一部にひびは入っているものの、まだ壊れてはいない。

「これでどうですか」

　最後に、はるかの印いんが完成した。

「よし！」

　これでいける！

　はるかの手から青い光が放たれて、先ほどまでと同じように、ドラゴンを包みこみ、その冷気で完全にドラゴンは氷像と化した。

　その体は真っ白に固まり、鎧よろいのような皮膚には完全に亀き裂れつが入っている。膨張して、急激に収縮したため、皮膚が変化に耐えきれなくなったのだ。

　ドラゴンは動かず、その体には無数のひびが刻まれている。

　ぼくとはるかは氷こおり漬づけになったドラゴンを凝視する。

　これで終わった。

「ゥ、ヴォ……」

　微かすかな鳴き声。

　その音に築いてきた希望が壊される。全すべての術式が命中して、まだ生きているのか？

　氷のかけらがドラゴンから落ち、氷こおり漬づけになったドラゴンがゆっくり動きだす。

「そんな……」

　ぼくは信じられないものを見た。氷を内側から砕き、ドラゴンは行進を再開した。ぼくたちの方に向かって、確実に。

　こんな化け物にどうやって勝てばいいんだ。

「しょうがないドラゴンですね」

　はるかが言う。

　彼女の右手は青色に輝いている。

　これは術式が発動する時の光。

「印いんはさっき発動したんじゃ……」

　確かに、さっき印が発動してドラゴンを氷漬けにした。それなのに、どうしてはるかの手にはまだ術式の光が灯ともっているんだ。

「さっきは左手だけで発動指式を組んだ分。今からのは、右手だけで発動指式を組んだ分です」

　そう言うと、はるかはにやりとした。

「奥の手はとっておくものですよ」

　こいつ、いつの間にか、両手で違う印を組むことができるようになっていたんだ。

　つまり、四つの術式の同時発動！

「これで、終わりです！」

　はるかの最後の術式が発動した。最後の一撃は氷柱つららの一いつ閃せんだった。はるかの目の前に現れた氷の砲弾はドラゴンに向かって発射された。

　氷塊はドラゴンの腹に命中した。そこから、氷がじわじわと体を這はい、ドラゴンの表面を覆う。

　ドラゴンの行進は完全に止まった。

　そして、ゆっくりと巨大な亀き裂れつがドラゴンの体に走っていく。その亀裂はだんだんと大きくなり、ついにドラゴンの体は二つに裂かれた。

「やった！　倒した！」

　ぼくははるかに思わず抱きつく。

　そして、そのすぐ後ではるかに何か言われるかもしれない、と身構えたがはるかは何も言わなかった。ただ、黙ってぼくの背中に手を回した。

　公園の化け物は全滅した。残ったのは、三人の退魔師だけ。

「せっかくのドラゴンを……」

　直なお恵えおばさんは肩を抱いて震えている。

　ぼくたちは彼女と対たい峙じする。

「あれを一匹つくるだけで、何十億円という資金がかかっているのよ！」

「その何十億円が、あなたの姪めいから命を奪おうとしたんですよ！」

　ぼくは彼女を真まっ直すぐに見て、はっきり伝える。

「あなたにとって、はるかは優秀な退魔師をつくるための道具や兵器をつくるための魂程度の価値しかないかもしれませんけど、ぼくたちにとっては大切な仲間です」

　はるかは血を流しながらも何にも寄りかからずにしっかりと立っている。

「今回のことを告発します。内務省のこともあなたのことも」

　そこまで言って、はるかを見る。彼女にとって大切な親類だ。だけど、はるかはぼくを見ない。

「直恵おばさん、わたしはあなたに感謝をしています。数少ない親類ですし、両親が亡くなった後、あなたに頼ることもありました。しかし、今回の件は司法の場で裁かれるべきことです」

「告発？　司法の場？　ふざけたこと言わないで。内務省の実力者も一連の事件に関かかわっているのよ。わたしたちが裁かれるようなことはないわ」

　直恵おばさんは引きつった笑みを浮かべる。

「本当にそうでしょうか」

　はるかは軽く微笑ほほえむ。

「騙だまされたとなれば傅でん法ぽう谷や家も黙っていませんし、嘘うそのダシに使われたこっちの山やま伏ぶし家も動きますよ」

　直恵おばさんの顔が青くなっていく。

「二大名門の働きかけがあれば、内務省とはいえもみ消すことは難しいでしょう」

「そ、そんなこと……！」

「あり得ます」

　はるかは自分の叔母のほうへと歩みよっていく。

「だけど、このプロジェクトは国防の根幹に関わるもの……。そう簡単には……」

「おばさん」

　はるかは血のついた手で直恵おばさんの肩に触れる。

「あなたも気づいているはずです。この状況なら、恐らくおばさんはスケープゴートにされる。本当の意味での黒幕は裁かれず、全すべての罪がおばさんになすりつけられます」

「そんな！　わたしに話を持ちかけたのは、内務省よ！　彼らだけじゃない。国会議員の中にもこのプロジェクトに加担している人間はいくらでもいる！　わたしは利用されていただけなの！」

　興奮状態の直なお恵えおばさんははるかの手を振り払った。

「わたしがトカゲのしっぽみたいに切り捨てられる？　そんなの絶対に許さない！」

「それなら、わたしと一緒に戦いますか？」

「戦う？」

「山やま伏ぶし家や傅でん法ぽう谷や家と違い、うちの一族は元々政府関係者から縁遠いアウトローな退魔師の一族」

　はるかはにやりと笑う。それは、いつも通り悪魔的な笑顔だった。

「この国相手に、ふんだくれるだけふんだくりませんか？」

　それを聞き、直恵おばさんははるかと同じような笑顔になる。

「恐ろしい姪めいだわ」

「おばさんほどではありません」

「でも、そういうの好きよ」

　直恵おばさんは携帯電話を取り出すと、メールを打ち始める。

「強ゆ請すりにゴシップ、研究成果の横流し……。こうなったら、自分の身は自分で守らなくちゃね」

　はるかは呆あきれたように首をすくめた。

「家で準備を整えていてください。わたしにも考えがありますので、まとめてから帰ります」

「ええ。本当に恐ろしい姪っ子だこと」

　直恵おばさんはにんまりとする。

「ああ、それとこれ」

　白い大きな袋が取り出される。それは、姉さんが倒したサンタの化け物が持っていたものだった。

「特殊な術式で、この中に人間の魂を閉じ込めてあるんだけど」

　直恵おばさんは袋を開く。袋からいくつもの光の玉が現れ、空へと散っていった。

「今、事故で術式を解除してしまったわ。魂は本来の体へ。ま、事故じゃ仕方ないわね」

「ええ、どう見ても事故でした」

　こいつら、本当に親しん戚せき同士なんだな。それがよく分かった。

　直恵おばさんは笑いながら公園を出ていく。

「悪い人じゃないんですけどね、いい人でもないんです」

　はるかはため息をつく。

「あれでいいのか？」

「どっちにしろ、あの人も裁かれますよ。ただ、荒あら瀬せ家の血筋ですかね、一人で地獄に落ちるのは嫌みたいです」

　関係者はみんな道連れってことか。はるかの考えそうなことだが、荒あら瀬せ家はみんなそういう感じなのか。

「って、おい！　そういえば、背中の傷は大丈夫か？」

　そう言うと、はるかはぼくを睨にらむ。

「大丈夫なわけないじゃないですか」

「そ、そうだよな」

　はるかはぼくの首に自分の腕を回す。

「このまま病院まで運んでください」

　今回は本当に怪け我がをしているんだ。それくらいはしてやらないといけない。

「救急車を呼ぶよ」

　ぼくは急いで携帯電話を取り出すと、ナンバーをプッシュする。

「公園の出口までは歩けるか？」

「協力してもらえれば」

　ぼくははるかの肩に腕を回し、公園の出口を目指そうとする。しかし、はるかは途中で足を止めた。

「そっちじゃありません」

「は？」

「こっちです」

　はるかに言われたとおり、ぼくははるかの体重を支えながら歩く。

「なぁ、はるか」

　はるかは体重のほとんどをぼくに預けているので、ぼくが力を入れないと二人とも倒れてしまう。ぼくも怪我で体の力が入らないから、早く公園の外で救急車を待ちたい。

　……いや、たまにはこうやってはるかと話すのも悪くないか。

「はるかは、まだ自分が無価値だと思っているのか？」

「何を突然言い出すんですか」

「いいから答えてくれ」

　はるかは少し間を置く。

「少なくとも、退魔師界全体から見れば、ほとんど価値のない存在でしょうね」

「それじゃあ、はっきり言っておく」

　はるかがこちらを向く。

「わ、何でこっち見るんだよ」

「相手の目を見て話すのが礼儀ですよ」

　さっきまで見てなかったくせに。ぼくはできるだけ前を向き、はるかと目を合わせないようにする。

「少なくとも、化ばけ物もの部ぶにとっては大事な存在だからな」

「へぇ」

「だから、魂を取られる必要もないし、好きじゃない奴やつと婚約する必要もない。そんなことしなくたって、はるかは十分に大切な仲間だから」

　はるかが何も言わないので、横目で確認すると、彼女はまだぼくの顔をじっと見ていた。

「な、なんか言えよ」

「ま、それくらいは知っていましたけどね」

　でも、とはるかは顔を伏せる。

「ありがとうございます」

　ぼくは氷こおり漬づけのドラゴンの周りを回る。

　ゆっくり、ゆっくりと。

　氷のドラゴンは、青い光となって輝き、白い氷の塔はイルミネーションが飾られたツリーのように見えた。

「あ」

　雪だ。雪が降ってきた。

　青い光に照らされ、雪は青く輝く。

　輝く白い塔。青い雪。



    

  
    
      



    

  
    
      　それはとても幻想的な光景だった。

「綺き麗れいだな」

「綺麗ですね」

　珍しくはるかと感想が一致する。ぼくが微笑ほほえむと、彼女は僅わずかに微笑んだように見えた。

　こうして、ぼくたちはドラゴンの周りを一周した。

「何で一周したんだよ」

「いや、自分で言い出したことはやっておこうと思いまして」

「は？」

　ぼくとはるかはそのまま公園を出た。こいつは何をしたかったんだ？

　公園を出たところで、永と遠わさんと幽実香ゆみかさんが飛びついてくる。

「血が出ているのでやめてください。割と本気で死にそうなんです」

　はるかはそう言いながらも、困ったように笑っている。

　ここがぼくの居場所だし、ここがはるかの居場所だ。とんでもない場所を選んでしまったけど、別に悪いことばかりでもない。

　ぼくの受難はもう少し続くのだろう。



    

  
    
      
エピローグ





　大おお晦日みそか。ぼくたちは部室にいた。

「こんな時間に校舎にいて大丈夫なのかよ」

　もうすぐ日付が変わる。こっそり家を抜けだしてきたが、こんな時間に学校にいるのは気が引ける。

「あ。なんか、鐘かねの音が聞こえてきたよ」

　幽実香さんが耳に手を当てる。

「除夜の鐘だな」

　ピンク色のアイアンメイデンの中から、永遠さんの声が聞こえてきた。

「除夜の鐘には、人間の一〇八の煩悩を祓はらうという説があります。それが本当ならば、まずいですね」

　はるかはぼくを心配そうに見る。

「竜たつ弥や君が消えてしまいます」

「ぼくは煩悩以外でできてるからな！」

「人間は半分以上が水分でできているって習ったことあるよ！」

　すかさず、幽実香ゆみかさんが授業で習った知識を少し見当はずれな場面ながら披露した。

　たまには、はるかをいじめてみようかな。

「でも、はるかはぼくがいなくなるとまずいんだな。いつもはひどいこと言ってるくせに、ぼくが必要なんじゃないか」

　はるかの嫌がらせジョークを上う手まく返してやった。

「そりゃ、竜たつ弥や君は大切ですよ」

　何の抵抗もなく言い放たれたはるかの言葉にぼくは拍子抜けする。

　頬ほおが熱くなる。

　ドラゴンとの戦闘の後、ぼくたちは病院に連れていかれ、それぞれの病室に閉じ込められ、今日までお互いに会うことはなかった。

　もしかして、はるかは本当にぼくのことを……。

「大事な符ふ製造機ですからね。壊れたら代わりはそう簡単に見つかりませんよ」

「そういうことか……」

　まぁ、そうでなくちゃはるかじゃないな。

「お。あの霊媒師がテレビに出てるぞ」

　永と遠わさんがアイアンメイデンの中からノートパソコンを出す。ディスプレイには生放送のテレビ番組が映っていた。

「まだ、テレビに出ているんですね」

　あの事件以来、傅でん法ぽう谷やには会っていない。

　傅法谷は傅法谷で自分の信念があって行動していた。あいつもいい人とは言えないけど、この事件に振り回された被害者の一人だった。

「傅法谷さんは化け物を闇やみの中の存在ではなく、もっとオープンな存在としたいと思っているみたいですね」

　ディスプレイを横から覗のぞきながら、はるかが言う。

「そんな話をしていたな」

「幽霊などが必要以上に恐れられるのを止やめさせたいという話を聞きました」

「会ったのか！」

　ぼくは思わず大きな声を出してしまう。あいつ、まだはるかを狙ねらっているのか！

「お見舞いに来てくれたんです。会ったのはその一回だけです。彼はもうわたしと婚約する気はないみたいです」

「そうか」

　ちょっと安心した。

「今、安心しましたね」

　はるかがじっとこちらを見て言う。

「は？　別に安心なんかしてないよ。というか、あんな格好よくて有名な人に婚約を迫られることなんか、もう一生ないぞ。今更だけど、結婚した方がよかったんじゃないか？」

　ぼくは早口でそれだけ一気に言う。

「ふふ。まだまだやりたいことがたくさんありますから。家庭に入って少しでも不自由な思いをするのは嫌ですね」

　はるかはパソコンのディスプレイを閉じる。

「それに、わたしにはもうすでに婚約者がいますからね」

　え？　えぇ！

「な、何を言っているんだ、あれは傅でん法ぽう谷やさんを騙だますためのもので……」

「今はもう違うんですか？」

　はるかはいつも通りの調子で尋ねてくる。

　違う？　違うのか？　どうなんだ！

　いや、ここはストレートに本心を出そう。覚悟を決めろ、山やま伏ぶし竜たつ弥や！

「いや、はるかさえよければ、ぼくは……」

「というのは冗談です。あれはあの時限りのものだったに決まっているじゃないですか」

　……そうか。

「そ、そうだよな！」

　ぼくは無理やり笑った。

　はるかはぼくをどれだけ振り回せば気が済むんだ。ああ、もう！　新年なんか迎えずに、このまま世界が滅びればいいのに！

「おそばも食べたし、大掃除もしたし……ああ！　もうすぐ今年も終わるけど、何かやり残したことってないかな？」

　幽実香ゆみかさんがわたわたとし始める。

「そんな急にやるべきことなんか思いつかないですよ」

　ぼくがそう言っても、幽実香さんは立ち上がって室内を歩きまわっている。

「何だろう……。何かやり残したこと……」

「別にないと思うが」

　永と遠わさんはあっさりと言うが、幽実香さんは落ち着かない。

「分かった！」

　そう言って、幽実香さんは部室の隅からデジタルカメラを持ってきた。

「ずっと記念撮影をしたいと思ってたんだよ！　やっと思い出した」

　幽実香さんはカメラを机の上に置き、何か操作している。

「どうして記念撮影を……」

　ぼくと永遠さんは同時に同じ疑問を口にする。

「今年最初の記念撮影！」

「最初で最後の記念撮影ですね」

　はるかも少し呆あきれ気味だ。

「いいじゃん。ほら、思い出になるよ、絶対」

　幽実香ゆみかさんはハイテンションでカメラのセットを終えた。

「タイマーをセットしたから！　早く並んで！　あと十秒！」

　幽実香さんは強引にみんなをカメラの前に並べる。

「永と遠わさんはアイアンメイデンの中から出てきて！」

「え！　それは嫌だな」

「早く！　あと五秒くらいしかないよ！」

　無理やり、永遠さんがアイアンメイデンの中から引きずり出された。

　全員が並んだところで、フラッシュが光る。

「ちゃんととれたかなぁ」

　幽実香さんはカメラを確認する。そして、悲鳴みたいな声を出した。

「大変！　心霊写真になってる！」

　……そりゃ、本物の幽霊と吸血鬼が被写体なわけだからな。

「うー。それじゃあ、わたしってもう二度とカメラに写れないのぉ？」

　そう言って、幽実香さんはカメラを机の上に放ほうる。

「どんな風に写ってるんですか？」

　ぼくは机の上のデジタルカメラを取り上げる。

　幽霊の幽実香さんと吸血鬼の永遠さんはうっすらとそのシルエットだけ残してほとんど写っていない。

　ぼくとはるかが並んで写真に写っている。

　変な写真だ。ぼくは驚いたような顔をしているし、はるかはいつもの無表情。いや、ちょっとは笑ってるかな。

「さて、そろそろ今日集まってもらった理由を話します」

　時計を見ながら、はるかが切り出す。

「は？　何を言い出すんだよ。今日はこの後初はつ詣もうでに行って終わりだろ？」

「そんなわけないですよ」

　はるかははっきりと言う。

「初詣に行くよ、くらいのライトな集まりじゃなきゃ、みなさんの集合が悪いと思って嘘うそをついたのです」

「堂々と嘘をついたって宣言するなよ」

「わたしは正直者ですから」

　もう、本当に意味が分からない。

「はぁ……。それで、はるか。何をするつもりなんだ？」

　はるかは自信満々に言う。

「明日から、宇宙に行きます」

　きっと、こいつは本気だ。ぼくにはこれが伊だ達てでも酔狂でもないことが分かる。はるかは、そのとんでもないことを実行するつもりなんだ。

　新年もぼくは容赦してもらえそうにない。



    

  
    
      



    

  
    
      
あとがき





　こんにちは。熊谷くまがいです。

　なんだかんだで『荒あら瀬せはるか、容赦なし！』シリーズも今作で最終回となりました。お楽しみいただけたでしょうか？　今回も魚さかなさんにイラストを描いていただき、作品の価値がとても高くなりました。本当にありがとうございます。また、いつも書いていることですが、編集部、印刷所、流通、書店の皆さんにもここでお礼をさせていただきます。いつもありがとうございます。皆さんがいるから熊谷がこうして物書きをやっていられます。感謝・感謝・大感謝です。

　さて、今作はクリスマスがメインのお話でした。皆さん、普段はクリスマスをどのようにお過ごしでしょうか？

　著者の一番記憶に残っているクリスマス、やはり大学生最後のクリスマスです。

　車でスリップしました。そして、車の一部が凹みました。著者もかなり凹みました。最悪でした。いや、怪け我が人にんが出なかったからよかったんですけどね。車を運転する人、将来運転する予定の人は気をつけてください。冬場の山道は安全だと思っていても凍結していることがあります。本当に、気をつけてくださいね！

　その他ほかにクリスマスの思い出と言えば、『クリスマス・イヴの夜に映画のレイトショーを独りでみにいく』というチャレンジもやりました。これを実際にやってみるとどんな気分になるかというのは、実際に一度やってもらわないと正確には分からないと思います。実は、普段から映画は独りで見に行くことが多い著者なのですが（別に友達がいないわけじゃないぞ！　多分）クリスマスの雰囲気はちょっと特殊ですね。「あの子、クリスマス・イヴに一人で映画を観にきてるぜ、クスクス」と周りのカップルから後ろ指さされるなら、まだいいんです。実際にやってみると完全に無視される。まるで空気のように扱われる。存在していないことにされる。映画館の座席は自分の周りだけ空席になる。この感覚、是非とも味わっていただきたい。一九七九年にノーベル平和賞を受賞したマザー・テレサ氏の「愛の反対は憎しみではなく無関心である」という言葉の意味が身にしみます。ちなみに著者は一人花火大会も経験済み。これも映画館同様、『孤独』という名の化け物はかなり本気でこちらの心を折りにきますのでご注意を。



　そんな感じで、再び皆さんと出会える日を楽しみにしています。皆さんも同じ気持ちで待っていただけるならば、それに勝る幸せはありません。





二〇一〇年　三月　熊谷雅人まさと



    

  
    
      　著者

　熊谷雅人（くまがい・まさと）

　　『ネクラ少女は黒魔法で恋をする』で第１回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞佳作受賞。

　　愛知県から引っ越して、現在は東京都在住。好きな料理はイタリアン。苦手な食べ物はレーズン。趣味はマジックでお寺や保育園、老人ホームなんかで時々マジックショーをしたりします。



　イラスト

　魚（さかな）

　　８月生まれ、東京都在住。

　　「ＣＡＮＶＡＳ～セピア色のモチーフ～」「ＣＡＮＶＡＳ２～茜色のパレット～」「ＣＡＮＶＡＳ３～白銀のポートレート～」などの原画を担当。

　　小説の挿絵では、「たま◇なま」シリーズ、「おれと天使の世界創生」（以上ＨＪ文庫）、「ぱんつぁのーと」（スーパーダッシュ文庫）などを手がける。



    

  
    
      荒瀬はるか、容赦なし！３



著者名……熊谷雅人

発行者……三坂泰二

発行所……株式会社メディアファクトリー

　　　　　http://www.mediafactory.co.jp/
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